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訓練中長期計画 

※：シナリオに関係する内容が含まれるため、訓練事務局以外に開示する場合はマスキ

ング処理を実施
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令和３年１２月２０日 

令和３年１２月２３日 r1 

四 国 電 力 株 式 会 社 

訓練計画説明に係る面談（５週間前）時の確認事項 説明資料 

【確認事項】 

全般 

（１）訓練計画＜資料＞

〇中期計画上の今年度訓練の位置づけ 

〇今年度の訓練目的、達成目標 

〇主な検証項目 

〇実施・評価体制 

〇訓練の項目、内容（防災業務計画の記載との整合）及び評価基準 

〇訓練シナリオ 

－プラント運転状態、事象想定、スキップの有無等 

－現状のプラント状態を踏まえた訓練の実施方針 

〇その他 

－ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの使用 

－ＣＯＰ様式 

－即応センター、緊対所レイアウト図 

－ＥＲＣ対応ブース配席図、役割分担 

－ＥＲＣ書架内の資料整備状況（資料一覧） 

（２）評価指標のうち、主に[Ｐ]、[Ｄ]に関する内容＜資料＞

（３）事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整

説 明 

（１）下記資料にて説明

〇２０２１年度 四国電力伊方発電所 防災訓練（総合訓練）実施計画概要（案） 

［別紙－１］ 

枠囲みの記載については、個人情報または訓練シナリオに係る事項ですので公開できません。 

1



2 

【確認事項】 

説 明 

（１）下記資料にて説明

○情報共有のための情報フロー ［別紙－２］

（２）下記資料にて説明

○令和２年度総合訓練結果を受けた情報フローの改善内容について ［別紙－３］

指標１：情報共有のための情報フロー 

（１）発電所、本店（即応センター）、ＥＲＣの３拠点間の情報フローを確認する

○情報フローとは、次の５つの情報

－①ＥＡＬに関する情報

－指標２に示す情報（②事故・プラントの状況、③進展予測と事故収束対応戦略、

④戦略の進捗状況）

－⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答について、いつ、どこで、だれが、なに

を、どんな目的で、どのように、の観点からみた、情報伝達の一連の流れをい

う。 

（２）情報フローにおいて、前回訓練における課題及び当該課題を踏まえた改善点を確認

する

①前回訓練で情報フローに問題がある場合

・前回訓練での情報共有における問題が発生した事業者は、問題に対する課題の抽

出、原因分析及び対策を確認する。

・その上で、情報フローが対策を反映したものとなっているか確認する。

②前回訓練で情報フローに問題がない場合

・情報フローに対し、更なる改善点が無いか検証した結果を確認する。
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【確認事項】 

説 明 

（１）ＥＲＣ対応ブース発話者については、社内訓練などで育成および習熟を図る。多重化

については、将来の発話者候補となる者を発話者周辺にプレイヤー・評価者等として

配置することで、計画的に発話者を育成できると考える。 

（２）否：昨年度総合防災訓練では、ERC対応ブース発話者３名のうちの２名をERC対応

未経験者に変更し訓練を実施したが、今年度も計画的な発話者を育成する観点から

ERC対応ブースの発話者３名のうち２名をERC対応未経験者に変更することから、

くじ引きはせず対応する。 

 

  

指標２：ＥＲＣプラント班との情報共有 

（１）ＥＲＣ対応ブース発話者の育成・多重化の考え方を確認する 

（２）訓練当日、ＥＲＣ対応ブース発話者をくじ引き等により選定することの可否（否の

場合は、その理由）を確認する 
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【確認事項】 

説 明 

（１）ＳＰＤＳ訓練用模擬パラメータを使用し、松山本部とＥＲＣで同一画面での情報共有

を実施する。なお、実発災時はＳＰＤＳとＥＲＳＳを併用した情報共有となる。 

（２）リエゾンへの期待事項は以下の通りである。 

  ・ＥＲＣプラント班の質問対応ができる。 

  ・ＥＲＣプラント班が要望する資料の調達ができる。 

  ・事業者に対する要望事項を整理して即応センターに連絡し、対応状況を管理できる。 

（３）ＣＯＰの運用は下表のとおり 

 COP 名称 作成開始基準 更新頻度 

COP-1 設備状況・戦略シート 非常準備体制（AL)以上 
緊急時対策所でのブリーフ

ィング毎 

COP-2 
伊方発電所３号機 
概略系統図（DB) 

故障事故処理内規適用 変更の都度 

COP-3 
伊方発電所３号機 
概略系統図（DB＋SA＋特重) 

非常準備体制（AL)以上 変更の都度 

COP-4 
伊方発電所 
所内電源系統図 

故障事故処理内規適用 変更の都度 

COP-5 事象進展解析結果 非常体制（SE)以上 解析実施の都度 

COP-6 戦略検討シート 
故障事故処理内規 
二部内規導入 

COP-1更新頻度に合わせる 

COP-7 
伊方発電所３号機 
使用済燃料ピット温度予測 

３号機の SFP 冷却機能

喪失 
解析実施の都度 

COP-8 
伊方発電所３号機 
概略系統図（DB＋SA＋特重) _停止時 

停止時において故障事

故処理内規適用 
変更の都度 

COP-9 事象進展予測結果_停止時 非常体制（SE)以上 予測実施の都度 

 

  

指標３：情報共有のためのツール等の活用 

（１）プラント情報表示システムの使用 

〇使用するプラント情報表示システムを確認する（実発災時とシステムの差異も確

認する） 

（２）リエゾンの活動 

〇事業者が定めるリエゾンの役割を確認する 

（３）ＣＯＰの活用 

〇ＣＯＰの作成・更新のタイミング、頻度を確認する 

（４）ＥＲＣ備付け資料の活用 

○ＥＲＣ備付資料の更新状況を確認する 

4



5 

（４）ＥＲＣ備付資料更新概要は以下のとおり。

○特定重大事故等対処施設の反映

〇蓄電池（３系統目）の反映 

〇伊方２号機廃止措置認可に伴う反映 

〇令和３年度事業者防災業務計画改正に伴う反映 

○６．故障事故処理内規フロー図の最新化

○以下の資料について新規追加

・別紙３－２．プラント停止時の事故シーケンスにおける事故進展解析結果

・別紙３－３．ミッドループ運転時における事象進展予測手法

・別紙３－４．代替パラメータ一覧

・ＣＯＰ－９事象進展予測結果_停止時一覧 
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【確認事項】 

説 明 

（１）以下のとおり対応する。 

〇作成した通報文は、発電所情報連絡班がセルフチェックし、その後に情報連絡班長が

送信前の最終チェックを実施する。通報文に誤記等を確認した場合は、訂正箇所を見

え消しにて修正し、再度通報連絡を実施する。 

〇発出したＥＡＬが非該当となった場合は、第２５条報告の様式を用いて応急処置の概

要として通報連絡を実施する。 

〇通報に使用する通信機器の代替手段として、原子力規制庁殿への通報文のＦＡＸ方法

は以下の通りとする。 

   ・外線ＦＡＸ（一般回線） 

   ・統合原子力防災ＮＷ（地上系） 

   ・統合原子力防災ＮＷ（衛星系） 

   ・内線ＦＡＸ（光回線または多重無線回線（マイクロ回線））⇒本店本部経由 

（２）下記資料にて説明 

  〇情報共有のための情報フローの「ＥＡＬに関する情報」 ［別紙－２］ 

〇ＥＲＣ備付資料の「ＥＡＬ判断フロー」 

（３）災害対策本部（松山）の本部長が対応する。 

   「取締役 副社長執行役員 原子力本部長 山田研二」 

指標４：確実な通報・連絡の実施 

（１）通報文の正確性 

〇通報ＦＡＸ送信前の通報文チェック体制、通報文に誤記等があった際の対応を確認

する 

〇発出したＥＡＬが非該当となった場合の対応を確認する 

〇通報に使用する通信機器の代替手段を確認する 

（２）ＥＡＬ判断根拠の説明 

○ＥＡＬ判断根拠の説明方法（情報の入手や説明資料など）を確認する 

（３）１０条確認会議等の対応 

〇１０条確認会議、１５条認定会議の事業者側対応予定者の職位・氏名を確認する 

（４）第２５条報告 

 〇２５条報告の発出タイミングの考え方を確認する 

 〇訓練事務局側が想定する、今回訓練シナリオ上の２５条報告のタイミング、報告内

容（発生事象と対応の概要、プラント状況、放出見通し／状況、モニタ・気象情報

など）、回数（訓練シナリオ中の記載されているか）を確認する 
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（４）２５条報告の発出タイミングの考え方については、基本的には、特定事象該当判断か

ら２時間以内を目途に報告し、以降、２時間以内の間隔で定期的に報告する。 

ただし、事故状況の変化等と重なった場合は、事故対応を優先する。 

訓練事務局側が想定する、今回訓練シナリオ上の２５条報告のタイミングおよび回

数は以下のとおり 

  ・タイミング：対応処置を実施した後 

・回数：３回以上 
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【確認事項】 

説 明 説明資料 

（１）～（３）下記資料にて説明 

  〇２０２１年度 四国電力伊方発電所 防災訓練（総合訓練）実施計画概要（案） 

［別紙－１］ 

 

 

  

指標６：シナリオの多様化・難度 

（１）訓練シナリオのアピールポイントを確認する 

（２）シナリオ多様化に関し、付与する場面設定を確認する 

（３）訓練プレイヤーへ難度の高い課題をどのように与えているかを確認する 
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【確認事項】 

説 明 

（１）以下のとおり対応する 

①ＥＲＣ広報班と連動したプレス対応を実施予定 

②電気新聞が模擬記者会見の記者役として参加予定 

③中国電力の広報担当者が記者役として参加予定 

④模擬記者会見を実施予定 

⑤模擬ホームページの掲載を実施予定 

  

指標８：広報活動 

（１）評価要素①～⑤それぞれについて、対応、参加等の予定を確認する 

①ＥＲＣ広報班と連動したプレス対応 

②記者等の社外プレイヤーの参加 

③他原子力事業者広報担当等の社外プレイヤーの参加 

④模擬記者会見の実施 

⑤情報発信ツールを使った外部への情報発信 
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【確認事項】 

説 明 

（１）評価要素①～③それぞれについて、以下のとおり対応する。

①原子力事業者間の支援活動

・原子力事業者間協力協定に基づく支援要請（実連絡）を中国電力に実施予定

・中国電力から先遣隊１名（実動）受入れ予定

②原子力事業所災害対策支援拠点との連動

・後方支援拠点設営訓練を実施（実動）し、関係個所と情報連携を実施予定

③原子力緊急事態支援組織との連動

・美浜の原子力緊急事態支援組織への支援要請（実連絡）を実施予定

（２）③の原子力緊急事態支援組織との実動（ロボット操作訓練）については、別途要素訓

練にて実施。（2021.8.24～25）

指標９：後方支援活動 

（１）評価要素①～③それぞれについて、具体的活動予定（特に、実動で実施する範囲を

明確にすること）を確認する

①原子力事業者間の支援活動

②原子力事業所災害対策支援拠点との連動

③原子力緊急事態支援組織との連動

（２）一部を要素訓練で実動し、残りを総合訓練で実動するなど、複数の訓練を組み合わ

せて一連の後方支援活動の訓練を実施する場合はその内容を確認する
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【確認事項】 

説 明 

（１）１２月２０日時点までの実績・予定は以下のとおり。 

○訓練動画による事業者視察（発電所、即応センター） 

・ ９月２４日 関西電力 高浜発電所 

・１０月 １日 九州電力 玄海原子力発電所 

・１１月１９日 関西電力 大飯発電所（予定） 

・１１月２６日 北海道電力 泊発電所（予定） 

・１２月 ３日 日本原電 敦賀発電所（予定） 

○訓練動画によるＥＲＣ視察 

・ ９月２４日 関西電力 高浜発電所 

・１０月 １日 九州電力 玄海原子力発電所 

・１１月１９日 関西電力 大飯発電所 

・１１月２６日 北海道電力 泊発電所 

・１２月 ３日 日本原電 敦賀発電所 

（２）昨年度と同様、新型コロナウィルス感染症防止対策として、発電所・即応センターと

もに視察の受け入れは実施しない。代わりに訓練を録画し，その訓練動画を希望事業

者に配布することとする。動画配布希望案内は１月上旬予定。 

（３）他原子力事業者を外部評価者として、訓練動画による評価（ＥＲＣ対応）を実施予定。

評価先は九州電力である。 

（４）１２月２０日時点の実績は以下のとおり。 

・１０月 １日 九州電力 玄海原子力発電所（訓練動画にて評価を実施） 

・１１月２６日 北海道電力 泊発電所 

 

指標１０：訓練への視察など 

（１）他原子力事業者への視察 

  〇他事業者への視察実績、視察計画を確認する 

（２）自社訓練の視察受け入れ 

〇自社訓練の視察受け入れ計画（即応Ｃ、緊対所それぞれの視察受入れ可能人数、募

集締め切り日、募集担当者の氏名・連絡先）を確認する 

（３）ピアレビュー等の受入れ 

〇ピアレビュー等の受入れ計画（受入れ者の属性、レビュー内容等）を確認する 

（４）他原子力事業者の現場実動訓練への視察 

〇視察又は評価者としての参加の実績、予定を確認する 

13



14 
 

【確認事項】 

備考：訓練参加率 

（１）発電所参加予定人数（うち、コントローラ人数）を確認する 

（２）即応センター参加予定人数（うち、コントローラ人数）を確認する 

（３）リエゾン予定人数を確認する 

（４）評価者予定人数を確認する 

説 明 

（１）発電所参加予定人数（うち、コントローラ人数） 

  プレイヤー    ８４名 

  コントローラ   ３０名（うち評価者兼務１４名） 

  計       １１４名 

（２）災害対策本部（松山）参加予定人数（うち、コントローラ人数） 

  プレイヤー    ６０名+３名（模擬記者役） 

  コントローラ    ３名（うち評価者兼務 ０名） 

  計        ６３名 

   災害対策本部（高松）参加予定人数（うち、コントローラ人数） 

  プレイヤー    ３４名 

  コントローラ    ３名（うち評価者兼務 ０名） 

  計        ３７名 

   東京支社災害対策本部 参加予定人数（うち、コントローラ人数） 

  プレイヤー     ４名 

  コントローラ    ０名（うち評価者兼務 ０名） 

  計         ４名 

（３）リエゾン予定人数 

  ＥＲＣプラント班  ３名 

  ＥＲＣ広報班    ２名 

（４）評価者予定人数（社外評価者含む） 

  発電所           ５名 

  災害対策本部（松山）    ９名 

  災害対策本部（高松）    ７名 

  東京支社災害対策本部    １名 

  ＥＲＣ           １名 
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15 

【確認事項】 

説 明 

下記資料にて説明 

〇総合訓練ＰＤＣＡ実施要領および活動スケジュール ［別紙－４］ 

〇訓練中長期計画 ［別紙－５］ 

備考：中期計画の見直し 

（１）見直し状況、見直し内容、今年度訓練実施計画の位置づけを確認する

（２）見直し後の中期計画を確認する

（３）前回訓練の訓練報告書提出以降から次年度訓練まで対応実績・スケジュール（作業

フローなど）について、以下のＰＤＣＡの観点で概要を確認する

【観点】前回訓練の訓練報告書提出から今回訓練までと今回の訓練を踏まえた［Ｃ］

及び［Ａ］、中期計画及び原子力防災業務計画への反映［Ｐ］の時期 

［Ｃ］訓練報告書のとりまとめ時期 

［Ａ］対策を講じる時期 

－具体的な対策の検討、マニュアル等へ反映、周知・教育/訓練など（昨

年度の訓練実施結果報告書に掲げた各課題についての対応内容、スケ

ジュールがわかるように記載すること） 

－原子力事業者防災業務計画への反映の検討事項・時期（定期見直し含

む） 

［Ｐ］中期計画等の見直し事項・時期、次年度訓練計画立案時期 

（４）前回訓練実施後の面談時に確認したＰＤＣＡ計画を確認する
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16 
 

【確認事項】 

説 明 

（１）プレイヤーにはシナリオを開示しない。 

 

  

備考：シナリオ非提示型訓練の実施状況 

（１）開示する範囲、程度（一部開示の場合、誰に／何を開示するのか具体的に記載）及

びその設定理由を確認する 
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17 
 

【確認事項】 

説 明 

（１）有り。 

（２）当社から要望するのは、松山即応センター１（ノーマル）、高松即応センター１（シ

ークレット）、ＯＦＣ（全体会議室、予備システム）（シークレット）の４か所。 

（３）以下のとおり。 

・リエゾンの人数 ＥＲＣプラント班 ３名  ＥＲＣ広報班 ２名 

・入館時間 １２時４０分 

（パソコンの設定等があるため、訓練開始３０分前とする。） 

・訓練参加タイミング 事象発生３０分後 

（連絡が入り、支社からＮＲＡへの移動を想定する。） 

（４）以下のタイミングとしたい。 

  ・伊方発電所災害対策本部の訓練事務局より、災害対策本部（松山）の訓練事務局に全

ての状況付与が終了したことを連絡。 

  ・ＥＲＣプラント班が対応中であれば、対応活動が終了するまで訓練関係者は待機。 

  ・ＥＲＣプラント班の対応が終了すれば、災害対策本部（松山）の訓練事務局より、Ｅ

ＲＣプラント班に対して訓練終了を宣言。（なお、質問回答が終わっていない案件

は、別途メール等にて回答する） 

・同時に、災害対策本部（松山）の訓練事務局より、社内ＴＶ会議システムにて訓練終

了を宣言。 

  ・災害対策本部（松山）ＥＲＣ班とＥＲＣプラント班の振り返りを実施。 

補足：事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整事項 

（１）ＥＲＣ広報班との連動の有無 

（２）ＴＶ会議接続先（即応Ｃ、ＯＦＣ、緊対所） 

（３）リエゾンの人数（プラント・広報）、入館時刻、訓練参加タイミング 

（４）訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否 

（５）ＥＲＳＳ使用に係る当庁情報システム室との調整状況 

（６）事前通信確認実施の要否 

（７）即応センターコントローラの所属、氏名、連絡先 

（８）ＥＲＣ対応者の職位、氏名 

（９）訓練時、メールを利用したＥＲＣプラント班への資料提供の実施の有無 
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と。 

 

３．主な検証項目 

昨年度訓練において抽出した課題は以下の３件であり、うち２件（１）（２）項につ

いて本訓練において改善内容の検証を行う。改善内容および評価方法は、別紙－１に記

載する。 

なお、（３）項については、別途要素訓練にて改善内容の検証を実施済みである。 

（１）ＣＯＰ１、ＣＯＰ６を用いた戦略に関する説明要領等の明確化 

・ＥＲＣプラント班へ今後の戦略および機器の準備状況についてわかりやすい説明が

できていなかった。 

（２）ＥＲＣプラント班への戦略説明時における発話ポイントの整理 

・ＥＲＣプラント班に対して、戦略説明時に活動時間まで織り込んだ説明ができなか

った。 

（３）停止時における事象進展予測手法等の新たな知見の反映およびＥＲＣ備付資料の充実 

・ＥＲＣプラント班に対して、運転停止中（燃料取出し前ミッドループ運転中）におけ

る「根拠のある炉心露出から炉心損傷までの時間」が説明できなかった。また、主要

パラメータが確認できない際の代替パラメータについて「資料を用いた説明」ができ

なかった。 

 

４．実施・評価体制 

（１）実施体制 

本店
災害対策本部（高松）

東京支社
災害対策本部（東京支社)

災害対策総本部
原子力施設事態即応センター伊方発電所

社外関係機関

（模擬）
通報連絡（模擬）

情報連絡

情報連絡

支援

情報連絡

支援

通報連絡

統合原子力防災

ネットワーク接続

情報連絡

派遣

災害対策本部

現地活動班

報告指示
情報連携

松山原子力本部
災害対策本部（松山）

緊急時対応センター

（ＥＲＣ）

統合原子力防災

ネットワーク接続

事業者間協力協定事業者
（幹事会社）

原子力緊急事態支援組織
（美浜原子力緊急事態支援センター）

通報連絡・支援要請

オフサイトセンター

プラントチーム

情報連携

後方支援拠点

情報連携

 
 

（２）評価体制 

ａ．社内評価者は、訓練対象者以外から選任し、伊方発電所、松山原子力本部、東京支

社および本店の拠点に配置。 

ｂ．社外評価者は、新型コロナウィルス感染症防止対策として、訓練の様子をビデオカ
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メラによって撮影し、評価者に対して送付し、評価いただく。

ｃ．現場実動訓練の評価については、新型コロナウィルス感染症の感染状況が落ち着い

ていれば、社外評価者を発電所に招き評価いただく。感染状況が拡大傾向であった

場合は、上記同様とする。 

５．訓練の項目・内容（事業者防災業務計画の記載との整合）及び評価基準 

訓練の項目は下記のとおり。（１）～（８）の訓練内容および評価基準については、

別紙－２に記載する。（９）については、以下のとおり。

（１）防災訓練

（２）通報訓練

（３）ＡＭ訓練

（４）緊急時対応訓練

（５）モニタリング訓練

（６）原子力災害医療訓練

（７）避難誘導訓練

（８）緊急事態支援組織対応訓練

（９）その他

ａ．後方支援活動訓練 

ＳＥ事象発生からの後方支援拠点の立ち上げが滞りなく実施でき、後方支援拠点運

営に必要な情報連携が本店関係個所と実施できていることを確認する。 

ｂ．オフサイトセンタープラントチーム活動訓練 

オフサイトセンター配備の統合原子力防災ネットワークに接続している通信機器お

よび社内通信機器にて情報収集し、会議資料を作成する。作成した資料に、必要な

事項が正確に記載できていることを確認する。 

ｃ．広報活動訓練 

災害発生後に社外へ向けた災害対応に係る広報活動を行い、社外へ必要な情報提供

が正確に実施できていることを確認する。 

６．訓練シナリオ 

（１） 訓練想定

ａ．訓練日時

２０２２年１月２５日（火）１３時１０分～１６時４０分（予定）

ｂ．対応場所

伊方発電所 

本店（災害対策本部（高松）） 

松山保安研修所（災害対策本部（松山）） 

東京支社（東京支社災害対策本部） 

オフサイトセンター（プラントチーム）
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別
紙
－
１
 

昨
年

度
訓

練
に

お
い

て
抽

出
し

た
課

題
に

対
す

る
改

善
内
容
の

検
証
 

課
題
 

改
善
内
容
 

検
証

方
法
 

Ｃ
Ｏ

Ｐ
１
、

Ｃ
Ｏ

Ｐ
６

を

用
い

た
戦
略

に
関

す
る

説

明
要

領
等
の

明
確

化
 

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ
プ

ラ
ン
ト
班
へ
の
戦
略
に
関
す
る
説
明
に
お
い
て
、
ど
う
す
れ

ば
理

解
を
早

め
る
説
明
が
で
き
る
か
を
検
討
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
が
随

時
確

認
す
る

発
話
ポ
イ
ン
ト
に
反
映
す
る
。
 

・
Ｃ

Ｏ
Ｐ

１
と

Ｃ
Ｏ

Ｐ
６

の
作

成
担

当
者

間
で

適
切

な
作

成
完

了
目

標

時
間
（

大
き

な
事
象
変
化
の
都
度
、
そ
れ
以
外
は
定
期
間
隔
）
を
設
定

し
、

更
新
タ

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ
う
運
用
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
。
 

・
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
を

用
い

て
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
へ

の
対

応
戦

略
説

明
す

る

際
に
は
Ｃ
Ｏ

Ｐ
６

、
Ｃ

Ｏ
Ｐ

１
の

順
序

で
説

明
が

で
き

て
い

る
か

。
」

を
訓
練
評
価

項
目

に
取

り
込

み
、

今
回

の
訓

練
に

お
い

て
評

価
す

る
。
 

・
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
（

Ｃ
Ｏ

Ｐ
６

）
に

つ
い

て
は

伊
方

発
電

所
災

害
対

策
本

部

で
の
ブ
リ
ー

フ
ィ

ン
グ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

に
あ

わ
せ

て
作

成
を

行
い

、

連
携
が
で
き

て
い

る
か
。
」

を
訓

練
評

価
項

目
に

取
り

込
み

、
今

回
の

訓
練
に
お
い

て
評

価
す

る
。
 

Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ
ラ

ン
ト

班
へ

の

戦
略

説
明
時

に
お

け
る

発

話
ポ

イ
ン
ト

の
整

理
 

社
内

マ
ニ
ュ

ア
ル
（
フ
ロ
ー
図
）
を
用
い
て
説
明
す
る
場
合
は
、
最
新

版
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
な
ど
）
を
確
認
し
な
が
ら
活
動
時
間
も
並
行

し
て

説
明
す

る
よ
う
発
話
ポ
イ
ン
ト
に
反
映
す
る
。
 

「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説

明
者

（
ス

ピ
ー

カ
）

は
、

戦
略

の
流

れ
（

フ
ロ

ー
図

）
の

説
明
を
Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

へ
す

る
際

、
活

動
時

間
を

織
り

込
ん

だ
説

明
が
で
き
て

い
る

か
」

を
訓

練
評

価
項

目
に

取
り

込
み

、
今

回
の

訓
練

に
お
い
て
評

価
す

る
。
 

停
止

時
に
お

け
る

事
象

進

展
予

測
手
法

等
の

新
た

な

知
見

の
反
映

お
よ

び
Ｅ

Ｒ

Ｃ
備

付
資
料

の
充

実
 

運
転

停
止
中
（
燃

料
取
出
し
前
ミ
ッ
ド
ル
ー
プ
運
転
中
）
を
対
象
と
し
た

事
象

進
展

予
測

お
よ

び
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

等
に

つ
い

て
以

下
の

と
お

り

充
実

さ
せ
る

。
 

・
運

転
停

止
中

の
余

熱
除

去
機

能
喪

失
時

に
お

け
る

事
象

進
展

予
測

は

以
下

の
と

お
り

実
施

す
る

こ
と

を
社

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
定

め
た

う
え

で
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ

５
（
事
象
進
展
解
析
結
果
）
の
様
式
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
行

う
。
 

①
余

熱
除

去
機

能
喪

失
か

ら
炉

心
露

出
ま

で
の

予
測

時
間

を
、

プ

ラ
ン

ト
停

止
か

ら
の

経
過

時
間

を
考

慮
し

た
現

実
的

な
崩

壊
熱

と
炉

心
の
保
有
水
量
に
よ
り
算
出
す
る
。
 

②
炉

心
露

出
か

ら
炉

心
損

傷
ま

で
の

予
測

時
間

を
、

原
子

炉
設

置

変
更

許
可

申
請

書
の

停
止

時
に

お
け

る
有

効
性

評
価

と
同

条
件

で
評

価
し

た
結

果
と

プ
ラ

ン
ト

停
止

か
ら

の
経

過
時

間
を

考
慮

し
た

現
実
的
な
崩
壊
熱
に
よ
り
算
出
す
る
。
 

・
炉

心
損

傷
防

止
対

策
お

よ
び

原
子

炉
格

納
容

器
破

損
防

止
対

策
の

た

め
に

必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
そ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
、

内
容

を
整
理

し
た
う
え
で
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料
に
追
加
す
る
。
 

運
転
停
止
中

の
余

熱
除

去
機

能
喪

失
時

に
お

け
る

事
象

進
展

予
測

手
法

を
社
内
マ
ニ

ュ
ア

ル
に

定
め

る
と

と
も

に
、

新
た

に
停

止
時

の
事

象
進

展
予
測
に
関

す
る

Ｃ
Ｏ

Ｐ
を

定
め

た
う

え
で

、
改

善
活

動
の

有
効

性
の

検
証
す
る
た

め
の

要
素

訓
練

を
令

和
３

年
８

月
２

５
日

に
実

施
し

た
。
 

ま
た
、
炉
心

損
傷

防
止

対
策

お
よ

び
原

子
炉

格
納

容
器

破
損

防
止

対
策

の
た
め
に
必

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

そ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

つ
い

て
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

に
追

加
し

た
。
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別
紙
－
２
 

訓
練

項
目

・
訓

練
内

容
・

評
価

基
準

 

訓
練

項
目
 

訓
練
内
容
 

評
価

基
準
 

（
１

）
防
災

訓
練

 
放

射
性

物
質

の
放
出
を
伴
う
事
象
を
想
定
し
、
非
常
体
制
を
発
令

し
、

原
子
力

防
災
要
員
お
よ
び
災
害
対
策
要
員
を
非
常
招
集
し
、

活
動

を
行
う

。
 

防
災
体
制
の

発
令

や
対

策
本

部
の

体
制

確
立

の
確

認
を

滞
り

な
く

実
施

で

き
て
い
る
こ

と
。

 

各
機
能
班
が

社
内

規
定

に
定

め
る

役
割

を
滞

り
な

く
実

施
し

、
各

拠
点

の

災
害
対
策
本

部
が

有
効

に
機

能
で

き
て

い
る

こ
と

。
 

（
２

）
通
報

訓
練

 
発

電
所

に
お

け
る
原
子
力
災
害
等
の
異
常
事
象
の
発
生
を
想
定

し
、

原
子
力

防
災
管
理
者
、
副
原
子
力
防
災
管
理
者
、
連
絡
責
任

者
お

よ
び
連

絡
当
番
者
に
よ
る
通
報
連
絡
に
係
る
活
動
を
行
う
。
 

原
子
力
災
害

の
発

生
に

つ
い

て
、

原
子

力
防

災
管

理
者

よ
り

Ｅ
Ｒ

Ｃ
へ

の

通
報
連
絡
お

よ
び

社
内

関
係

各
所

へ
の

情
報

連
携

が
滞

り
な

く
実

施
で

き

て
い
る
こ
と

。
 

（
３

）
Ａ
Ｍ

訓
練

 
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
事
象
を
想
定
し
、
原

子
力

防
災
要

員
に
よ
る
活
動
を
行
う
。
 

全
交
流
電
源

喪
失

状
態

か
ら

そ
の

後
炉

心
損

傷
に

進
展

す
る

事
象

を
想

定

し
、
プ
ラ
ン

ト
状

況
の

把
握

や
事

象
進

展
予

測
と

い
っ

た
ア

ク
シ

デ
ン

ト

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
活

動
が

実
施

で
き

て
い

る
こ

と
。

 

（
４

）
緊
急

時
対

応
訓

練
 

全
交

流
電
源

喪
失
を
想
定
し
、
原
子
力
防
災
要
員
に
よ
る
活
動
を

行
う

。
 

全
交
流
電
源

喪
失

事
象

発
生

等
の

事
象

進
展

に
応

じ
た

電
源

確
保

活
動

等

が
滞
り
な
く

実
施

で
き

て
い

る
こ

と
。
 

（
５

）
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

訓
練
 

空
間

線
量
当

量
率
測
定
用
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
お
よ
び
汚
染
密
度
測

定
用

サ
ー
ベ

イ
メ
ー
タ
等
を
用
い
て
、
緊
急
時
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

訓
練

等
を
行

う
。
 

事
象
進
展
に

応
じ

た
敷

地
内

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ

ス
ト
の
監
視

お
よ

び
気

象
情

報
の

収
集

が
滞

り
な

く
実

施
で

き
て

い
る

こ

と
。
 

（
６
）
原
子
力
災

害
医

療
訓

練
 

管
理

区
域
内

で
負
傷
者
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
負
傷
者

の
搬

出
、
汚

染
の
除
去
お
よ
び
応
急
処
置
等
の
訓
練
を
行
う
。
 

負
傷
者
の
搬

出
、

汚
染

の
除

去
お

よ
び

応
急

処
置

等
が

滞
り

な
く

実
施

で

き
て
い
る
こ

と
。

 

（
７

）
避
難

誘
導

訓
練
 

見
学

者
来
訪

時
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
避

難
誘

導
の
訓

練
を
行
う
。
 

伊
方
発
電
所

構
内

お
よ

び
当

社
Ｐ

Ｒ
館

の
見

学
者

に
対

す
る

避
難

誘
導

が

適
切
に
実
施

で
き

て
い

る
こ

と
。

 

（
８

）
緊
急

事
態

支
援

組
織

対
応

訓
練
 

原
子

力
緊
急

事
態
支
援
組
織
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
原
子
力
防
災

要
員

お
よ
び

災
害
対
策
要
員
に
よ
る
活
動
を
行
う
。
 

美
浜
原
子
力

緊
急

事
態

支
援

セ
ン

タ
ー

に
対

し
て

災
害

状
況

の
連

携
お

よ

び
支
援
要
請

が
適

切
に

実
施

で
き

て
い

る
こ

と
。
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５００ｋＶ 運 停 可 否 単 サ 6-3D 6-3C 可 否 単 サ 約0．30

１８７ｋＶ 運 停 可 否 単 サ 可 否 単 サ 約0．30

Ａ 運 停 可 否 単 サ 6-3D 6-3C 可 否 単 サ 約0．30

Ｂ 運 停 可 否 単 サ 可 否 単 サ 約0．30

Ａ 運 停 可 否 単 サ 6-3D 6-3C 可 否 単 サ 約0．30

Ｂ 運 停 可 否 単 サ 可 否 単 サ 約0．30

運 停 可 否 単 サ ④ 可 否 単 サ 約0．50

Ａ 運 停 可 否 単 サ 6-3D 6-3C 可 否 単 サ 約0．50

Ｂ 運 停 可 否 単 サ 可 否 単 サ 約0．50

運 停 可 否 単 サ ⑥ 可 否 単 サ 約0．55

Ａ 開 閉 可 否 単 サ ⑦ ３００kVA電源車 EL32m D/G 可 否 単 サ 3．20/6．50

Ｂ 開 閉 可 否 単 サ ① 可 否 単 サ 約0.30

Ｃ 開 閉 可 否 単 サ ② 可 否 単 サ 約0.25

Ａトレン 運 停 可 否 単 サ ③ ７５kVA電源車 EL32m D/G 可 否 単 サ 約1．50/約3．50

Ｂトレン 運 停 可 否 単 サ 可 否 単 サ 約0．20

Ａトレン 運 停 可 否 単 サ ① T/DAFWP起動 手動 蓄電池 可 否 単 サ 約0．45/約1．05

Ｂトレン 運 停 可 否 単 サ ② 可 否 単 サ 約0．30

Ａ 運 停 可 否 単 サ ① 可 否 単 サ －

Ｂ 運 停 可 否 単 サ ② 可 否 単 サ －

Ａ 運 停 可 否 単 サ 可 否 単 サ 約2．15

Ｂ 運 停 可 否 単 サ 消火ﾎﾟﾝﾌﾟ 電動 D/D 可 否 単 サ 約1．00

Ａ 運 停 可 否 単 サ 中型ﾎﾟﾝﾌﾟ車等 淡水 海水 可 否 単 サ 約2．10

Ｂ 運 停 可 否 単 サ 消防自動車 淡水 海水 可 否 単 サ 約1．20

可 否 単 サ 約2．45

可 否 単 サ 約14．25

可 否 単 サ 約1．20

可 否 単 サ 約1．00

② 可 否 単 サ 約0．30

① 可 否 単 サ －

① 可 否 単 サ 約1．10

② 可 否 単 サ 約0．20

③ ② 可 否 単 サ 約0．30

④ ③ 代替ＣＶスプレイポンプ RWST AFWT 可 否 単 サ 約0．29/約0．50

④ 可 否 単 サ 約1．10

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ 電動 D/D 可 否 単 サ 約0．45/同

中型ﾎﾟﾝﾌﾟ車等 淡水 海水 可 否 単 サ 約2．10/同

消防自動車 淡水 海水 可 否 単 サ 約1．20

① ① 代替ＣＶスプレイポンプ RWST AFWT 可 否 単 サ 約0．29/約0．50

② ② 可 否 単 サ 約0．30

③ 可 否 単 サ 約1．05

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ 電動 D/D 可 否 単 サ 約0．45/同

中型ﾎﾟﾝﾌﾟ車等 淡水 海水 可 否 単 サ 約2．10/同

④ ⑤ 消防自動車 淡水 海水 可 否 単 サ 約1．20

可 否 単 サ 約1．00

可 否 単 サ 約2．50

可 否 単 サ 約0.20

可 否 単 サ 約0．30

可 否 単 サ 約2．50

可 否 単 サ 約0．10

可 否 単 サ 約0．10

可 否 単 サ 電源復旧後

可 否 単 サ 約1．40

可 否 単 サ 約1．55

可 否 単 サ 約3．30

可 否 単 サ 約4．40

⑤

④

交
流
電
源

代替電気設備
切換盤

特定重大事故等対処施設に
属する交流電源設備③

CV内
水素
監視

ＣＶ
再循
環運
転

⑤

N２ﾎﾞﾝﾍﾞ

中型ポンプ車（CCWS）

亀浦ＳＳ（配電線）

ＣＳＰ（Ｂ＋代替再循環配管）

④

CV内
水素
除去

補機
冷却

イグナイタ

自冷化ＣＳＰ(B)

ＳＩＰ（海水冷却：B）

ＲＨＲＰ（ﾁﾗｰ冷却：B）

ＣＶ再循環ﾕﾆｯﾄ（海水）②

① ＣＶ再循環ﾕﾆｯﾄ（CCWST加圧）

故障
内容
*1

CV水素濃度計測装置

海洋への拡散抑制

ガス分析器

個別操作

Ｃ
Ｖ
注
水

ＳＷＳ

ＣＣＷＳ

Ｄ／Ｇ

外部電源

蓄電池

炉
心
注
入

＊１  単：設備故障のために使用不可
サ：電源、燃料、水源、空気、冷却水のサポート系

機能喪失による使用不可

設備の状態
使用可否

直流
電源

ＲＨＲＰ

ＣＳＰ

主給水系統

ＳＩＰ

交
流
電
源

Ｍ／ＤＡＦＷＰ

運転状況

故障
内容
*1

Ｔ／ＤＡＦＷＰ

主蒸気逃がし弁
直流
電源

Ｓ
Ｇ
除
熱
機
能

現在のプラント状態

Ｓ
Ｇ
除
熱
機
能

補機
冷却

①

②

③

①

大型ポンプ車によるCV,FHBへの放水

M/DAFWP（非常用発電機等）

⑤

⑥

ＣＶ再循環ｻﾝﾌﾟBﾊﾞｲﾊﾟｽ隔離弁
（再循環隔離弁開不能時）

代替電気設備
切換盤

炉
心
・
C
V
冷
却

特定重大事故等対処施設に属する設備
(ポンプ)

特定重大事故等対処施設に属する設備
(ポンプ)

③ 特定重大事故等対施設に属する設備(ＦＶ)

他

ＣＶ
冷却
減圧

③

海水取水用水中ポンプ（ＳＷＳ）

自冷化ＣＳＰ(B＋代替再循環配管)

蓄電池
加圧器逃し弁

号機間融通（１８７ｋＶ）

蓄電池　３系統目

特定重大事故等対処施設に属する設備
(ボンベ)

サ
ポ
ー

ト

系
故
障

① 代替電気設備
切換盤

非常用ガスタービン発電機

設備・機能
（○数字は優先順位）

空冷式非常用発電装置

蓄電池（重大事故等対処用）Ｃ１，Ｃ２

主蒸気逃がし弁（手動）

ＣＳＰ（Ｂ＋代替再循環配管）

自冷化ＣＨＰ(B)

ＣＨＰ

ＳＧ代替注水ﾎﾟﾝﾌﾟ

ＳＧ水張ポンプ

M/DFWP

号機間融通（号機間ケーブル）

運転
開始
時刻

操作必要
時間

(Ｈ．Ｍ)

準備
完了
予定
時刻

使用可否

代替電気設備
切換盤

②

0:00 現在20××年×月×日
設備状況・戦略シート

フ
ロ
ン
ト

系
故
障

ＳＡ設備（特重設備を含む）

設備
準備
開始
時刻

ＤＢ設備

【メモ】

ＣＯＰ－１
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Ａ Ｂ

Ｒ
Ｃ

Ｐ

Ｒ
／

Ｖ
ル

ー
プ

Ｃ

Ｓ
ＩＰ

Ｃ
Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｐ
ｚ
ｒ逃

が
し

弁

Ｐ
ｚ
ｒ逃

が
し

タ
ン

ク

　
年

　
 　

月
 　

　
日

 　
　

 :
  

  
  

現
在

伊
方

発
電

所
３

号
機

　
概

略
系

統
図

（
Ｄ

Ｂ
）

Ｃ
Ｏ

Ｐ
－

２

○
：運

転
中

/
開

×
：故

障
中

/
閉

/
隔

離
中

△
：条

件
付

で
運

転
可

能
（
準

備
中

、
サ

ポ
ー

ト
系

の
停

止
等

）

Ａ Ｂ

％ ％

再
循

環
サ

ン
プ

水
位

（
広

域
）

Ｃ
Ｈ

Ｐ

ル
ー

プ
Ｂ

Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｐ

Ａ
Ｃ

Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｗ
Ｐ

Ａ
，

Ｂ
，

Ｃ
，

Ｄ

Ｓ
Ｗ

Ｐ
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

，
Ｄ

原
子

炉
ト

リ
ッ

プ

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

発
電

機
ト

リ
ッ

プ

  
安

全
注

入

Ｃ
／

Ｖ
ス

プ
レ

イ

Ｃ
／

Ｖ
隔

離
Ａ

（
Ｔ

信
号

）

Ｃ
／

Ｖ
換

気
系

隔
離

（
Ｖ

信
号

）

中
制

室
換

気
系

隔
離

（
Ｍ

信
号

）

主
給

水
隔

離

Ｃ
／

Ｖ
隔

離
Ｂ

（
Ｐ

信
号

）

Ａ
Ｂ

Ｔ
／

Ｄ

Ａ
Ｆ

Ｗ
Ｐ

Ａ
Ｆ

Ｗ
Ｔ

２
次

系
純

水
タ

ン
ク

Ｓ
／

Ｇ

Ｐ
ｚ
ｒ

主
蒸

気
逃

が
し

弁

主
蒸

気
隔

離
弁 タ
ー

ビ
ン

Ａ
Ｂ

Ｃ

ＣＢＡ

大
気

Ｒ
Ｗ

Ｓ
Ｔ

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ
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格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

器

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
　

Ａ
，

Ｂ

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
　

Ａ
，

Ｂ

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

蒸
気

発
生

器

原
子

炉
容

　
 器

１
次

冷
却

材
ポ

ン
プ

主
給

水
ポ

ン
プ

　
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

主
給

水
制

御
弁

制
御

棒
駆

動
装

置

主
蒸

気
隔

離
弁

Ａ
，

Ｂ
，

Ｃ

加
圧

器
主

蒸
気

逃
が

し
弁

Ａ
，

Ｂ
，

Ｃ

大
気

へ タ
ー

ビ
ン

・
復

水
器

へ

タ
ー

ビ
ン

・
復

水
器

よ
り

海
水

ポ
ン

プ
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

，
Ｄ

海
水

ピ
ッ

ト
原

子
炉

補
機

冷
却

水
ポ

ン
プ

　
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

，
Ｄ

放
水

口

※
１

※
２

格
納

容
器

再
循

環
ユ

ニ
ッ

ト
　

Ａ
，

Ｂ
，

Ｃ
，

Ｄ

充
て

ん
ポ

ン
プ

　
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

M M

燃
料

取
替

用
水

補
給

配
管

原
子

炉
補

機
冷

却
水

冷
却

器

※
３

※
３

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
　

Ａ
，

Ｂ

イ
グ

ナ
イ

タ
(電

気
式

水
素

燃
焼

装
置

)
加

圧
器

逃
が

し
タ

ン
ク

加
圧

器
逃

が
し

弁

加
圧

ポ
ン

プ
車

淡
水

・
海

水

中
型

ポ
ン

プ
車 淡

水
・
海

水

補
助

給
水

タ
ン

ク
補

給
配

管

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

格
納

容
器

再
循

環
ユ

ニ
ッ

ト
自

然
対

流
冷

却
Ａ

，
Ｂ

系
統

の
み

原
子

炉
補

機
冷

却
水

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

窒
素

供
給

窒
素

ボ
ン

ベ
（原

子
炉

補
機

冷
却

水
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
用

）

ア
ニ

ュ
ラ

ス
排

気
フ

ァ
ン

排
気

筒
へ

タ
ー

ビ
ン

動
補

助
給

水
ポ

ン
プ

電
動

補
助

給
水

ポ
ン

プ
Ａ

，
Ｂ

蒸
気

発
生

器
代

替
注

水
ポ

ン
プ

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
冷

却
用

海
水

放
出

配
管

Ｂ
系

統
の

み

充
て

ん
ポ

ン
プ

（
自

冷
）

（
配

管
含

む
）

Ｂ
系

統
の

み

可
搬

型
蓄

電
池

伊
方

発
電

所
３

号
機

　
概

略
系

統
図

（
Ｄ

Ｂ
＋

Ｓ
Ａ

＋
特

重
）

海
水

Ｃ
Ｏ

Ｐ
－

３

M

代
替

再
循

環
配

管
Ｂ

系
統

の
み

格
納

容
器

ス
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等
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備
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濃
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環
サ

ン
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電
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「
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」
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備
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在

３
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発
電

機
5
2
S
D
T
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浦

S
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G
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G
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T
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号
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連
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連
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6
-
3
D

6
-
2
C

6
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2
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6
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1
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6
-
1
D
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重

電
源

設
備

：
特

重
設

備
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（事象発生時刻 　:  ）

分　類 主要イベント

低圧注入開始

低圧注入終了

高圧注入開始

高圧注入終了

蓄圧注入開始

蓄圧注入終了

格納容器スプレイ作動

格納容器スプレイ停止

再循環切替

破断側ＳＧドライアウト

健全側ＳＧドライアウト

炉心露出

燃料被覆管破損(炉心損傷)*1

炉心溶融開始 *2

原子炉容器破損

最高使用圧力到達

最高使用圧力×２到達

*1 炉心最高温度＞1,000K(727℃)となった時刻

*2 炉心最高温度＞2,500K(2,227℃)となった時刻

【解析条件等】

事象進展解析結果　 （解析NO. ）

解析起点：

解析ｹｰｽ名：

年　月　日　　  : 　　 現在

炉心挙動

格納容器挙動

解析起点
からの時間

発生時刻

原子炉トリップ

炉心等注入
(自動動作)

蒸気発生器

ＣＯＰ－５
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【
３
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２ ３

（
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Ｓ Ｆ Ｐ
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手
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備
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心
注
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作
業

状
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備
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１ ２

対
　

　
応
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優
先

順
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事
　

　
故

　
　

収
　

　
束

　
　

戦
　

　
略

戦
　

略
　

検
　

討
　

シ
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ト
年

 　
月

 　
日

　
　

　
　

：
　

　
　

　
現

在

作
業
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１
　

号
　

機
２

　
号

　
機

３ ４

３
　

号
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３ ４

１　
【
直

流
電
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】

１

※
炉

心
損
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判
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、
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収
束

戦
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格

納
容

器
減

圧
／

冷
却
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優
先

す
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２ １ ２１ ３

炉 心 冷 却

（ 溶 融 炉 心 冠 水 ）

Ｃ Ｖ 減 圧 ・ 冷 却

優
先

順
位

対
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手
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業
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位
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Ｃ
Ｏ

Ｐ
－

６
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Ａ
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Ｂ
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Ｂ
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年　月　日 : 現在

予測起点： （事象発生時刻  　:    ）

分　類 主要イベント
予測起点

からの時間

炉心露出

燃料被覆管破損(炉心損傷)

最高使用圧力到達

最高使用圧力×２到達

【予測条件等】

炉心挙動

格納容器挙動

発生時刻

事象進展予測結果_停止時　 （予測NO. ）

予測ケース名：

ＣＯＰ－９
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添付資料—２（1／3） 

即応センター、緊対所レイアウト図 

 

（１） 伊方発電所災害対策本部レイアウト 
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ページング
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計器計器
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添付資料—２（2／3）

（２） 災害対策本部（松山）レイアウト
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情報共有のための情報フロー
発電所、本部（即応センター）、
ＥＲＣの３拠点間の情報フロー

情報フローは、次の５項⽬
１．ＥＡＬに関する情報
２．事故・プラントの状況
３．進展予測と事故収束対応戦略
４．戦略の進捗状況
５．ＥＲＣプラント班からの質問への対応
について、「いつ」「どこで」「誰が」「どこの」「誰に」「どんな
情報を」「どのように」の観点からみた情報伝達の⼀連の流れを整理
した。

【情報フロー】緊急時対策所−即応センター−ＥＲＣ間の情報フロー全体図

緊急時対策所

本部⻑

各総括
各班⻑

その他班

中央制御室

当直⻑

現場

調査復旧隊

ブリーフィング

即応センター

総本部⻑
本部⻑
副本部⻑

調査復旧班

ＥＲＣ対応班

技術⽀援班

発話者（３名）

報道班

総務班

ブリーフィング

ＥＲＣ

プラント班

リエゾン

Ｔ
Ｖ
会
議

Ｔ
Ｖ
会
議

運転班

ＳＰＤＳ−Ｗｅｂ，ＥＲＳＳ

情報提⽰

災害対策本部（松⼭）発 電 所

電
⼦
⿊
板

情報連絡班
３
⽅
電
話

ＦＡＸ

電
話

ＥＲＣ
情報連携

リーダー

班員

情
報
連
携

専 専

情
報
確
認質問対応

メモ

Notes（掲⽰板,時系列）

本部内
周知

電
話

電
話

専：専任者

本
部
内
周
知

調査復旧班

情報連絡班
専

専

電
話

ﾘｴｿﾞﾝ対応

情
報
確
認

電
話情

報
連
携

情
報
連
絡
メ
モ(

写)

情
報
連
絡
メ
モ(

速
報)

情報連絡
メモ他

専

47



【情報フロー】１．ＥＡＬに関する情報

緊急時対策所

その他班

中央制御室

当直⻑

現場

調査復旧隊

ブリーフィング

即応センター

総本部⻑
本部⻑
副本部⻑

調査復旧班

ＥＲＣ対応班

技術⽀援班

発話者（３名）

報道班

総務班

ブリーフィング

ＥＲＣ

プラント班

リエゾン

Ｔ
Ｖ
会
議

Ｔ
Ｖ
会
議

ＳＰＤＳ−Ｗｅｂ，ＥＲＳＳ

情報提⽰

災害対策本部（松⼭）発 電 所

電
⼦
⿊
板

情報連絡班
３
⽅
電
話

ＦＡＸ

電
話

リーダー

班員

情
報
連
携

専

情
報
確
認

Notes（掲⽰板,時系列）

本部内
周知

電
話

専 ：専任者

本
部
内
周
知

②④

⑤
⑬

⑤

⑦⑮

⑧

⑨⑯

⑫

⑭

本部⻑

各総括
各班⻑

運転班
専

調査復旧班

情報連絡班
専

専

⑥
電
話
①

⑪

②
④

電
話

ﾘｴｿﾞﾝ対応

情
報
確
認

電
話

③

情
報
連
絡
メ
モ(

速
報)

情
報
連
携

ＥＲＣ
情報連携

情
報
連
絡
メ
モ(

写)

情報連絡
メモ他

質問対応
メモ

⑩

専

【情報フロー】１．ＥＡＬに関する情報
番号 いつ どこで 誰が どこの 誰に 何の情報を どのように

① ＥＡＬ該当
確認時 中央制御室 当直⻑＊１ ➡ 緊急時対策所 運転班 ＥＡＬ該当

確認 電話

② ①確認後＊１ 緊急時対策所 運転班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 ＥＡＬ該当

確認
マイク発話
ＴＶ会議

③ ②発話後 緊急時対策所 運転班 ➡ 緊急時対策所 本部⻑
（指揮本部） ＥＡＬﾁｪｯｸﾘｽﾄ 対⾯

④ ③確認後 緊急時対策所 本部⻑
（指揮本部）

➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 ＥＡＬ該当

判断（時間含）
マイク発話
ＴＶ会議

⑤ ④発話後 緊急時対策所 情報連絡班 ➡ 即応センター 情報連絡班 ＥＡＬ該当
判断（時間含）

３⽅電話
Notes

⑥ ④発話後 緊急時対策所 運転班 ➡ 緊急時対策所 情報連絡班 ＥＡＬﾁｪｯｸﾘｽﾄ ⼿渡し

⑦ ④発話後 即応センター 情報連絡班 ➡ 即応センター 全体 ＥＡＬ該当
判断（時間含） マイク発話

⑧ ⑦発話後 即応センター ＥＲＣ情報連携 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班
調査復旧班

ＥＡＬ該当
判断（時間含）

⼿渡し
（情報連絡メモ）

⑨ ⑧受領後 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ プラント班 ＥＡＬ該当
判断（時間含）

ＴＶ会議
（発話ポイント）

⑩ ⑧受領後 即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 ＥＡＬ該当
補⾜情報

⼿渡し
（情報連絡メモ）

⑪ 通報⽂作成後 緊急時対策所 情報連絡班 ➡ 緊急時対策所 情報連絡班⻑ 通報⽂（案） ⼿渡し

⑫ 通報⽂
最終確認後 緊急時対策所 情報連絡班 ➡ 即応センター 総務班 通報⽂ ＦＡＸ

⑬ ⑪送信後 緊急時対策所 情報連絡班 ➡ 即応センター 情報連絡班 通報⽂ ３⽅電話

⑭ ⑪受領後 即応センター 総務班 ➡ 即応センター 各機能班 ＦＡＸ⽂書 ⼿渡し

⑮ ⑪受領後 即応センター 情報連絡班 ➡ 即応センター 全体 ＦＡＸ⽂書 マイク発話

⑯ ⑬受領後 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ プラント班 ＦＡＸ⽂書 ＴＶ会議
（発話ポイント）

＊１．当直⻑は、原⼦⼒防災要員が緊急時対策所に参集し、緊急時活動レベルの確認を運転班に引継ぐことが可能となれば、
「緊急時活動レベル判断の引継ぎチェックシート」を⽤いて確実に引継ぎ、以降は運転班が確認する。
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【情報フロー】２．事故・プラントの状況

緊急時対策所

その他班

中央制御室

当直⻑

現場

調査復旧隊

ブリーフィング
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総本部⻑
本部⻑
副本部⻑

調査復旧班
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技術⽀援班

発話者（３名）

報道班
総務班

ブリーフィング

ＥＲＣ

プラント班

リエゾン

Ｔ
Ｖ
会
議

Ｔ
Ｖ
会
議

ＳＰＤＳ−Ｗｅｂ，ＥＲＳＳ

情報提⽰

災害対策本部（松⼭）発 電 所

電
⼦
⿊
板

情報連絡班
３
⽅
電
話

ＦＡＸ

電
話

リーダー

班員

情
報
連
携

専

情
報
確
認

Notes（掲⽰板,時系列）

本部内
周知

電
話

専 ：専任者

本
部
内
周
知
②

②

③

④⑤⑭

⑤

⑥⑩⑫ ⑨⑪

⑬

⑦

本部⻑

各総括
各班⻑

運転班
専

調査復旧班

情報連絡班
専

専

電
話
①

電
話

⑧

ﾘｴｿﾞﾝ対応

情
報
確
認

電
話

⑮

情
報
連
携

ＥＲＣ
情報連携

情
報
連
絡
メ
モ(

写)

情
報
連
絡
メ
モ(

速
報)

情報連絡
メモ他

質問対応
メモ

専

【情報フロー】２．事故・プラントの状況
番号 いつ どこで 誰が どこの 誰に 何の情報を どのように
① 適宜 中央制御室 当直⻑ ➡ 緊急時対策所 運転班 プラント状況 電話

② ①確認後 緊急時対策所 運転班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 プラント状況

（重要事項）
マイク発話
ＴＶ会議

③ ②発話後 緊急時対策所 情報連絡班 ➡ 即応センター 情報連絡班 プラント状況
（重要事項） ３⽅電話

④ ②発話後 緊急時対策所 運転班 ➡ 即応センター 全体 プラント状況 Ｎｏｔｅｓ

⑤ ②発話後 緊急時対策所 運転班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 ＣＯＰ−２〜４,８ Ｎｏｔｅｓ

電⼦⿊板

⑥ ③確認後 即応センター 情報連絡班 ➡ 即応センター 全体 プラント状況
（重要事項） マイク発話

⑦ 適宜 即応センター ＥＲＣ情報連携 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 プラント状況
（重要事項）

⼿渡し
（情報連絡メモ）

⑧ 適宜 即応センター 調査復旧班 ➡ 緊急時対策所 運転班
情報連絡班

プラント状況
（詳細確認） 電話（専任）

⑨ 緊急時対策所での
ブリーフィング毎 即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 ＣＯＰ−１ ⼿渡し

⑩ 緊急時対策所での
ブリーフィング毎 即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター 全体 ＣＯＰ−１ マイク発話

⑪ 適宜
⑦受領後 即応センター 各班（該当班） ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 プラント状況

ＣＯＰ−２〜４,８
⼿渡し

（情報連絡メモ）

⑫ 適宜 即応センター 各班（該当班） ➡ 即応センター 全体 プラント状況
ＣＯＰ−２〜４,８ マイク発話

⑬ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ プラント班 プラント状況
ＣＯＰ−１〜４,８

ＴＶ会議
（発話ポイント）

⑭ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ リエゾン 連携必要と判断
した資料 Ｎｏｔｅｓ

⑮ ⑭確認後 即応センター ＥＲＣ対応班
(リエゾン対応)

➡ ＥＲＣ リエゾン 連携資料 電話

⾚字：R02年度総合防災訓練からの改善箇所
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【情報フロー】３．進展予測と事故収束対応戦略

緊急時対策所

その他班

中央制御室

当直⻑

現場

調査復旧隊

ブリーフィング

即応センター

総本部⻑
本部⻑
副本部⻑

調査復旧班

ＥＲＣ対応班

技術⽀援班

発話者（３名）

報道班

総務班

ブリーフィング

ＥＲＣ

プラント班

リエゾン

Ｔ
Ｖ
会
議

Ｔ
Ｖ
会
議

ＳＰＤＳ−Ｗｅｂ，ＥＲＳＳ

情報提⽰

災害対策本部（松⼭）発 電 所

電
⼦
⿊
板

情報連絡班
３
⽅
電
話

ＦＡＸ

電
話

リーダー

班員

情
報
連
携

専

情
報
確
認

Notes（掲⽰板,時系列）

本部内
周知

電
話

専 ：専任者

本
部
内
周
知
①

②

③

③⑧⑬

④⑪

⑤

⑥⑩

⑦⑫
本部⻑

各総括
各班⻑

運転班
専

調査復旧班

情報連絡班
専

専

電
話

電
話

ﾘｴｿﾞﾝ対応

情
報
確
認

電
話

⑨⑭

情
報
連
携

ＥＲＣ
情報連携

情
報
連
絡
メ
モ(

写)

情
報
連
絡
メ
モ(

速
報)

情報連絡
メモ他

質問対応
メモ

専

①

【情報フロー】３．進展予測と事故収束対応戦略
番号 いつ どこで 誰が どこの 誰に 何の情報を どのように

①
・本部設置後
・以降、30分経過毎
・対応戦略変更時

緊急時対策所 総括（技術系） ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 事故収束

対応戦略
ブリーフィング

ＴＶ会議

② ①実施後 緊急時対策所 情報連絡班 ➡ 即応センター 情報連絡班 事故収束
対応戦略 ３⽅電話

③ ①実施後 緊急時対策所 情報連絡班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 事故収束

対応戦略
Ｎｏｔｅｓ
電⼦⿊板

④ ②確認後 即応センター 情報連絡班 ➡ 即応センター 全体 事故収束
対応戦略 マイク発話

⑤ 適宜 即応センター ＥＲＣ情報連携 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班
調査復旧班

事故収束
対応戦略

⼿渡し
（情報連絡メモ）

⑥ 適宜
⑤受領後 即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 事故収束

対応戦略
⼿渡し

（戦略フロー等）

⑦ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ プラント班 事故収束
対応戦略

ＴＶ会議
（発話ポイント）

⑧ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ リエゾン 連携必要と判断
した資料 Ｎｏｔｅｓ

⑨ ⑧確認後 即応センター ＥＲＣ対応班
(リエゾン対応)

➡ ＥＲＣ リエゾン 連携資料 電話

⑩
・炉⼼損傷の重⼤事故
に⾄る可能性を確認

・15条事象が進展
即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 ＣＯＰ−５，９ ⼿渡し

⑪ 適宜 即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター 全体 ＣＯＰ−５，９ マイク発話

⑫ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ プラント班 ＣＯＰ−５，９ ＴＶ会議
（発話ポイント）

⑬ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ リエゾン 連携必要と判断
した資料 Ｎｏｔｅｓ

⑭ ⑬確認後 即応センター ＥＲＣ対応班
(リエゾン対応)

➡ ＥＲＣ リエゾン 連携資料 電話
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【情報フロー】４．戦略の進捗状況

緊急時対策所

その他班

中央制御室

当直⻑

現場

調査復旧隊

ブリーフィング

即応センター

総本部⻑
本部⻑
副本部⻑

調査復旧班

ＥＲＣ対応班

技術⽀援班

発話者（３名）

報道班

総務班

ブリーフィング

ＥＲＣ

プラント班

リエゾン

Ｔ
Ｖ
会
議

Ｔ
Ｖ
会
議

ＳＰＤＳ−Ｗｅｂ，ＥＲＳＳ

情報提⽰

災害対策本部（松⼭）発 電 所

電
⼦
⿊
板

情報連絡班
３
⽅
電
話

ＦＡＸ

電
話

リーダー

班員

情
報
連
携

専

情
報
確
認

Notes（掲⽰板,時系列）

本部内
周知

電
話

専 ：専任者

本
部
内
周
知

③⑤

④⑥⑪

⑩

⑧⑨

本部⻑

各総括
各班⻑

運転班
専

調査復旧班

情報連絡班
専

専

③
⑤

電
話
①

電
話
②

⑦

⑫
ﾘｴｿﾞﾝ対応

情
報
確
認

電
話情

報
連
携

ＥＲＣ
情報連携

情
報
連
絡
メ
モ(

写)

情
報
連
絡
メ
モ(

速
報)

情報連絡
メモ他

質問対応
メモ

専

【情報フロー】４．戦略の進捗状況
番号 いつ どこで 誰が どこの 誰に 何の情報を どのように

① 適宜 中央制御室 当直⻑ ➡ 緊急時対策所 運転班 戦略進捗状況 電話

② 適宜 現場 調査復旧隊 ➡ 緊急時対策所 調査復旧班 戦略進捗状況 電話

③ ①確認後 緊急時対策所 運転班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 戦略進捗状況

（重要事項）
マイク発話
ＴＶ会議

④ ①確認後 緊急時対策所 運転班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 戦略進捗状況 Ｎｏｔｅｓ

⑤ ②確認後 緊急時対策所 調査復旧班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 戦略進捗状況

（重要事項）
マイク発話
ＴＶ会議

⑥ ②確認後 緊急時対策所 調査復旧班 ➡ 緊急時対策所
即応センター 全体 戦略進捗状況 Ｎｏｔｅｓ

⑦ 適宜 即応センター 調査復旧班 ➡ 緊急時対策所 運転班
調査復旧班 戦略進捗状況 電話（専任）

⑧ 適宜 即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 戦略進捗状況 ⼿渡し
（情報連絡メモ）

⑨ 適宜 即応センター 調査復旧班 ➡ 即応センター 全体 戦略進捗状況 マイク発話

⑩ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ プラント班 戦略進捗状況 ＴＶ会議
（発話ポイント）

⑪ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ リエゾン 連携必要と判断
した資料 Ｎｏｔｅｓ

⑫ ⑪確認後 即応センター ＥＲＣ対応班
(リエゾン対応)

➡ ＥＲＣ リエゾン 連携資料 電話

⾚字：R02年度総合防災訓練からの改善箇所
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【情報フロー】５．ＥＲＣプラント班からの質問への対応

緊急時対策所

調査復旧班

その他班

中央制御室

当直⻑

現場

調査復旧隊

ブリーフィング

即応センター

総本部⻑
本部⻑
副本部⻑

調査復旧班

ＥＲＣ対応班

技術⽀援班

発話者（３名）

報道班

総務班

ブリーフィング

ＥＲＣ

プラント班

リエゾン

Ｔ
Ｖ
会
議

Ｔ
Ｖ
会
議

ＳＰＤＳ−Ｗｅｂ，ＥＲＳＳ

情報提⽰

災害対策本部（松⼭）発 電 所

電
⼦
⿊
板

情報連絡班
３
⽅
電
話

ＦＡＸ

電
話

リーダー

班員

情
報
連
携

専

情
報
確
認

Notes（掲⽰板,時系列）

本部内
周知

電
話

電
話

専 ：専任者

本
部
内
周
知

ﾘｴｿﾞﾝ対応

電
話

本部⻑

各総括
各班⻑

運転班

情報連絡班

専

専

専

電
話

①⑧

②⑩

③⑤⑦

④⑨⑫

情
報
確
認

⑥

⑪

情
報
連
携

ＥＲＣ
情報連携

情
報
連
絡
メ
モ(

写)

情
報
連
絡
メ
モ(

速
報)

情報連絡
メモ他

質問対応
メモ

専

【情報フロー】５．ＥＲＣプラント班からの質問への対応
番号 いつ どこで 誰が どこの 誰に 何の情報を どのように

① 適宜 ＥＲＣ プラント班 ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 質問 ＴＶ会議

② 適宜 ＥＲＣ プラント班 ➡ ＥＲＣ リエゾン 質問 対⾯

③ ①確認後 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ 即応センター 各班 ＥＲＣ質問
ERC対応班質問

⼿渡し
（質問対応メモ）

④ ②確認後 ＥＲＣ リエゾン ➡ 即応センター ＥＲＣ対応班
(リエゾン対応) ＥＲＣ質問 電話

⑤ ④確認後 即応センター ＥＲＣ対応班
(リエゾン対応)

➡ 即応センター 各班 ＥＲＣ質問
ERC対応班質問

⼿渡し
（質問対応メモ）

⑥ ③⑤受領後 即応センター 調査復旧班 ➡ 緊急時対策所 運転班
調査復旧班

ＥＲＣ質問
ERC対応班質問 電話（専任）

⑦ 回答作成後
（質問対応メモ） 即応センター 各班

(班⻑の確認)
➡ 即応センター ＥＲＣ対応班 質問回答 ⼿渡し

（質問対応メモ）

⑧ ⑦受領後 即応センター ＥＲＣ対応班
(ﾘｰﾀﾞｰの確認)

➡ ＥＲＣ プラント班 ＥＲＣ質問回答 ＴＶ会議
（発話ポイント）

⑨ ⑦受領後 即応センター ﾘｴｿﾞﾝ対応窓⼝
(ﾘｰﾀﾞｰの確認)

➡ ＥＲＣ リエゾン ＥＲＣ質問回答 電話

⑩ ⑨受領後 ＥＲＣ リエゾン ➡ ＥＲＣ プラント班 ＥＲＣ質問回答 対⾯

⑪ 適宜 即応センター ＥＲＣ対応班 ➡ ＥＲＣ リエゾン 連携必要と判断
した資料 Ｎｏｔｅｓ

⑫ ⑪確認後 即応センター ＥＲＣ対応班
(リエゾン対応)

➡ ＥＲＣ リエゾン 連携資料 電話
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令和３年１２⽉２０⽇
四国電⼒株式会社

令和２年度総合訓練結果を受けた情報フローの改善内容ついて

１．はじめに
令和３年１⽉２９⽇（⾦）に実施した弊社総合訓練において、情報フローに関する２

件の課題が抽出されたことから、以下の通り対策を実施した。
令和３年度の総合訓練は、以下の対策が有効に機能するかを確認する。

＜令和２年度「防災訓練実施結果報告書」より抜粋＞
（課題１）ＣＯＰ１、ＣＯＰ６を⽤いた戦略に関する説明要領等の明確化

問題：ＥＲＣプラント班へ今後の戦略および機器の準備状況についてわかりやすい説
明ができていなかった。

改善点：
・ＥＲＣプラント班への戦略に関する説明において、どうすれば理解を早める

説明ができるかを検討し、ＥＲＣ対応班が随時確認する発話ポイントに反映
する。

・ＣＯＰ１とＣＯＰ６の作成担当者間で適切な作成完了⽬標時間（⼤きな事象
変化の都度、それ以外は定期間隔）を設定し、更新タイミングを合わせるよ
う運⽤のルールを定める。

（課題２）ＥＲＣプラント班への戦略説明時における発話ポイントの整理
問題：ＥＲＣプラント班に対して、戦略説明時に活動時間まで織り込んだ説明ができ

なかった。
改善点：社内マニュアル（フロー図）を⽤いて説明する場合は、最新版のＣＯＰ（Ｃ

ＯＰ６など）を確認しながら活動時間も並⾏して説明するよう発話ポイント
に反映する。
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  ２．改善内容 
   （１）ＣＯＰ１、ＣＯＰ６を⽤いた戦略に関する説明要領等の明確化 

ＣＯＰ６を⽤いてＥＲＣプラント班へ戦略を説明する際は、ＣＯＰ６（戦略）⇒
ＣＯＰ１（設備状況）の流れで説明する運⽤とし、ＥＲＣ対応班が随時確認する発
話ポイントに反映する。(添付資料参照) 

また、ＣＯＰ１とＣＯＰ６の作成担当者間で適切な作成完了⽬標時間として伊⽅
発電所の「ブリーフィングの都度」にＣＯＰを作成するよう運⽤のルールを定める。 

   
   （２）ＥＲＣプラント班への戦略説明時における発話ポイントの整理 

社内マニュアル（フロー図）を⽤いて説明する場合は、最新版のＣＯＰ（ＣＯＰ
６など）を確認しながら活動時間も並⾏して説明するよう発話ポイントに反映す
る。(添付資料参照) 

 
 
  3．検 証 

今回改善した内容については、「過去の訓練を踏まえた改善活動の確認結果」として、
改善活動が有効に機能していることを確認する。 

 
 

以 上 
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ER
C対

応
に

係
る

発
話

③
プ

ラ
ン

ト情
報

 ・
 戦

略
 ・

 事
象

進
展

詳
細

 ・
 丁

寧
に

説
明

す
る

こと
︕

◇
発

話
の

前
に

以
下

の
ツ

ー
ル

で
説

明
で

き
る

か
確

認
し、

準
備

す
る

。

　　
　　

　Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ

備
付

資
料

　　
　　

　　
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
－

ｗ
ｅ

ｂ
、Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
◇

戦
略

を
フロ

ー
図

で
説

明
す

る
際

は
、戦

略
Ｃ

Ｏ
Ｐ

を
確

認
しな

が
ら活

動
時

間
も

並
⾏

して
説

明
す

る
。

<
発

話
ポ

イ
ン

ト>
◎

”⽌
め

る
・冷

や
す

・閉
じ込

め
る

” 
 の

観
点

で
説

明
す

る
。

（
例

）
「〇

〇
に

よ
って

原
⼦

炉
の

冷
却

は
維

持
で

き
て

い
ま

す
」　

　「
格

納
容

器
の

閉
じ込

め
機

能
は

維
持

で
き

て
い

ま
す

」　
　な

ど。
◎

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

－
ｗ

ｅ
ｂ

、Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

な
どは

サ
マ

リだ
け

で
な

くト
レ

ン
ドも

表
⽰

し、
パ

ラ
メ

ー
タ

の
上

昇
・下

降
傾

向
を

織
り交

ぜ
て

説
明

す
る

。
◎

「作
業

に
〇

〇
分

の
時

間
を

要
す

る
」 

の
場

⾯
で

、実
時

間
を

連
携

す
る

。
（

例
）

「　
〇

〇
時

〇
〇

分
　に

作
業

を
開

始
して

お
り、

　〇
〇

時
〇

〇
分

頃
　に

作
業

完
了

す
る

⾒
込

み
で

す
」な

ど。
◎

「作
業

中
」　

「準
備

中
」　

は
曖

昧
。　

　「
作

業
を

指
⽰

した
」　

「作
業

を
開

始
した

」　
な

ど具
体

的
に

。
◎

プ
ラ

ン
ト全

体
の

情
報

・戦
略

を
説

明
す

る
際

は
、可

能
な

限
り、

Ｃ
Ｏ

Ｐ
６

　⇒
　Ｃ

Ｏ
Ｐ

１
の

順
番

で
説

明
す

る
。

◎
パ

ラ
メ

ー
タ

に
変

化
が

な
い

場
合

は
　「

有
意

な
変

動
は

な
い

」　
と発

話
す

る
。

（
例

）
「〇

〇
の

値
に

つ
い

て
は

、運
転

中
と同

様
で

有
意

は
変

動
は

あ
りま

せ
ん

」　
　「

野
外

モ
ニ

タ
に

つ
い

て
今

の
とこ

ろ
有

意
な

変
化

は
み

られ
ま

せ
ん

」
◎

Ｅ
Ｒ

Ｃ
対

応
班

内
で

独
⾃

に
回

答
す

る
”予

想
・予

測
”に

つ
い

て
は

、相
⼿

に
明

確
に

伝
え

実
情

報
との

差
別

化
を

図
る

。
（

例
）

「〇
〇

時
〇

〇
分

頃
、〇

〇
が

発
⽣

した
模

様
で

す
。正

式
な

時
間

に
つ

い
て

は
確

認
して

報
告

しま
す

。」
「今

後
〇

〇
す

る
と思

わ
れ

ま
す

の
で

、対
応

状
況

に
つ

い
て

は
開

始
時

間
と合

わ
せ

て
報

告
しま

す
。」

そ
の

他
（

 F
AX

 ・
 負

傷
者

 ・
 避

難
者

な
ど 

）
簡

潔
 ・

 明
瞭

に
説

明
す

る
こと

︕
<

発
話

ポ
イ

ン
ト>

◎
Ｆ

Ａ
Ｘ

の
内

容
が

、こ
れ

ま
で

の
説

明
と重

複
して

い
る

場
合

は
割

愛
す

る
。

（
例

）
「Ｆ

Ａ
Ｘ

第
〇

報
　が

届
い

て
い

る
か

と思
い

ま
す

が
、内

容
に

つ
い

て
は

これ
ま

で
ご

説
明

した
内

容
で

す
の

で
割

愛
さ

せ
て

頂
き

ま
す

」
◎

負
傷

者
に

つ
い

て
は

、　
負

傷
状

況
・汚

染
有

無
・搬

送
状

況
　に

つ
い

て
説

明
す

る
。

◎
避

難
者

に
つ

い
て

は
、　

構
内

配
置

図
　な

どを
⽤

い
て

、　
避

難
場

所
を

書
画

で
⽰

し　
説

明
す

る
。Ｅ

Ｌ
に

つ
い

て
も

補
⾜

す
る

。
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令和３年１２月２０日 

四 国 電 力 株 式 会 社 

総合訓練ＰＤＣＡ実施要領および活動スケジュール 

１．はじめに 

当社の防災訓練マニュアルでは、訓練中長期計画（６カ年）を定め、これに基づき年度

毎の訓練実施計画書を策定する運用としており、今年度は運用開始から６年目（最終年

度）となる。 

また、訓練で抽出された課題に対しては、以下のとおり対応することを定めている。 

・同マニュアルに基づき、具体的な改善内容等を定める改善計画書を作成する。

・上記計画書に基づき、改善活動を実施する。

・改善活動の結果は、次回以降の訓練にて検証し、訓練報告書にて状況を報告する。

２．総合訓練ＰＤＣＡ実施要領 

以下、総合訓練ＰＤＣＡフロー参照。 

訓
練
中
長
期
計
画
（
６
か
年
）　

平
成
２
８
年
度
～

訓
練
中
長
期
計
画
総
合
評
価
（
令
和
３
年
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３．総合訓練活動スケジュール 

2020 年度訓練の活動実績、2021 年度訓練の活動実績および計画、2022 年度訓練の活動

計画は以下のとおり。 

中長期計画については、今年度訓練の評価を終えれば、中長期計画の評価を行い、それ

を基に次期中長期計画を策定する予定である。 
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訓練中長期計画

原子力本部
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改  正  来  歴

改正番号 日 付 改 正 事 由 

０ 平成28年 3月28日 ・新規制定

１ 平成29年 4月27日 ・表紙から『平成２８年度』を削除

・本文２．から（平成２８年度）を削除

・マトリクス表の実施年度について変更

（大分類）異常事象「計画外の放射性物質の放出」をA

（29,31）→A（30,33）に変更

（大分類）異常事象「火災」をA（28,30,32,33）→A

（28,29,30,33）に変更

（大分類）複合事象「火山」をA(29)→A(31)に変更

（大分類）複合事象「地震」をA(28,30,31)→A(28,29,30)に

変更 

・マトリクス表の３．緊急時対応の※４、※５の記載を変更

２ 平成31年 2月21日 ・訓練中長期計画の目的として、事象の網羅性に対して主眼を

置いた内容となっていたが、種々の異常事象に対して原子

力防災組織が求められる機能に関する対応能力のトレンド

把握および能力向上を目的とする内容に変更

・マトリクス表を別紙‐１と規定し、機能分類について全面的

に見直し

・別紙－２として、訓練評価項目を追加

・別紙－３として、対応能力のトレンド分析の例を追加

３ 令和元年 9月30日 ・別紙－１修正

・過去年度分を網掛け

・人的被害の２０１９年度追加

・火山は、SA事象と重畳しない想定のため、本計画では適用

外とする旨追記

４ 令和２年12月 4日 ・３．（４）訓練評価項目について、訓練実績や改善活動によ

って評価項目の見直しを実施するよう明記

・別紙－１最新化

・過去年度分網掛け

・２０２０年１０月７日 ２号機廃止措置計画の認可によ

り、伊方発電所の運転号機は３号機のみとなったため、今

年度以降の訓練計画より複数号機同時発災を除外

・別紙－２見直し実施

・訓練実績による評価項目見直し

59



５ 令和３年11月15日 ・別紙－１最新化 

 ・過去年度分網掛け 

・別紙－２見直し実施 

・訓練実績による評価項目見直し  
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１．はじめに

 本計画は、原子力防災組織が実施する多様な訓練の中長期計画を示し、原子力防災組織による

種々の異常事象に対する網羅的な訓練の実施および、原子力防災組織に求められる機能に関する

対応能力の向上に資するものである。なお、本計画で示す訓練のうち各教育訓練内規類に基づい

て実施する保安教育および業務教育訓練は、それぞれの規定における計画に基づいて実施する。

２．訓練中長期計画の適用範囲

 本計画は、種々の異常事象に対する網羅的な訓練の実施のため、異常事象の他に、当社が実施

すべき訓練を抽出して整理している。しかし、原子力防災組織に求められる機能に関する対応能

力の向上に関する評価については、基本的には事業者防災業務計画、伊方発電所防災計画（原子

力災害編）に基づく総合防災訓練について適用する（ただし、可能であれば、本計画の考え方に

則り、要素訓練においても適宜適用する）。

３．訓練中長期計画の策定方針

本計画は、中長期を６年と定め、種々の異常事象に対する原子力防災組織の対応能力のトレン

ドを把握し、弱点の抽出、分析および改善を行う事を主眼において設計する。具体的には、以下

（１）～（５）の項目について整理し、その結果を、別紙‐１に訓練中長期計画のマトリクス表、

別紙－２に訓練評価項目をそれぞれ定める。

（１）計画期間

計画期間は、大規模損壊を想定した２事象および重大事故発生を想定した４事象（５事象

のうち２事象を統合する）を基本シナリオとする総合訓練を１回／年の頻度で網羅的に実施

する期間として６年（２０１６年度～２０２１年度）とする。なお、２０２２年度以降の計

画については、本計画の実績を踏まえて策定するものとする。 

（２）事象の選定

訓練すべき異常事象として、種々の異常状態を想定した主要事象を選定するとともに、考

慮すべき複合事象を選定する。また、中長期的に対応する課題としてその他重点訓練を選定 

する。

ａ．主要事象の選定

（ａ）大規模損壊事象は、自然災害および航空機衝突の２つのケーススタディを選定する

（ｂ）重大事故事象は、現場主体の作業・操作に係る成立性確認訓練を実施する５つの重要

事故シーケンスを選定する。

（ｃ）異常事象および通常業務の不適合事象は、重大事故に至らない事象として想定される

事象を選定する。 

ｂ．複合事象の選定

（ａ）対応処理に負荷のかかる夜間の事象発生、複数機同時発災および外的要因（自然災害）

などを選定する。 
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ｃ．その他重点訓練 

  （ａ）特殊な外的要因の一つとしてテロ対応を他の訓練と区別して選定する。また、事業者 

間協力についても計画的に訓練を実施していく必要があるため、他発電所の発災を重 

点訓練として選定し、他発電所の訓練に積極的に参加する。 

 

（３）機能の選定 

原子力防災組織に要求される機能として、発災現場において必要な機能、発災現場を支援

する機能および周辺住民を支援する機能を具体的に選定する。 

ａ．発災現場において必要な機能 

（ａ）本部体制を構築し、関係個所への情報連絡および対策実施機能などのオンサイトの活

動を主体とした機能を選定する。   

（ｂ）後方支援機能などの原子力施設事態即応センター（以下、「即応センター」という。） 

が発電所を支援するための活動を主体とした機能を選定する。 

  （ｃ）オフサイトセンター（以下、「ＯＦＣ」という。）への要員派遣、広報活動など、周辺 

住民の対応を支援する活動を主体とした機能を選定する。 

 

（４）中長期計画の記載方法 

   選定する事象と原子力防災組織に要求される機能をマトリクス表により縦軸と横軸に示し、

各項目に訓練の実施計画（実施年度）を示す。 

 

（５）訓練評価項目 

   機能に求められる能力のトレンドを把握するため、訓練評価は、（３）で選定した機能毎に

行い、本計画を適用する期間の総合訓練においては、毎回同じ評価項目を用いて訓練評価を

実施する。そのため、訓練評価項目は、機能に求められる活動および達成目標を分析した上

で策定する。ただし、訓練実績や改善活動等により評価項目の見直しがある場合は、必要の

都度見直しを実施する。 

   また、シナリオに特化した評価項目がある場合や、別途改善検討事項の有効性を評価する

場合は、訓練評価書を分ける等して柔軟に対応する。 

 

４．訓練中長期計画の運用方法 

 以下に記載する（１）～（３）を繰り返し実施してＰＤＣＡを回す事で、原子力防災組織に要

求される機能のトレンド把握および能力向上を図る。 

 

（１）訓練シナリオの作成（Ｐ） 

 別紙‐１のマトリクス表より、総合防災訓練にて実施する事象のエッセンスを抽出し、そ

の他法令要求や別途社内規定の要求、昨年度までの訓練の改善検討事項等を加味した訓練シ

ナリオを作成する。 

 

（２）訓練の実施（訓練評価）（Ｄ） 

別紙－２の訓練評価項目を基に訓練評価を実施する。 

62



また、シナリオに特化した評価項目がある場合や、別途改善検討事項の有効性を評価する

場合は、訓練評価書を分ける等して、訓練評価を実施する。

（３）評価項目の分析（Ｃ・Ａ）

評価した訓練評価項目について分析し、原子力防災組織が求められる機能に関して弱点を

分析する。例として、別紙－３に、『Ｈ２９～Ｈ３０年度実施の通報訓練の対応能力のトレン

ド』をまとめたものを添付する。弱点が抽出されたら、弱点を是正するための改善検討およ

び改善活動を実施し、次年度訓練にて検証できるよう訓練シナリオに取り込む。また、必要

に応じて、柔軟に訓練中長期計画も見直す。

５．訓練中長期計画の総合評価

 本計画は、２０１６年度～２０２１年度の６年についての計画であり、２０２１年度の総合防

災訓練終了後、本計画の総合評価を実施し、報告書を作成して関係個所へ報告する。また、報告

書の結果を基に、２０２２年度以降の中長期計画を定め運用する事とする。

別紙‐１ 訓練中長期計画マトリクス表

別紙‐２ 訓練評価項目

別紙‐３ Ｈ２９～Ｈ３０年度実施の通報訓練 対応能力トレンド分析（例）
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班
)
 

所
外
対
応

(情
報
連
絡
班

) 
運
転
操
作

(運
転
班

) 
調
査
・
復
旧

(調
査
復
旧
班

) 
緊
急
時
対
応
活
動

(調
査
復
旧
班

) 
技
術
支
援

(技
術
支
援
班

) 
消
防

(消
防
班

) 
総
務

(総
務
班

) 
避
難
誘
導

(総
務
班

) 
原
子
力
災
害
医
療

(総
務
班

) 

複 合 事 象

夜
間
の
事
象
発
生

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度

、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

複
数
号
機
同
時
発
災

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度

、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

地
震
（
大
規
模
事
象
に

て
津

波
の

連
動
を
想

定
す

る
）

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

年
度

、
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度

台
風
（
洪
水
・
高
潮
・

竜
巻

等
の

自
然
災
害

を
考

慮
）

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

火
山

火
山
は
、
総
合
訓
練
で
要
求
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
事
象
と
の
重
畳
は
想
定

さ
れ

て
い

な
い
た
め

、
本

計
画

で
は
適
用

外
と

す
る

。

テ ロ 対 応

設
備
破
壊

施
設
防
護
課
所
掌
の
Ｐ
Ｐ
訓
練
に
て
実
施
の

た
め

、
本

計
画
で
は

適
用

外
と

す
る
。

侵
入
・
占
拠

他 発 電 所

の 発 災

要
員
の
派
遣

資
機
材
の
貸
与
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別
紙
－
１
（

3/
7）

 
（

Ｂ
）
即
応
セ
ン
タ
ー
が
発

電
所

を
支
援
す

る
た

め
の

活
動
を
主

体
と

し
た
機
能
（
主
要
事
象
）
（
１
／
２
）

主
要

事
象

即
応
セ
ン
タ
ー
松
山
、
高
松

 
災

害
対
策
本

部
機

能

本
部
運
営
機
能

（
指
揮
本
部
）

情
報
連
絡
機
能

Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
機
能

(Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班

) 

対
策
実
施
機
能

広
報
機
能

(報
道
班

) 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機
能

後
方
支
援
拠
点
機
能

（
後
方
支
援
拠
点
）

所
内
対
応
 

(
情
報
連
絡
班
)
 

所
外
対
応

*1
 

(情
報
連
絡
班

) 
調
査
・
復
旧

(調
査
復
旧
班

) 
技
術
支
援

(技
術
支
援
班

) 
総
務

(総
務
班

) 

大 規 模 損 壊

自
然
災
害
（
地
震
＋
津

波
を

想
定

）
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

航
空
機
衝
突

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

重 大 事 故

全
交
流
電
源
喪
失

［
S

B
O
＋

C
C

W
機

能
喪

失
＋

R
C

P
シ

ー
ル

L
O

C
A
］

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

格
納
容
器
過
圧
破
損

［
大

L
O

C
A
＋

E
C

C
S
注

入
失
敗
＋

C
/V

ス
プ
レ
イ
注
入
失
敗
］

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

格
納
容
器
過
温
破
損

［
S

B
O
＋
補
助
給
水
失

敗
］

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

全
交
流
電
源
喪
失

［
運
転
停
止
中

(燃
料
取
出
前

)＋
S

B
O
＋

C
C

W
機

能
喪
失
］

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

S
F

P
水
の
小
規
模
な
喪

失
 

［
S

F
P
冷
却
系
配
管
の

破
断

］
 

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

異 常 事 象

重
要
設
備
の
故
障
・
異

常
毎
年
度

通
信
設
備
機
能
喪
失

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

中
央
制
御
室
機
能
喪
失

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

計
画
外
の
放
射
性
物
質

放
出

*2
毎
年
度

人
的
被
害

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

火
災

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度
、

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

年
度

溢
水

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度

ト ラ ブ ル 対 応

運
転
操
作
の
エ
ラ
ー

通
常
業
務
に

て
実
施

保
守
作
業
の
エ
ラ
ー

保
守
管
理
の
エ
ラ
ー

※
1
総
合
訓
練
に
お
け
る
社
外
関

係
機
関
へ

の
情

報
連

絡
は
訓
練

計
画

時
の
調
整
状
況
に
よ
り
一
部
模
擬
と
す
る
。

 
※

2
訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
応
じ

て
適

宜
取
り
入

れ
る

。
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別
紙
－
１
（

4/
7）

 
（

Ｂ
）
即
応
セ
ン
タ
ー
が
発

電
所

を
支
援
す

る
た

め
の

活
動
を
主

体
と

し
た
機
能
（
複
合
事
象
）
（
２
／
２
）

 

複
合
事
象
・

そ
の
他
重

点
訓

練
 

即
応
セ
ン
タ
ー
松
山
、
高
松

 
災

害
対
策
本

部
機

能
 

本
部
運
営
機
能

 
（
指
揮
本
部
）

 

情
報
連
絡
機
能

 
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
機
能

 
(Ｅ

Ｒ
Ｃ
対
応
班

) 

対
策
実
施
機
能

 
広
報
機
能

 
(報

道
班

) 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機
能

 
後
方
支
援
拠
点
機
能

 
（
後
方
支
援
拠
点
）

 
所
内
対
応
 

(
情
報
連
絡
班
)
 

所
外
対
応

*1
 

(情
報
連
絡
班

) 
調
査
・
復
旧

 
(調

査
復
旧
班

) 
技
術
支
援

 
(技

術
支
援
班

) 
総
務

 
(総

務
班

) 

複 合 事 象 

夜
間
の
事
象
発
生

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

 

複
数
号
機
同
時
発
災

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

 

地
震
（
大
規
模
事
象
に

て
津

波
の

連
動
を
想

定
す

る
）

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度
、
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
度

、
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度
 

台
風
（
洪
水
・
高
潮
・

竜
巻

等
の

自
然
災
害

を
考

慮
）

 
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度
 

火
山

 
火
山
は
、
総
合
訓
練
で
要
求
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
事
象
と
の
重
畳
は
想
定

さ
れ

て
い

な
い
た
め

、
本

計
画

で
は
適
用

外
と

す
る

。
 

テ ロ 対 応 

設
備
破
壊

 
施
設
防
護
課
所
掌
の
Ｐ
Ｐ
訓
練
に
て
実
施
の

た
め

、
本

計
画
で
は

適
用

外
と

す
る
。

 
侵
入
・
占
拠

 

他 発 電 所 

の 発 災 

要
員
の
派
遣

 
他
電
力
の
訓
練
に
参
加
し
て
実
施
す
る
た
め

、
本

計
画

で
は
適
用

外
と

す
る

 
資
機
材
の
貸
与
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別
紙
－
１
（

5/
7）

 
（

Ｃ
）
周
辺
住
民
へ
の
対
応

を
支

援
す
る
活

動
を

主
体

と
し
た
機

能
（

主
要
事
象
）
（
１
／
２
）

主
要

事
象

伊
方
Ｐ
Ｓ
、
即
応
セ
ン
タ
ー
松
山
、
高
松

オ
フ
サ
イ
ト
対
応
機
能

広
報
機
能

Ｏ
Ｆ
Ｃ
派
遣

*1
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
、
事
業
者
ブ
ー
ス
）
 

自
治
体
派
遣

*2
 

プ
レ
ス
対
応
（
発
電
所
）

*3
 

プ
レ
ス
対
応
（
即
応
セ
ン
タ
ー
）

*3
 

大 規 模 損 壊

自
然
災
害
（
地
震
＋
津

波
を

想
定

）

内
閣
府
主
催
の

O
F

C
運
営
訓
練
お
よ

び
、

愛
媛
県
防
災
訓
練
に
て
実
施
の
た

め
、

本
計
画
で
は
適
用
外
と
す
る
。

愛
媛
県
防
災
訓
練
に
て
実
施
の
た

め
、
本
計
画
で
は
適
用
外
と
す
る
。

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度

航
空
機
衝
突

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度

重 大 事 故

全
交
流
電
源
喪
失

［
S

B
O
＋

C
C

W
機

能
喪

失
＋

R
C

P
シ

ー
ル

L
O

C
A
］

 
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度

格
納
容
器
過
圧
破
損

［
大

L
O

C
A
＋

E
C

C
S
注

入
失
敗
＋

C
/V

ス
プ
レ
イ
注
入
失
敗
］

 
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度

格
納
容
器
過
温
破
損

［
S

B
O
＋
補
助
給
水
失

敗
］

 
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度

全
交
流
電
源
喪
失

［
運
転
停
止
中

(燃
料
取
出
前

)＋
S

B
O
＋

C
C

W
機

能
喪
失
］

 
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度

S
F

P
水
の
小
規
模
な
喪

失
 

［
S

F
P
冷
却
系
配
管
の

破
断

］
 

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度

異 常 事 象

重
要
設
備
の
故
障
・
異

常
毎

年
度

通
信
設
備
機
能
喪
失

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度

中
央
制
御
室
機
能
喪
失

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

計
画
外
の
放
射
性
物
質

放
出

*3
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

人
的
被
害

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

火
災

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年

度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

、
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度
、

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

年
度

溢
水

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度

ト ラ ブ ル 対 応

運
転
操
作
の
エ
ラ
ー

通
常

業
務
に

て
実
施

保
守
作
業
の
エ
ラ
ー

保
守
管
理
の
エ
ラ
ー

※
1
総
合
訓
練
に
お
け
る
社
外
関

係
機
関
へ

の
情

報
連

絡
は
訓
練

計
画

時
の
調
整
状
況
に
よ
り
一
部
模
擬
と
す
る
。

 
※

2
愛
媛
県
の
訓
練
に
参
画

し
て

実
施
す
る

。
 

※
3
訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
応
じ

て
適

宜
取
り
入

れ
る

。
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別
紙
－
１
（

6/
7）

 
（

Ｃ
）
周
辺
住
民
へ
の
対
応

を
支

援
す
る
活

動
を

主
体

と
し
た
機

能
（

複
合
事
象
）
（
２
／
２
）

主
要

事
象

伊
方
Ｐ
Ｓ
、
即
応
セ
ン
タ
ー
松
山
、
高
松

オ
フ
サ
イ
ト
対
応
機
能

広
報
機
能

Ｏ
Ｆ
Ｃ
派
遣

*1
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
、
事
業
者
ブ
ー
ス
）
 

自
治
体
派
遣

*2
 

プ
レ
ス
対
応
（
発
電
所
）

*3
 

（
報
道
班
）

プ
レ
ス
対
応
（
即
応
セ
ン
タ
ー
）

*3
 

（
報
道
班
）

複 合 事 象

夜
間
の
事
象
発
生

内
閣

府
主
催
の

O
F

C
運
営
訓
練
お
よ

び
、

愛
媛
県
防
災
訓
練
に
て
実
施
の
た

め
、

本
計
画
で
は
適
用
外
と
す
る
。

愛
媛
県
防
災
訓
練
に
て
実
施
の
た

め
、
本
計
画
で
は
適
用
外
と
す
る
。

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

複
数
号
機
同
時
発
災

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

地
震
（
大
規
模
事
象
に

て
津

波
の

連
動
を
想

定
す

る
）

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度
、
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

年
度

、
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
年

度

台
風
（
洪
水
・
高
潮
・

竜
巻

等
の

自
然
災
害

を
考

慮
）

Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ
年

度

火
山

火
山
は
、
総

合
訓
練
で

要
求

さ
れ

る
Ｓ
Ａ
事

象
と

の
重

畳
は
想
定

さ
れ

て
い

な

い
た
め
、
本

計
画
で
は

適
用

外
と

す
る
。

テ ロ 対 応

設
備
破
壊

侵
入
・
占
拠

他 発 電 所

の 発 災

要
員
の
派
遣

資
機
材
の
貸
与

※
1 

Ｏ
Ｆ
Ｃ
派
遣
要
員
を
対

象
と

す
る
。

 
※

2
愛
媛
県
の
訓
練
に
参
画
し
て

実
施
す
る

。
 

※
3 

（
Ａ
）（

Ｂ
）
の
広
報

機
能
と

同
じ
。
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別
紙
－
１
（

7/
7）

 
参

考
 

緊
急
時
対
応
活
動

 

訓
練

項
目

 
訓

練
実

施
年

度
 

２
０
１
６
年
度

 
２
０
１
７
年
度

 
２
０
１
８
年

度
 

２
０

１
９
年

度
 

２
０

２
０
年

度
 

２
０

２
１
年

度
 

1
.
1
 

緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等
 

訓
練
計
画
課
所
掌
の
緊
急
時
対
応
訓
練
マ
ニ

ュ
ア

ル
に

て
実
施
の

た
め

、
本

計
画
で
は

適
用

外
と

す
る
。

 
た
だ
し
、
訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
応
じ
て

、
総
合

防
災

訓
練

に
て
実
動

訓
練

を
適

宜
実
施
す

る
。

 

1
.2
 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め

の
手
順
等
 

1
.
3
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
 

1
.4

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め

の
手
順
等
 

1
.
5
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

1
.
6
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

1
.
7
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

1
.
8
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

1
.
9
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

1
.
1
0
 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

1
.
1
1
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

1
.
1
2
 

発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
 

1
.
1
3
 

重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
 

1
.
1
4
 

電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
 

1
.
1
5
 

事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
 

1
.
1
6
 

原
子
炉
制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

1
.
1
7
 

監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
 

1
.
1
8
 

緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

1
.
1
9
 

通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

重
大
事
故
等
対
応
共
通

 

１
，
２
号
機
緊
急
時
対

応
活

動
に

か
か
る
手

順
 

大
規
模
損
壊
に
関
す
る

手
順

等
 

大
規

模
損

壊
に

お
い

て
臨

機
応

変
な

配
置

変
更

に
対

応
で

き
る

よ
う

発
電

所
災

害
対

策
要
員
の
多
能
化
を
図

る
た

め
の

教
育
訓
練
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別
紙
－
２
（

1/
46

）
 

別
紙
－

2 
活
動
項
目
、
達
成
目
標
、
評
価
項
目

 

〇
訓
練
中
長
期
計
画
よ
り
、
総
合
防
災
訓
練
に
お

い
て
、
以
下
の
機
能
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

（
Ａ

）
オ
ン
サ

イ
ト

の
活
動

を
主

体
と
し

た
機

能

（
Ｂ

）
即
応
セ

ン
タ

ー
が
発

電
所

を
支
援

す
る

た
め
の

活
動

を
主
体

と
し

た
機
能

所
内

対
応

所
外

対
応

運
転

操
作

調
査

・
復

旧
緊

急
時

対
応

活
動

技
術

支
援

消
防

総
務

避
難

誘
導

原
子

力
災

害
医

療

広
報

機
能

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
機

能

伊
方

災
害

対
策

本
部

機
能

対
策

実
施

機
能

災
害

対
策

本
部

運
営

機
能

情
報

連
絡

機
能

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
機

能

社
内

対
応

社
外

対
応

調
査

・
復

旧
技

術
支

援
総

務

広
報

機
能

後
方

支
援

拠
点

機
能

即
応

セ
ン

タ
ー

松
山

、
高

松

Ｅ
Ｒ

Ｃ
対

応
機

能

対
策

実
施

機
能

災
害

対
策

本
部

運
営

機
能

情
報

連
絡

機
能
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別
紙
－
２
（

2/
46

）
 

○
本

部
運

営
機
能

（
指
揮

本
部
）

活
 
動

 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
災
害
対
策
本
部
の
設
置

・
防
災
体

制
の
発
令
、
対
策
本
部
の
設
置
が
速
や
か
に
で

き
る

・
E

L
32

m
緊
急

時
対
策
所
へ
の
移
動
を
速
や
か
に
指
示

し
、
防
災
体
制
が
構
築
で
き
る

１
．
異

常
時
連

絡
体
制

、
非
常

準
備
事

態
、
第

１
種
・

第
２
種

非
常
体

制
を
認

識
し
、

速
や
か

に
防
災

体
制

を

発
令
で
き
て
い
る
か

２
．

E
L

32
m

緊
急
時
対
策
所
の
立
ち
上
げ
を
指
示
で
き
て
い
る
か

 

（
通
信
連
絡
設
備
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
、
電
源
設
備
、
空
調
設
備
、
計
器
類
の
準
備
）

３
．
防
災
管
理
者
は
、
災

害
対
策
本
部
運
営
を
取
り
仕
切
る
総
括
を
指
名
で
き
て
い
る
か

４
．
総
括
は
、
自
ら
が
所

轄
す
る
各
班
の
班
長
を
指
名
で
き
て
い
る
か

５
．
災
害
対
策
本
部
運
営

の
た
め
の
要
員
が
揃
っ
て
い
る
事
を
確
認
で
き
て
い
る
か

６
．
防
災
体
制
が
遷
移
し

た
際
、
原
子
力
部
長
に
報
告
で
き
て
い
る
か

７
．
防
災
体
制
が
遷
移
し

た
際
、
そ
の
時
間
は
明
確
か

・
災
害
対
策
本
部
の
運
営

・
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
整
理

・
事
故
対
応
指
揮

＊
社

内
関

係
個

所
と

は
、

即
応

セ
ン

タ
ー

松
山
・
高
松
、
東

京
支
社
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
事
業

者
ブ

ー
ス

（
Ｏ

Ｆ
Ｃ

立
ち

上
げ

後
）

を

言
う
（
以
降
も
同
様
）

・
常
に
最

新
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
把
握
し
、
災
害
対
策
本

部
を
運
営
し
、
事
故
拡
大
防
止
の
指
揮
が
適
切
に
で
き

る

８
．
E
L
3
2
m
緊
急

時
対
策
所
に
参
集
後
、
本
部
体
制
が
確
立
し
て
す
ぐ
に
、
初
回
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
開
催
を

指
示
で
き
て
い
る
か

 

９
．
初

回
の
ブ

リ
ー
フ

ィ
ン
グ

に
お
い

て
、
発

生
事
象

の
整
理

、
プ
ラ

ン
ト
状

況
の
把

握
、
戦

略
の
決

定
等

の

情
報
を
、
対
策
本
部

内
お
よ
び
社
内
関
係
個
所
と
共
有
で
き
て
い
る
か
 

1
0
．
初
回
の
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
以
降
は
、
概
ね
３
０
分
間
隔
で
定
期
的
に
会
議
を
開
催
で
き
て
い
る
か
 

1
1
.
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は

、
災
害
対
応
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
短
時
間
で
実
施
で
き
て
い
る
か

1
2
．
適
用
内
規
を
明
確
に

し
、
対
応
方
針
を
対
策
本
部
内
お
よ
び
社
内
関
係
個
所
と
共
有
で
き
て
い
る
か
 

1
3
．
防
災
管
理
者
は
、
主

体
性
を
持
っ
て
事
故
対
応
を
主
導
で
き
て
い
る
か
 

1
4
．

事
故

拡
大

防
止

措
置

に
必

要
な

、
要

員
・

資
機

材
・

時
間

を
確

認
し

、
管

理
す

る
よ

う
指

示
で

き
て

い
る

か
 

1
5
．
選
択
し
た
事
故
拡
大

措
置
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
把
握
で
き
て
い
る
か
 

1
6
．

多
数

の
情

報
か

ら
取

捨
選

択
し

、
共

有
す

べ
き

情
報

を
対

策
本

部
内

お
よ

び
社

内
関

係
個

所
と

情
報

共
有

で
き
て
い
る
か
 

1
7
．
原
子
炉
主
任
技
術
者

は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
上
必
要
な
場
合
、
適
宜
助
言
及
び
指
導
が
で
き
て
い
る
か
 

72



別
紙
－
２
（

3/
46

）
 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
通
報
連
絡
指
揮

 

  

・
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
事
象
の
判
断
が
速
や
か
に
で
き
る

 

・
発

生
し

た
Ｅ

Ａ
Ｌ

該
当

事
象

に
対

す
る

社
内

外
関

係

個
所
へ
の
連
絡
を
指
揮
し
、
適
切
な
通
報
連
絡
が
で
き

る
 

1
7
．
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
事
象
発

生
か
ら
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
判
断
ま
で
速
や
か
に
実
施
で
き
て
い
る
か
 

（
防
災
管
理
者
の
判
断

ま
で
目
標
５
分
以
内
）
 

1
8
．
Ｅ
Ａ
Ｌ
該
当
を
判
断

し
た
時
間
は
明
確
か
 

1
9
．

事
象

発
生

や
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

か
ら

通
報

連
絡

ま
で

の
時

間
を

把
握

し
、

通
報

す
べ

き
事

象
が

後
発

し
て

重
複

し
た
場
合
は
、
次
報

に
回
す
等
の
適
切
な
対
応
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
現
場
管
理

 

   

・
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
や
建
物
状
況
を
確
認
し
、
適
切
な
対

応
が
で
き
る

 

2
0
．

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
お

よ
び

建
物

の
状

況
を

把
握

し
、

対
策

本
部

内
お

よ
び

社
内

関
係

個
所

と
情

報
共

有
で

き
て
い
る
か
 

2
1
．
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確

保
の
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

2
2
．

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
の

状
況

を
把

握
し

、
車

両
ア

ク
セ

ス
に

関
す

る
注

意
事

項
を

考
慮

す
る

よ
う

指
示

で
き

て
い
る
か
 

・
傷
病
者

の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し
、
適
切
な
対
応
が
で

き
る

 

2
3
．

傷
病

者
や

被
災

場
所

等
の

情
報

を
収

集
、

整
理

し
、

社
内

外
関

係
個

所
と

連
絡

を
取

っ
て

対
応

す
る

よ
う

指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
火
災
発

生
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し
、
適
切
な
対
応
が

で
き
る

 

2
4
．
火
災
の
状
況
を
収
集
、
整
理
し
、
社
内
外
関
係
個
所
と
連
絡
を
取
っ
て
対
応
す
る
よ
う
指
示
で
き
て
い
る
 

 
 
か
 

・
熱
中
症

等
に
対
応
す
る
た
め
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る

 
2
5
．
現
場
の
作
業
環
境
を
把
握
し
、
熱
中
症
予
防
策
の
検
討
、
実
施
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

2
6
．

放
射

線
防

護
衣

を
着

用
し

て
い

る
場

合
、

社
内

規
定

の
範

囲
で

放
射

線
防

護
衣

の
着

用
軽

減
を

検
討

、
実

施
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
被
ば
く

線
量
低
減
等
に
対
応
す
る
た
め
、
適
切
な
対
応

が
で
き
る

 

2
7
．

現
場

の
放

射
線

状
況

を
把

握
し

、
作

業
員

の
被

ば
く

線
量

の
低

減
対

策
を

検
討

、
実

施
お

よ
び

被
ば

く
管

理
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
緊
急
作

業
に
従
事
す
る
際
に
は
、
意
思
確
認
が
で
き
る

 
2
8
．
緊
急
作
業
（
線
量
限
度

2
5
0
m
S
v
）
に
該
当
す
る
場
合
、
意
思
確
認
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
服
用
基
準
に
達
し
た
時
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
服
用
指
示
が
で
き
る

 

2
9
．
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
基
準
を
認
識
し
、
速
や
か
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
炉
心
損

傷
ま
た
は
そ
の
兆
候
を
確
認
し
た
時
、
放
射
線

防
護
衣
着
用
の
指
示
が
で
き
る

 

3
0
．
放
射
線
防
護
衣
の
着
用
基
準
を
認
識
し
、
速
や
か
に
放
射
線
防
護
衣
の
着
用
を
指
示
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（

4/
46

）
 

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
避
難
誘
導
指
揮

・
プ
ラ
ン
ト
状
況
や
建
物
、
道
路
状
況
を
把
握
し
、
避
難

誘
導
活
動
の
指
揮
が
適
切
に
で
き
る

3
1
．

プ
ラ

ン
ト

状
況

や
建

物
、

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
状

況
を

把
握

し
、

避
難

経
路

や
避

難
場

所
を

検
討

し
て

避
難

指
示
を
で
き
て
い
る
か
 

3
2
．
Ｖ
Ｈ
職
員
に
対
し
て
、
速
や
か
に
見
学
者
の
避
難
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

3
3
．
構
内
放
送
等
の
手
段
を
利
用
し
て
、
発
電
所
職
員
に
対
し
て
避
難
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

3
4
．
避
難
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か
 

・
広
報
活
動
指
揮

・
地
域
広
報
、
プ
レ
ス
対
応
等
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
、

指
揮
が
適
切
に
で
き
る

3
5
．
緊
急
広
報
の
実
施
要

否
判
断
基
準
を
認
識
し
、
緊
急
広
報
の
実
施
要
否
検
討
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

3
6
．
プ
レ
ス
発
表
に
対
す

る
対
応
準
備
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
大
規
模
損
壊
対
応

・
大
規
模
損
壊
発
生
時
、
対
応
操
作
を
主
導
し
て
、
状
況

整
理
お
よ
び
戦
略
立
案
が
で
き
る

3
7
．

初
動

対
応

フ
ロ

ー
に

て
、

状
況

把
握

お
よ

び
実

施
す

べ
き

対
応

処
置

の
戦

略
を

立
案

し
、

防
災

管
理

者
に

具
申
で
き
て
い
る
か

3
8
．

個
別

対
応

フ
ロ

ー
に

て
、

実
施

す
べ

き
対

応
処

置
の

指
揮

お
よ

び
対

応
状

況
の

管
理

を
主

導
で

き
て

い
る

か
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別
紙
－
２
（

5/
46

）
 

○
情

報
連

絡
機
能

 

社
内
対
応
（
情
報
連
絡
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
情
報
連
絡
班
立
ち
上
げ

 
・

各
要

員
が

自
分

の
役

割
を

認
識

し
て

活
動

す
る

こ
と

が
で
き
る

 

１
．
初
動
に
お
い
て
、
各

要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

 

・
緊

急
時

対
策

所
内

の
通

信
連

絡
設

備
の

立
ち
上
げ

 

・
E

L
32

m
緊
急

時
対
策
所
の
通
信
連
絡
設
備
の
立
ち
上

げ
が
速
や
か
に
で
き
る

 

２
．

E
L

32
m

緊
急
時
対
策
所
へ
の
移
動
指
示
か
ら
、
１
５
分
以
内
で
所
定
の
通
信
連
絡
設
備
の
立
ち
上
げ
が
完

了
で
き
て
い
る
か

 

・
社
内
関
係
箇
所
と
の
情
報
共
有

 

 

・
適
切
な
情
報
収
集
、
整
理
を
行
い
、
遅
滞
な
く
社
内
関

係
個
所
と
情
報
共
有
が
で
き
る

 

３
．
発
生
事
象
を
正
確
に

確
認
し
、
社
内
関
係
個
所
に
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

 

４
．
通
報
連
絡
に
際
し
て

、
社
内
関
係
個
所
に
事
前
・
事
後
の
情
報
連
絡
を
で
き
て
い
る
か

 

５
．
防
災
体
制
が
遷
移
し

た
際
、
社
内
関
係
個
所
に
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

 

 
 
（
異
常
時
連
絡
体
制

、
非
常
準
備
体
制
、
第
１
種
、
第
２
種
非
常
体
制
）

 

６
．
多

数
の
情

報
か
ら

取
捨
選

択
し
、

共
有
す

べ
き
情

報
を
時

系
列
シ

ス
テ
ム

等
の
情

報
共
有

ツ
ー
ル

に
て

情

報
発
信
で
き
て
い
る

か
 

（
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
や
防
災
体
制
が
遷
移
し
た
時
間
、
作
成
し
た
資
料
、
通
報
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
の
情
報
）

 

・
情
報
管
理

 

 

・
即
応
セ

ン
タ
ー
や
東
京
支
社
か
ら
の
情
報
連
絡
、
依
頼

事
項
等
を
一
元
管
理
し
、
適
切
な
情
報
統
制
が
で
き
る

 

７
．
社

内
関
係

個
所
か

ら
の
情

報
連
絡

事
項
や

、
発
電

所
へ
の

依
頼
事

項
等
を

一
元
管

理
し
、

対
策
本

部
内

で

の
情
報
共
有
お
よ
び

適
切
な
情
報
統
制
が
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（

6/
46

）
 

社
外
対
応
（
情
報
連
絡
班
）
 
注
：
以
下
の
事
項
に
つ
い

て
、
通
報
連
絡
の
数
だ
け
評
価
書
を
準
備
し
、
そ
の
都
度
評
価
す
る

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
情
報
収
集
、
確
認
、
整
理

 

・
通
報
連
絡
文
の
作
成
お
よ
び
送
信

 

・
社
外
関
係
箇
所
へ
の
情
報
連
絡

 

・
適
切
な
情
報
収
集
、
整
理
を
行
い
、
遅
滞
な
く
社
外
関

係
個
所
へ
通
報
連
絡
を
実
施
す
る

 

１
．
発
生
事
象
を
正
確
に

確
認
し
、
通
報
基
準
を
判
断
で
き
て
い
る
か

 

２
．
通

報
連
絡

Ｆ
Ａ
Ｘ

の
様
式

間
違
い

、
記
載

の
抜
け

、
誤
記

は
無
い

か
（
ダ

ブ
ル
チ

ェ
ッ
ク

等
に
よ

る
誤

記

お
よ
び
、
ツ
ー
ル
に

よ
る
記
載
の
抜
け
の
有
無
、
記
載
内
容
の
再
確
認
を
実
施
で
き
て
い
る
か
）

 

３
．
プ

ラ
ン
ト

状
況
お

よ
び
事

故
の
原

因
等
を

可
能
な

範
囲
で

記
載
し

、
通
報

連
絡
内

容
の
質

の
向
上

が
図

ら

れ
て
い
る
か

 

４
．
情
報
連
絡
班
長
に
て

、
通
報
連
絡
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
最
終
確
認
を
で
き
て
い
る
か

 

５
．
通
報
連
絡
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

送
信
モ
ー
ド
は
正
し
く
選
択
で
き
て
い
る
か

 

６
．
通
報
連
絡
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

発
信
は
目
標
時
間
内
に
実
施
で
き
て
い
る
か

 

（
お
知
ら
せ
、
異
常

時
通
報
：
３
０
分
以
内
 
Ａ
Ｌ
・
Ｓ
Ｅ
・
Ｇ
Ｅ
：
１
５
分
以
内
）

 

７
．
通

報
連
絡

Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
後

、
社
外

関
係
個

所
に
対

し
て
電

話
に
よ

る
着
信

確
認
を

遅
滞
な

く
実
施

で
き

て

い
る
か

 

８
．
通

報
連
絡

Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
後

、
一
斉

連
絡
装

置
に
よ

る
音
声

メ
ッ
セ

ー
ジ
の

発
信
を

、
正
し

い
送
信

モ
ー

ド

で
遅
滞
な
く
実
施
で

き
て
い
る
か

 

９
．
通

報
連
絡

Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
後

、
配
送

結
果
を

確
認
し

、
配
送

で
き
な

か
っ
た

宛
先
が

あ
る
場

合
は
再

送
信

す

る
等
の
対
応
を
で
き

て
い
る
か
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別
紙
－
２
（

7/
46

）
 

○
対

策
実

施
機
能

運
転
操
作
（
運
転
班
）

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
運
転
班
の
立
ち
上
げ

・
各

要
員

が
自

分
の

役
割

を
認

識
し

て
活

動
す

る
こ

と
が
で
き
る

０
．
初
動
に
お
い
て
、
各
要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

・
プ

ラ
ン

ト
の

状
態

お
よ

び
機

器
の

動
作

状
況

等
の
把
握

・
事

故
拡

大
防

止
お

よ
び

影
響

緩
和

に
必

要
な

運
転

上
の

措
置

の
検

討
、

実
施

お
よ

び
進

捗

管
理

・
中

央
制
御
室
と
の
情
報
連
携
に
よ
り
、
プ
ラ
ン
ト
の

状
態

お
よ

び
機

器
の

動
作

状
況

等
の

情
報

を
把

握

し
、
管
理
で
き
る

・
運
転
班
内
お
よ
び
本
部
内
で
情
報
が
共
有
で
き
る

・
事

故
の

状
況

お
よ

び
設

備
の

動
作

状
況

を
考

慮
し

た
、
運
転
上
の
措
置
を
検
討
し
、
実
施
で
き
る

・
実
施
し
た
運
転
上
の
措
置
の
進
捗
が
管
理
で
き
る

１
．
中
央
制
御
室
と
の

情
報
連
携
に
よ
り
、
プ
ラ
ン
ト
の
状
態
お
よ
び
機
器
の
動
作
状
況
等
を
把
握

し
、
情
報
を
整
理
し
て
、
適
宜
、
本
部
内
で
情
報
が
共
有
で
き
て
い
る
か

２
．
適
用
内
規
を
明
確
に
し
、
内
規
に
従
い
、
順
次
事
故
拡
大
防
止
お
よ
び
影
響
緩
和
に
必
要
な
運

転
上
の
措
置
を
検
討
し
、
実
施
で
き
て
い
る
か

３
．
実
施
す
る
事
故
拡
大
防
止
お
よ
び
影
響
緩
和
に
必
要
な
運
転
上
の
措
置
の
優
先
順
位
を
明
確
に

し
、
進
捗
が
管
理
で
き
て
い
る
か

４
．
事
象
進
展
を
予
測

し
、
事
故
拡
大
防
止
お
よ
び
影
響
緩
和
に
必
要
な
運
転
上
の
措
置
の
戦
略
を

立
案
、
実
施
で
き
て
い
る
か

５
．
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
N
o
t
e
s
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
）
に
て
情
報
発
信
で
き
て
い
る
か
 

・
Ｅ
Ａ
Ｌ
事
象
該
当
確
認

・
該
当
し
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
事
象
全
て
に
つ
い
て
、
該
当
確
認

で
き
る

６
．
Ｅ
Ａ
Ｌ
事
象
該
当

条
件
成
立
時
、
速
や
か
に
状
況
を
確
認
し
、
防
災
管
理
者
に
報
告
で
き
て
い

る
か
（
防
災
管
理
者
の
判
断
ま
で
目
標
５
分
以
内
）

７
．
Ｅ
Ａ
Ｌ
事
象
該
当
の
判
断
が
成
さ
れ
た
場
合
、
情
報
連
絡
班
に
Ｅ
Ａ
Ｌ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
連

携
で
き
て
い
る
か

８
．
Ｅ
Ａ
Ｌ
事
象
の
判
断
状
況
が
整
理
で
き
て
い
る
か

・
Ａ
Ｍ
Ｇ
を
使
用
し
た
対
応
措
置

・
Ａ

Ｍ
Ｇ

を
使

用
し

た
適

切
な

対
応

措
置

が
検

討
で

き
る

９
．
Ａ
Ｍ
Ｇ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
等
を
用
い
て
対
応
処
置
を
抽
出
し
、
操
作
に
よ
る
影
響
が
評
価
で
き

て
い
る
か

1
0
．
対
応
措
置
の
実
施

に
当
た
り
、
防
災
管
理
者
の
承
認
を
得
て
当
直
長
へ
の
操
作
が
指
示
で
き
て

い
る
か

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
作
成

・
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握

・
時

系
列

シ
ス

テ
ム

や
他

班
か

ら
情

報
収

集
し

て
Ｃ

Ｏ
Ｐ
を
作
成
お
よ
び
管
理
し
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
適

切
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

1
1
．
時
系
列
シ
ス
テ
ム
や
他
班
か
ら
情
報
収
集
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
作
成
で
き
て
い
る
か
 

1
2
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
常
に
最
新
管
理
し
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
が
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（

8/
46

）
 

○
対

策
実

施
機
能

調
査
・
復
旧
（
調
査
復
旧
班
）

活
 
動
 
項
 
目
 

達
 
成
 
目
 
標
 

評
 
価
 
項
 
目
 

・
調
査
復
旧
班
の
立
ち
上
げ

・
各

要
員

が
自

分
の

役
割

を
認

識
し

て
活

動
す

る
こ

と
が
で
き
る

１
．
初
動
に
お
い
て
、
各
要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

・
緊

急
時

対
策

所
の

運
営

に
必

要
な

補
機

の
立

ち
上
げ
（
初
動
対
応
）

・
E
L
3
2
m
緊
急
時
対
策
所
に
移
動
し
て
直
ぐ
に
、
緊
対

所
の

運
営

に
必

要
な

補
機

の
立

ち
上

げ
等

が
で

き

る

２
．
酸
素
濃
度
計
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
を
起
動
で
き
て
い
る
か
 

３
．
現
地
活
動
班
に
対
し
て
、
緊
急
時
対
策
所
用
の
非
常
用
電
源
の
準
備
、
空
調
設
備
の
起
動
を
指

示
で
き
て
い
る
か
 

４
．
夜
間
の
場
合
は
、
活
動
場
所
へ
の
可
搬
照
明
手
配
（
1
0
m
、
海
水
ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
、
3
2
m
等
）
を
指
示
で
き

て
い
る
か
 

・
緊

急
時

対
策

所
の

運
営

に
必

要
な

補
機

の
立

ち
上
げ

・
事

故
の
状
況
に
応
じ
て
、
緊
対
所
の
運
営
に
必
要
な

補
機
の
立
ち
上
げ
等
が
で
き
る
 

５
．
放
射
性
物
質
の
放

出
の
恐
れ
が
あ
る
事
象
で
原
災
法
１
０
条
に
該
当
す
る
事
態
と
な
れ
ば
、
緊

急
時
対
策
所
加
圧
装
置
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
（
空
調
設
備
停
止
準
備
、
ダ
ン
パ
切
替
準
備
）

の
開
始
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

６
．
プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
（
具
体
的
に
は
、
①
炉
心
損
傷
ま
た
は
そ
の
兆
候
を
確
認
、
②
可

搬

型
代
替
モ
ニ
タ
に
よ
り
加
圧
が
必
要
と
判
断
、
③
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
線
量
率
が

上
昇
）
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
加
圧
装
置
へ
の
切
替
（
室
内
加
圧

1
0
0
P
a
以
上
）

を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

・
状
況
把
握
お
よ
び
対
策
の
実
施

・
事

故
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
対
策
が
実
施
で
き
る
 

７
．
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
保
守
内
規

1
1
.
3
(
1
)
に
基
づ
く
総
合
巡
視
点
検
お
よ
び
放
射
線
同

位
元
素
管
理
内
規

1
1
.
1
に
基
づ

く
放
射
線
施
設
の
点
検
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

８
．
運
転
班
の
情
報
を
基
に
、
事
故
の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か
 

９
．
事
故
対
応
に
必
要
な
対
策
を
立
案
す
る
と
と
も
に
、
現
地
活
動
班
に
対
応
を
指
示
で
き
て
い
る

か
 

1
0
．
実
施
す
る
対
策
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
た
う
え
で
進
捗
管
理
で
き
て
い
る
か
 

1
1
．
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
N
o
t
e
s
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
）
に
て
情
報
発
信
で
き
て
い
る
か
 

78



別
紙
－
２
（

9/
46

）
 

活
 

動
 
項
 
目
 

達
 
成
 
目
 
標
 

評
 
価
 
項
 
目
 

・
現
地
活
動
班
へ
必
要
な
人
的
資
源
の
管
理
 

 

・
各

活
動

班
の

状
況

を
把

握
し

、
必

要
な

人
員

の
確

保
・
配
置
が
で
き
る
 

 

1
2
．
各
現
場
で
活
動
し
て
い
る
活
動
班
の
人
数
、
活
動
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か
 

1
3
．
事
故
状
況
お
よ
び
今
後
の
進
展
予
測
に
基
づ
き
、
必
要
な
人
数
を
各
現
場
活
動
班
に
配
分
で
き

て
い
る
か
 

・
現
地
活
動
班
へ
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
連
携
、
活

動
の
指
示
、
活
動
結
果
の
集
約
等
の
実
施

 

  

・
各

活
動

班
に

対
し

指
示

伝
達

お
よ

び
結

果
の

把
握

が
で
き
る
 

 

1
4
．
現
場
要
員
へ
の
指
示
、
お
よ
び
現
場
か
ら
の
対
策
の
結
果
を
本
部
内
で
情
報
共
有
で
き
て
い
る

か
 

1
5
．
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
（
発
災
状
況
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
状
況
、
放
射
性
物
質
の
放
出
 
等
）
を
整
理

し
、
現
場
要
員
に
対
し
て
情
報
発
信
し
、
放
射
線
防
護
具
の
着
用
な
ど
の
対
策
の
指
示
を
適
切

に
実
施
で
き
て
い
る
か
 

・
現
地
活
動
班
の
体
調
管
理

 

 

・
現
地
活
動
班
員
の
体
調
管
理
が
で
き
る
 

1
6
．
屋
外
の
気
温
や
湿
度
、
風
速
等
の
気
象
情
報
を
入
手
し
、
現
地
活
動
要
員
に
対
し
て
、
適
度
な

休
憩
の
実
施
や
体
調
不
良
者
の
有
無
の
確
認
等
の
管
理
が
で
き
て
い
る
か
 

1
7
．
必
要
の
都
度
、
総
務
班
に
対
し
て
現
場
に
休
憩
所
の
設
置
を
依
頼
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（

10
/4

6）
 

緊
急
時
対
応
活
動
（
配
管
接
続
班
）
 

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
配
管
接
続
班
に
よ
る
、

E
L

32
m

緊
急
時
対
策

所
空
調
設
備
（

A
系
）
の
起
動

 

・
所
定
の
時
間
内
で
、
指
示
さ
れ
た
活
動
を
完
了
で
き

 

 
る

 

１
．
配
管
接
続
班
に
よ
る

E
L

32
m

緊
急
時
対
策

所
空
調
設
備
（

A
系
）
の
起
動

を
３
５
分
以
内
に

実
施
で
き
て
い
る

か
 

・
本
部
と
の
情
報
連
絡

 

・
班
内
で
の
情
報
共
有

 

・
活

動
の
開
始
終
了
連
絡
が
で
き
る

 

・
プ
ラ
ン
ト
情
報
や
、
活
動
内
容
を
班
内
で
共
有
で
き

る
 

２
．
本
部
に
情
報
連
絡
す
べ
き
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

 

３
．
活
動
開
始
、
終
了
の
連
絡
が
時
間
と
併
せ
て
連
絡
で
き
て
い
る
か

 

４
．
本
部
か
ら
プ
ラ
ン
ト
情
報
が
連
携
さ
れ
た
ら
、
班
長
は
班
員
に
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か

 

５
．
班
長
は
、
今
か
ら
実
施
す
る
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
班
員
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
作
業
に

当
た
れ
る
よ
う
十

分
説
明
が
で
き
て
い
る
か
（
適
宜
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
最
後
に
『
質

問
は
無
い
か
？
』

と
問
い
掛
け
を
実
施
で
き
て
い
る
か
）

 

・
班
員
の
体
調
管
理

 
・
班

員
の
体
調
管
理
が
で
き
る

 
６
．
班
員
の
体
調
管
理
（
適
切
な
休
憩
の
実
施
、
体
調
不
良
者
の
有
無
の
確
認
）
が
で
き
て
い
る
か

 

  

緊
急
時
対
応
活
動
（
水
源
確
保
班
）
 

 

活
 

動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
水
源
確
保
班
に
よ
る
、
淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と

し
た

中
型

ポ
ン

プ
車

と
加

圧
ポ

ン
プ

車
に

よ

る
注
水
準
備

 

・
所

定
の
時
間
内
で
、
指
示
さ
れ
た
活
動
を
完
了
で
き

 

 
る

 

１
．
水
源
確
保
班
に
よ
る
、
淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
中
型
ポ
ン
プ
車
と
加
圧
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

注
水
準
備
が
８
０
分
以
内
に
実
施
で
き
て
い
る
か

 

・
本
部
と
の
情
報
連
絡

 

・
班
内
で
の
情
報
共
有

 

・
活
動
の
開
始
終
了
連
絡
が
で
き
る

 

・
プ

ラ
ン
ト
情
報
や
、
活
動
内
容
を
班
内
で
共
有
で
き

る
 

２
．
本
部
に
情
報
連
絡
す
べ
き
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

 

３
．
活
動
開
始
、
終
了
の
連
絡
が
時
間
と
併
せ
て
連
絡
で
き
て
い
る
か

 

４
．
本
部
か
ら
プ
ラ
ン
ト
情
報
が
連
携
さ
れ
た
ら
、
班
長
は
班
員
に
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か

 

５
．
班
長
は
、
今
か
ら
実
施
す
る
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
班
員
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
作
業
に

当
た
れ
る
よ
う
十

分
説
明
が
で
き
て
い
る
か
（
適
宜
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
最
後
に
『
質

問
は
無
い
か
？
』

と
問
い
掛
け
を
実
施
で
き
て
い
る
か
）

 

・
班
員
の
体
調
管
理

 
・
班
員
の
体
調
管
理
が
で
き
る

 
６
．
班
員
の
体
調
管
理
（
適
切
な
休
憩
の
実
施
、
体
調
不
良
者
の
有
無
の
確
認
）
を
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（
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6）
 

緊
急
時
対
応
活
動
（
電
源
確
保
班
）
 

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
電
源
確
保
班
に
よ
る
、

E
L

32
m

緊
急
時
対
策

所
用
発
電
機
（

1
台
）
の
起
動

 

・
所

定
の
時
間
内
で
、
指
示
さ
れ
た
活
動
を
完
了
で
き

 
る

１
．

E
L

32
m

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
に
よ
る
緊
急
時
対
策
所

(E
L

.3
2M

)へ
の
電
源
供
給
の
準
備

を
、
手
順
通
り
実
施
で
き
て
い
る
か

２
．
緊
急
時
対
策
所

(E
L

.3
2M

)へ
の
電
源
供
給
の
準
備
が
、

45
分
以
内
に
実
施
で
き
て
い
る
か

 

・
本
部
と
の
情
報
連
絡

・
班
内
で
の
情
報
共
有

・
活

動
の
開
始
終
了
連
絡
が
で
き
る

・
プ
ラ
ン
ト
情
報
や
、
活
動
内
容
を
班
内
で
共
有
で
き

る

３
．
本
部
に
情
報
連
絡
す
べ
き
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

４
．
活
動
開
始
、
終
了
の
連
絡
が
時
間
と
併
せ
て
連
絡
で
き
て
い
る
か

５
．
本
部
か
ら
プ
ラ
ン
ト
情
報
が
連
携
さ
れ
た
ら
、
班
長
は
班
員
に
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か

６
．
班
長
は
、
今
か
ら

実
施
す
る
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
班
員
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
作
業
に

当
た
れ
る
よ
う
十
分
説
明
が
で
き
て
い
る
か
（
適
宜
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
最
後
に
『
質

問
は
無
い
か
？
』
と
問
い
掛
け
を
実
施
で
き
て
い
る
か
）

・
班
員
の
体
調
管
理

・
班

員
の
体
調
管
理
が
で
き
る

７
．
班
員
の
体
調
管
理
（
適
切
な
休
憩
の
実
施
、
体
調
不
良
者
の
有
無
の
確
認
）
を
で
き
て
い
る
か

緊
急
時
対
応
活
動
（
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
班
）
 

活
 

動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
班
に
よ
る
、
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー

ダ
ー

等
を

用
い

た
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の

確
保

・
指
示
さ
れ
た
活
動
を
完
了
で
き
る

１
．
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
班
に
よ
る
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
作

業
（
模
擬
含
む
）
が
手
順
通
り
実
施
で
き
て
い
る
か

・
本
部
と
の
情
報
連
絡

・
班
内
で
の
情
報
共
有

・
活
動
の
開
始
終
了
連
絡
が
で
き
る

・
プ

ラ
ン
ト
情
報
や
、
活
動
内
容
を
班
内
で
共
有
で
き

る

２
．
本
部
に
情
報
連
絡
す
べ
き
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

３
．
活
動
開
始
、
終
了
の
連
絡
が
時
間
と
併
せ
て
連
絡
で
き
て
い
る
か

４
．
本
部
か
ら
プ
ラ
ン
ト
情
報
が
連
携
さ
れ
た
ら
、
班
長
は
班
員
に
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か

５
．
班
長
は
、
今
か
ら
実
施
す
る
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
班
員
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
作
業
に

当
た
れ
る
よ
う
十

分
説
明
が
で
き
て
い
る
か
（
適
宜
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
最
後
に
『
質

問
は
無
い
か
？
』

と
問
い
掛
け
を
実
施
で
き
て
い
る
か
）

・
班
員
の
体
調
管
理

・
班
員
の
体
調
管
理
が
で
き
る

６
．
班
員
の
体
調
管
理
（
適
切
な
休
憩
の
実
施
、
体
調
不
良
者
の
有
無
の
確
認
）
を
で
き
て
い
る
か
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○
対

策
実

施
機
能

 

技
術
支
援
（
技
術
支
援
班
 
炉
心
管
理
チ
ー
ム
 
本
部
要

員
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
技
術
支
援
班
（
炉
心
管
理
チ
ー
ム
）
の
立
ち

 

上
げ

 

・
各

要
員

が
自

分
の

役
割

を
認

識
し

て
活

動
す

る
こ

と
が
で
き
る

 

０
．
初
動
に
お
い
て
、
各
要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

 

・
炉
心
状
況
の
把
握

 

・
Ｓ
Ｆ
Ｐ
状
況
の
把
握

 

  

・
炉

心
、
Ｓ
Ｆ
Ｐ
の
状
況
把
握
が
で
き
る

 

 

１
．
炉
心
、
Ｓ
Ｆ
Ｐ
の

状
況
の
把
握
の
た
め
に
必
要
な
情
報
（
デ
ー
タ
や
対
応
操
作
等
）
を
入
手
し

整
理
で
き
て
い
る
か

 

２
．
入
手
し
た
情
報
に
よ
り
炉
心
、
Ｓ
Ｆ
Ｐ
の
状
況
を
適
切
に
把
握
で
き
て
い
る
か
 

３
．
炉
心
、
Ｓ

Ｆ
Ｐ
の

状
況
の
変
化
お
よ
び
事
象
進
展
予
測
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
デ
ー
タ
採
取
お

よ
び
分
析
を
行
い
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
に
て
情
報
発
信
で
き
て
い
る
か
 

４
．
事
象
進
展
予
測
に
つ
い
て
は
、
即
応
セ
ン
タ
ー
（
松
山
）
と
協
調
し
て
実
施
し
、
炉
心
損
傷
の

兆
候
ま
た
は
炉
心
損
傷
を
前
広
に
把
握
で
き
て
い
る
か
 

５
．
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（

N
ot

es
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
）
に
て
適
切
な
情
報
発
信
で
き
て
い
る
か
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○
対

策
実

施
機
能

 

技
術
支
援
（
技
術
支
援
班
 
放
射
線
管
理
チ
ー
ム
 
本
部

要
員
）

 

活
 

動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
技
術
支
援
班
（
放
射
線
管
理
チ
ー
ム
）
の
立
ち

上
げ

 

・
各

要
員

が
自

分
の

役
割

を
認

識
し

て
活

動
す

る
こ

と
が
で
き
る

 

０
．
初
動
に
お
い
て
、
各
要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

 

・
緊
急
時
対
応
要
員
の
被
ば
く
管
理

 

・
構
内
外
の
線
量
管
理

 

（
野

外
モ

ニ
タ

お
よ

び
可

搬
型

モ
ニ

タ
等

の

監
視
）

 

 

・
緊

急
時

対
応

要
員

へ
の

放
射

線
管

理
上

の
指

示
が

速
や
か
に
で
き
る

 

 

１
．
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
等
に
よ
り
直
ち
に
発
電
所
内
外
の
放
射
線
レ
ベ
ル
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て

放
射
線
防
護
上
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
示
を
で
き
て
い
る
か
 

２
．
不
必
要
な
被
ば
く
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
区
域
を
設
置

し
、
標
識
に
よ
る
明
示
の
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

３
．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
そ
の
拡
大
の
防
止
お
よ
び
除
去

の
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

４
．
風
向
き
等
の
気
象
状
況
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
勘
案
し
、
放
射
線
管
理
上
の
指
示
が
で

き
て
い
る
か

 

・
放

射
線
防
護
具
の
着
用
判
断
・
指
示
が
速
や
か
に
で

き
る

 

５
．
運
転
班
や
炉
心
管

理
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
炉
心
損
傷
ま
た
は
炉
心
損
傷
の
兆
候
を
把
握
し
、

放
射
線
防
護
具
の

着
用
判
断
お
よ
び
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

６
．
放
射
線
防
護
具
着

用
指
示
に
併
せ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
電
源
を
Ｏ
Ｎ
と
す
る
よ
う
指
示
で
き
て
い
る

か
 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

の
収

集
お

よ
び

情
報

発
信

が
で
き
る

 

 

７
．
放
射
性
物
質
が
発

電
所
敷
地
外
に
放
出
さ
れ
た
場
合
、
放
射
線
監
視
デ
ー
タ
、
気
象
観
測
デ

ー
タ
等
か
ら
放
射

能
影
響
範
囲
の
推
定
の
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

８
．
情
報
共
有
ツ
ー
ル

（
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
・
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
）
に
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ

等
の
放
射
線
管
理

上
必
要
な
情
報
が
発
信
で
き
て
い
る
か
 

・
避
難
活
動
補
助

 
・
避
難
活
動
に
対
し
て
、
的
確
な
助
言
が
で
き
る

 
９
．
緊
急
作
業
従
事
者

以
外
を
避
難
さ
せ
る
場
合
、
女
性
を
優
先
し
て
発
電
所
構
内
よ
り
避
難
さ
せ

る
よ
う
総
務
班
長
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

1
0
．
風
向
き
等
の
気
象

状
況
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
勘
案
し
、
避
難
経
路
を
総
務
班
長
に
助
言

で
き
て
い
る
か
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活
 

動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
災
害
対
応

 
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
応
じ
て
、
社
内
規
定
に
基
づ
い

た
対
応
処
置
が
で
き
る

 

1
1
．
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ
て
、
社
内
規
定
に
基
づ
い
た
対
応
処
置
の
実
施
を

指
示
で
き
て
い
る
か
（
対
応
処
置
の
詳
細
は
対
応
処
置
一
覧
表
参
照
）
 

・
現
地
作
業
員
の
体
調
管
理

 
・
現
地
作
業
員
（
技
術
支
援
班
）
の
体
調
管
理
が
で

き
る

 

1
2
．
現
地
作
業
員
（
技
術
支
援
班
）
の
体
調
管
理
（
適
切
な
休
憩
の
実
施
、
体
調
不
良
者
の
有
無

の
確
認
）
が
で
き
て
い
る
か
 

 【
対
応
処
置
一
覧
表
】

 

適
 
用
 
条
 
件

 
対
 
応
 
処
 
置

 

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
何
れ

か
の
放
射
線
量
の
測
定
機
能
を
喪
失
し
た
場
合
）

 

・
可
搬
型
代
替
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
よ
う
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

（
放
射
性
物
質
の
放
出
が
あ
っ
た
場
合
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
）

 
・
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
を
測
定
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

・
土
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

・
小
型
船
舶
で
周
辺
海
域
を
移
動
し
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
を
測
定
す
る
よ

う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
を
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き

て
い
る
か
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
機
能
喪
失
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は

な
い
）
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
か
ら
、
放
射
性
物
質
の
放
出
率
の
簡
易
評
価
を
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

（
周

辺
海

域
へ

放
射

性
物

質
が

含
ま

れ
る

水
が

放
出

さ
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
場
合
）

 

・
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
り
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
（
陸
上
で
試
料
採

取
）
 

（
気
象
観
測
設
備
が
故
障
等
し
た
場
合
）

 
・
可
搬
型
気
象
観
測
設
備
に
よ
り
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
観
測
項
目
を
測
定
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

（
周
辺
汚
染
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
時
の
Ｂ
Ｇ
が
上
昇
し
、
可

搬
型
放
射
線
計
測
器
で
の
測
定
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
）

 

・
放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
を
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
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達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

（
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
が
使
用
で
き
な
い
場
合
）

・
総
合
事
務
所
内
の
緊
急
時
対
策
所
内
の
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

・
総
合
事
務
所
１
階
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

（
総
合
事
務
所
屋
上
で
の
作
業
が
発
生
し
た
場
合
）

・
総
合
事
務
所
屋
上
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

（
放
射
線
個
人
被
ば
く
管
理
シ
ス
テ
ム
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
）

・
手
書
き
に
よ
る
管
理
ま
た
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理
を
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

（
炉

心
損

傷
が

予
想

さ
れ

る
事

態
と

な
っ

た
場

合
ま

た
は

炉
心

損
傷

の
兆

候
が
見
ら
れ
た
場
合
）

・
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
お
よ
び
待
機
所
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
事
象
が
発
生
し
た
場
合
）

・
加
圧
判
断
用
可
搬
型
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

・
海
側
敷
地
境
界
付
近
に
可
搬
型
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

・
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
内
の
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

・
中
央
制
御
室
東
側
と
西
側
出
入
口
付
近
の
２
箇
所
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

（
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
設
備
の
起
動
を
実
施
す
る
場
合
）

・
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
し
、
放
射
線
量
を
監
視
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か

・
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
線
量
が
上
昇
し
た
場
合
、
周
辺
に
立
ち
入
り
を
制
限
す
る
区
域
を
設
け
る
等
の
指
示
が
で
き
て
い
る

か

（
大

規
模

な
自

然
災

害
ま

た
は

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
被
害
を
受
け
た
場
合
（
大
規

模
損
壊
時
）
）

・
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
の
加
圧
判
断
用
可
搬
型
モ
ニ
タ
、
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
可
搬
型
代
替
モ
ニ
タ

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
機
能
が
喪
失
し
て
い
る
場
合
）
お
よ
び
可
搬
型
気
象
観
測

設
備
（
風
向
風
速
計
）
（
気
象
観
測
設
備
の
機
能

が
喪
失
し
て
い
る
場
合
）
を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
 

（
湊

浦
で

震
度

５
強

以
上

の
地

震
ま

た
は

自
然

災
害

に
よ

る
伊

方
町

に
お

け
る
家
屋
倒
壊
が
発
生
し
た
場
合
）
 

・
総
合
巡
視
点
検
、
放
射
線
施
設
（
Ｒ
Ｉ
）
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
に
指
示
が
で
き
て
い
る
か
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技
術
支
援
（
技
術
支
援
班
 
放
射
線
管
理
チ
ー
ム
 
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
隊
）

 

活
 

動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
放
射
線
管
理
上
の
措
置

 

 

・
放
射
線
管
理
上
の
措
置
が
速
や
か
に
で
き
る

 

 

１
．
異
常
発
生
に
つ
い
て
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
、
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
等
に
よ
り
直
ち
に
発
電
所
内
外

の
放
射
線
レ
ベ
ル
を
調
査
し
、
放
射
線
防
護
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
 

２
．
放
射
線
防
護
具
着
用
の
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
て
い
る
か
 

３
．
不
必
要
な
被
ば
く
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
者
以
外
の
者
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
区
域
を

設
置
し
、
標
識
に
よ
る
明
示
が
で
き
て
い
る
か
 

４
．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
そ
の
拡
大
の
防
止
お
よ
び
除
去

が
で
き
て
い
る
か
 

５
．
放
射
性
物
質
が
発
電
所
敷
地
外
に
放
出
さ
れ
た
場
合
、
放
射
線
監
視
デ
ー
タ
、
気
象
観
測
デ

ー
タ
等
か
ら
放
射
能
影
響
範
囲
の
推
定
が
で
き
て
い
る
か

 

・
各
種
測
定
、
監
視
、
評
価
等

 
・
各
種
測
定
、
監
視
、
評
価
等
が
速
や
か
に
で
き
る

 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

の
把

握
お

よ
び

情
報

発
信

が
速
や
か
に
で
き
る

 

６
．
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
等
に
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
に
て
情
報
発
信
が
で
き

て
い
る
か
 

７
．
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
・
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
）
に
て
適
切
な
放
射
線
管
理
上
の

情
報
発
信
が
で
き
て
い
る
か
 

・
班
員
の
体
調
管
理

 
・
班
員
の
体
調
管
理
が
で
き
る

 
８
．
班
員
の
体
調
管
理
（
適
切
な
休
憩
の
実
施
、
体
調
不
良
者
の
有
無
の
確
認
）
が
で
き
て
い
る

か
 

・
災
害
対
応

 
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
応
じ
て
、
社
内
規
定
に
基
づ
い
た

対
応
処
置
が
で
き
る

 

９
．
本
部
の
指
示
に
よ
り
、
社
内
規
定
に
基
づ
い
た
対
応
処
置
の
実
施
を
指
示
で
き
て
い
る
か

（
対
応
処
置
の
詳
細
は
対
応
処
置
一
覧
表
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
隊
）
参
照
）
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 【
対
応
処
置
一
覧
表
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
隊
）
】

 

適
 
用
 
条
 
件

 
対
 
応
 
処
 
置

 

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
何
れ

か
の
放
射
線
量
の
測
定
機
能
を
喪
失
し
た
場
合
）
 

・
可
搬
型
代
替
モ
ニ
タ
の
設
置
が
で
き
る
か
（
１
９
５
分
以
内
）
 

 

（
放
射
性
物
質
の
放
出
が
あ
っ
た
場
合
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
）
 

 

・
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定
が
で
き
る
か
 

（
Ｍ
Ｓ
付
近
）
モ
ニ
タ
車
使
用
の
場
合
 
：
 
９
０
分
以
内
 

モ
ニ
タ
車
不
使
用
の
場
合
：
１
２
５
分
（
α
線
測
定
な
し
）
 

１
３
５
分
以
内
（
α
線
測
定
あ
り
）
 

・
土
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
が
で
き
る
か
（
１
２
０
分
以
内
）
 

・
小
型
船
舶
で
周
辺
海
域
を
移
動
し
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
の
測
定
が
で
き

る
か
（
２
７
０
分
以
内
）
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
が
で
き
る
か
（
２
４
０
分
以

内
）
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
か
ら
、
放
射
性
物
質
の
放
出
率
の
簡
易
評
価
が
で
き
る
か
 

（
周
辺
海
域
へ
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
る
水
が
放
出
さ
れ
た
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
（
原
子
炉
格
納
容
器
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
）
破
損
箇
所
に
大
型
放

水
砲
等
で
放
水
し
た
際
、
放
射
性
物
質
を
含
む
水
が
周
辺
海
域
に
放
出

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
含
む
）

 

・
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
り
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
が
で
き
る
か
（
陸
上
で
試
料
採
取
）
 

（
２
６
０
分
以
内
）
 

（
気
象
観
測
設
備
が
故
障
等
し
た
場
合
）
 

・
可
搬
型
気
象
観
測
設
備
に
よ
り
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
観
測
項
目
の
測
定
が
で
き
る
か
（
２
７
０
分
以
内
）
 

（
周
辺
汚
染
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
時
の
Ｂ
Ｇ
が
上
昇
し
、

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
で
の
測
定
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
）
 

 

・
放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
が
で
き
る
か
 

（
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
が
使
用
で
き
な
い
場
合
）
 

 

・
総
合
事
務
所
内
の
緊
急
時
対
策
所
内
の
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
設
置
が
で
き
て
い
る
か
 

・
総
合
事
務
所
１
階
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
が
で
き
て
い
る
か
（
９
０
分
以
内
）
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適
 
用
 
条
 
件

対
 
応
 
処
 
置

（
総
合
事
務
所
屋
上
に
お
け
る
作
業
が
発
生
し
た
場
合
）
 

・
総
合
事
務
所
屋
上
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
が
で
き
る
か

（
放
射
線
個
人
被
ば
く
管
理
シ
ス
テ
ム
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
）

・
手
書
き
に
よ
る
管
理
ま
た
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理
が
で
き
る
か

（
炉
心
損
傷
が
予
想
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
炉
心
損
傷
の
兆

候
が
見
ら
れ
た
場
合
）

・
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
お
よ
び
待
機
所
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
が
で
き
る
か
（
４
５
分
以
内
）

（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
事
象
が
発
生
し
た
場
合
）
 

・
加
圧
判
断
用
可
搬
型
モ
ニ
タ
の
設
置
が
で
き
る
か
（
１
５
分
以
内
）

・
海
側
敷
地
境
界
付
近
に
可
搬
型
モ
ニ
タ
の
設
置
が
で
き
る
か
（
１
５
５
分
以
内
）

・
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
内
の
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
設
置
が
で
き
る
か
（
２
０
分
以
内
）

・
中
央
制
御
室
東
側
と
西
側
出
入
口
付
近
の
２
箇
所
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
が
で
き
る
か
（
６
０
分
以
内
）

（
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
設
備
の
起
動
を
実
施
す
る
場
合
）
 

・
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
し
、
放
射
線
量
の
監
視
が
で
き
て
い
る
か

・
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
線
量
が
上
昇
し
た
場
合
、
周
辺
に
立
ち
入
り
を
制
限
す
る
区
域
を
設
け
る
等
の
対
応
が
で
き
て
い
る

か
 

（
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
テ

ロ
リ
ズ
ム
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
被
害
を
受
け
た
場
合
（
大
規

模
損
壊
時
）
）
 

・
緊
急
時
対
策
所
（
Ｅ
Ｌ
．
３
２
ｍ
）
の
加
圧
判
断
用
可
搬
型
モ
ニ
タ
、
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
可
搬
型
代
替
モ
ニ
タ

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
機
能
が
喪
失
し
て
い
る
場
合
）
お
よ
び
可
搬
型
気
象
観
測

設
備
（
風
向
風
速
計
）
（
気
象
観
測
設
備
の
機
能
が
喪
失
し
て
い
る
場
合
）
を
設
置
で
き
て
い
る
か
（
１
９
５
分
以
内
）
 

（
湊

浦
で

震
度

５
強

以
上

の
地

震
ま

た
は

自
然

災
害

に
よ

る
伊

方
町

に
お

け
る
家
屋
倒
壊
が
発
生
し
た
場
合
等
）
 

・
総
合
巡
視
点
検
、
放
射
線
施
設
（
Ｒ
Ｉ
）
点
検
が
で
き
て
い
る
か
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○
ロ

ジ
ス

テ
ィ
ク

ス
機
能

 

総
務
（
総
務
班
 
本
部
要
員
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
総
務
班
の
立
ち
上
げ

 
・

各
要

員
が

自
分

の
役

割
を

認
識

し
て

活
動

す
る

こ

と
が
で
き
る

 

０
．
初
動
に
お
い
て
、

各
要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

 

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

 

・
災
害
対
応
活
動
支
援

 

 ・
災

害
対
応
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
情
報
発
信
で

き
る

 

 

 １
．
地
震
や
津
波
等
の

気
象
情
報
を
収
集
し
、
本
部
内
で
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か

 

２
．
災

害
対

応
に
必
要

な
情

報
に
つ
い

て
、

情
報
共
有

ツ
ー

ル
（

N
ot

es
、

時
系

列
シ
ス

テ
ム

等
）

に
て
情
報
発
信
で

き
て
い
る
か

 

・
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
状

況
や

建
物

状
況

の
把

握
 

・
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
や
建
物
の
被
害
状
況
を
集
約
し
、

必
要
に
応
じ
た
是
正
処
置
が
で
き
る

 

３
．
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
被
害
状
況
を
集
約
し
、
本
部
内
で
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か

 

４
．
調
査
復
旧
班
へ
情
報
連
携
お
よ
び
是
正
処
置
を
依
頼
し
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
お
よ
び
状

況
を
把
握
で
き
て
い
る
か

 

５
．
建
物
の
被
害
状
況
を
集
約
し
、
本
部
内
で
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か

 

・
現
場
休
憩
所
の
設
営

 
・
放

射
線
状
況
や
建
物
状
況
、
現
場
作
業
員
の
ニ
ー
ズ

等
を
考
慮
し
て
休
憩
所
を
選
定
し
、
設
置
の
指
示
が

で
き
る

 

６
．
調
査
復
旧
班
か
ら
休
憩
所
設
営
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
現
場
の
環
境
や
風
向
き
等
を
技
術
支
援
班

と
協
議
し
て
休
憩

所
の
設
営
場
所
を
選
定
し
、
設
営
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

 

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
営

 

 

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
営
が
で
き
る

 
７
．
夜
間
に
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
等
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
す
る
事
態
と
な
れ
ば
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
設
営
を
指
示
で

き
て
い
る
か
 

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用

 

  

・
安

定
ヨ

ウ
素

剤
服

用
の

判
断

お
よ

び
指

示
が

で
き

る
 

 

８
．

プ
ラ

ン
ト

状
態

が
安

定
ヨ

ウ
素

剤
服

用
基

準
に

達
し

た
ら

（
①

炉
心

損
傷

を
検

知
し

た
場

合
 

②
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
り

放
射

性
ヨ

ウ
素

の
放

出
を

確
認

し
た

場
合

）
、

技
術

支
援

班
と

協
議

し
、
事
務
系
総
括
に
服
用
を
進
言
で
き
て
い
る
か
 

９
．
安
定
ヨ
ウ
素
剤
服
用
に
関
し
て
、
服
用
の
段
取
り
お
よ
び
手
順
を
本
部
内
に
周
知
で
き
て
い
る

か
 

（
原
子
力
災
害
医
療
）
 

・
傷
病
者
対
応
 

 

 ・
傷

病
者
発
生
時
の
応
急
処
置
、
搬
送
先
の
選
定
お
よ

び
指
示
が
で
き
る
 

 1
0
．
傷
病
者
の
情
報
を

把
握
で
き
て
い
る
か
 

1
1
．
傷
病
者
の
搬
送
手

段
お
よ
び
搬
送
先
を
選
定
し
、
指
示
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（

20
/4

6）
 

活
 

動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

（
避
難
誘
導
）
 

・
構
内
従
業
員
の
避
難

・
屋

内
避

難
場

所
ま

た
は

屋
外

避
難

場
所

の
選

定
お

よ
び
設
置
が
で
き
る

・
避

難
場

所
へ

の
誘

導
お

よ
び

避
難

状
況

の
整

理
が

で
き
る

1
2
．
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
や
建
物
状
況
、
放
射
線
状
況
を
考
慮
し
て
避
難
場
所
の
選
定
し
、
関
係
者
に

周
知
で
き
て
い
る

か
 

1
3
．
関
係
者
と
情
報
連

携
し
、
避
難
状
況
（
避
難
者
の
集
約
状
況
）
を
把
握
、
管
理
で
き
て
い
る
か

 

1
4
．
所
外
へ
の
避
難
（

帰
宅
）
に
対
す
る
検
討
（
人
数
集
約
や
移
動
手
段
）
を
実
施
し
、
関
係
者

に

周
知
で
き
て
い
る

か
 

1
5
．
怪
我
人
の
救
護
や

避
難
遅
れ
者
へ
の
対
応
を
考
慮
で
き
て
い
る
か
 

1
6
．
所
外
へ
の
避
難
経

路
に
関
し
て
、
関
係
者
に
情
報
連
携
で
き
て
い
る
か
 

※
福
祉
車
両
手
配
、
エ
ア
ー
ド
ー
ム
設
営
に
つ
い
て
は
、
伊

方
町
か
ら
の
要
請
に
よ
り
実
施
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別
紙
－
２
（
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/4

6）
 

総
務
（
総
務
班
 
現
場
要
員
）

活
 

動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

・
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
状

況
や

建
物

状
況

の
把

握

・
災

害
対
応
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
情
報
発
信
で

き
る

１
．
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
被
害
状
況
を
本
部
に
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

２
．
建
物
の
被
害
状
況
を
本
部
に
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か

・
現
場
休
憩
所
の
設
営

・
休
憩
所
の
設
営
が
で
き
る

３
．
本
部
の
指
示
に
よ
り
、
休
憩
所
の
設
営
が
で
き
て
い
る
か
 

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
営

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
営
が
で
き
る

４
．
本
部
の
指
示
に
よ
り
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
営
が
で
き
て
い
る
か
 

（
原
子
力
災
害
医
療
）

・
傷
病
者
対
応

・
傷
病
者
の
状
況
を
的
確
に
情
報
連
携
で
き
る

・
傷

病
者

の
搬

送
及

び
医

療
機

関
へ

医
療

情
報

の
提

供
が
で
き
る

５
．
傷
病
者
の
状
況
を
把
握
し
、
本
部
へ
情
報
連
携
で
き
て
い
る
か
 

６
．
搬
送
手
順
や
搬
送
先
を
確
認
で
き
て
い
る
か
 

７
．
搬
送
先
等
へ
の
医
療
情
報
が
適
切
に
提
供
で
き
て
い
る
か
 

（
避
難
誘
導
）
 

・
構
内
従
業
員
の
避
難

・
屋

内
避

難
場

所
ま

た
は

屋
外

避
難

場
所

の
選

定
お

よ
び
設
置
が
で
き
る

・
避

難
場

所
へ

の
誘

導
お

よ
び

避
難

状
況

の
整

理
が

で
き
る

８
．
（
避
難
放
送
等
に
よ
り
）
避
難
場
所
へ
適
切
な
誘
導
が
で
き
て
い
る
か
 

９
．
避
難
場
所
の
安
全
確
認
や
避
難
者
の
統
制
が
図
ら
れ
て
い
る
か
 

1
0
．
避
難
場
所
を
指
定
ま
た
は
変
更
し
た
場
合
は
、
立
て
看
板
等
に
よ
り
、
そ
の
場
所
が
避
難
場
所

で
あ
る
こ
と
を
掲
示
で
き
て
い
る
か
 

1
1
．
避
難
者
へ
状
況
周
知
が
で
き
て
い
る
か
 

1
2
．
避
難
状
況
（
避
難
者
の
集
約
状
況
）
の
集
約
が
で
き
て
い
る
か
 

1
3
．
避
難
状
況
を
整
理
し
、
総
務
班
長
に
情
報
連
絡
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（

22
/4

6）
 

○
広

報
機

能
（
報

道
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
報
道
班
の
立
ち
上
げ

 
・

各
要

員
が

自
分

の
役

割
を

認
識

し
て

活
動

す
る

こ

と
が
で
き
る

 

０
．
初
動
に
お
い
て
、
各
要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

 

・
地
域
広
報
対
応
（

C
A

T
V,
防
災
無
線
等
）

 
・
状

況
把
握
と
地
域
広
報
手
段
の
検
討
が
で
き
る

 
１
．
地
域
広
報
の
た
め
の
お
知
ら
せ
文
が
、
適
切
に
作
成
で
き
て
い
る
か

 

２
．
社
内
外
関
係
個
所
と
地
域
広
報
の
情
報
連
携
が
で
き
て
い
る
か

 

３
．
プ
レ
ス
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
公
式
の
時
系
列
に
沿
っ
た
情
報
提
供
が
で
き
て
い
る

か
 

４
．
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（

N
ot

es
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
）
に
て
適
切
な
情
報
発
信
が
で
き
て
い
る
 

 
 
か

 

・
プ
レ
ス
文
お
よ
び
Ｑ
Ａ
の
作
成
支
援

 

・
災
害
対
策
本
部
（
松
山
、
高
松
）
の
報
道
班

 

と
の
情
報
連
携

 

・
プ

レ
ス

文
作

成
支

援
等

に
お

い
て

災
害

対
策

本
部

（
松
山
、
高
松
）
の
報
道
班
と
の
情
報
連
携
が
で
き

る
 

５
．
事
象
進
展
に
応
じ

た
プ
レ
ス
文
お
よ
び
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
、
社
内
関
係
各
所
に
情
報
連
携
し
、

プ
レ
ス
対
応
に
備

え
た
調
整
が
で
き
て
い
る
か

 

６
．
プ
レ
ス
文
お
よ
び
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
、
伊
方
発
電
所
災
害
対
策
本
部
内
に
情
報
連
携
で
き
て
い

る
か

 

７
．
松
山
本
部
を
起
点
と
し
た
社
内
報
道
対
応
箇
所
と
プ
レ
ス
発
表
状
況
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
整
で

き
て
い
る
か

 

・
見
学
者
の
避
難
対
応
（
伊
方
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ハ
ウ

ス
と
の
情
報
連
携
）

 

・
Ｖ

Ｈ
へ
の
避
難
指
示
が
で
き
る

 
８
．
事
象
発
生
時
、
速
や
か
に
伊
方
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
責
任
者
へ
情
報
連
携
し
、
見
学
者
の
有

無

を
確
認
の
上
、
避
難
指
示
が
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（
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/4

6）
 

  
広
報
機
能
（
避
難
誘
導
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
V

H
館

内
見

学
者

の
状

況
把

握
お

よ
び

関
係

個
所
と
の
情
報
連
携

 

・
V

H
館
内
見
学

者
の
避
難
誘
導

 

・
V

H
館
内
見
学

者
へ
の
説
明

 

・
V

H
館
内
、
周
辺

の
状
況
把
握
お
よ
び
関
係
個

所
と
の
情
報
連

携
 

 

・
V

H
館
内
見
学

者
の
状
況
を
把
握
で
き
る

 

・
V

H
館
内
見
学
者
の
状
況
を
関
係
個
所
に
連
携
で
き
 

 
る

 

・
V

H
館
内
見
学

者
の
避
難
誘
導
が
で
き
る

 

・
V

H
館
内
見
学
者
へ
の
状
況
説
明
を
適
切
に
で
き
る

 

・
V

H
館
内
、
周

辺
の
状
況
を
把
握
で
き
る

 

・
V

H
館
内
、
周
辺
の
状
況
を
関
係
個
所
に
連
携
で
き

る
 

１
．

V
H

館
内
見

学
者

の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か

 

２
．

V
H

館
内
見

学
者

へ
避
難
指
示
で
き
て
い
る
か

 

３
．

V
H

館
内
見

学
者

の
避
難
誘
導
は
適
切
に
で
き
て
い
る
か

 

４
．

V
H

館
内
見

学
者

の
避
難
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か

 

５
．
報
道
班
へ
の
情
報
連
絡
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

 

６
．

V
H

館
内
見

学
者

へ
の
状
況
説
明
は
十
分
に
で
き
て
い
る
か

 

７
．

V
H

館
内
、

周
辺

の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か

 

・
発

電
所

構
内

見
学

者
の

状
況

把
握

お
よ

び
関

係
個
所
と
の
情
報
連
携

 

・
発
電
所
構
内
見
学
者
の
避
難

 

・
発
電
所
構
内
見
学
者
へ
の
説
明

 

・
発

電
所
構
内
見
学
者
の
状
況
を
把
握
で
き
る

 

・
発

電
所

構
内

見
学

者
の

状
況

を
関

係
個

所
に

連
携

で
き
る

 

・
発

電
所
構
内
見
学
者
の
避
難
誘
導
が
で
き
る

 

・
発

電
所

構
内

見
学

者
へ

の
状

況
説

明
を

適
切

に
で

き
る

 

８
．
発
電
所
構
内
見
学
者
の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か
 

９
．
発
電
所
構
内
見
学
者
へ
避
難
指
示
で
き
て
い
る
か
 

1
0
．
発
電
所
構
内
見
学
者
の
避
難
誘
導
は
適
切
に
で
き
て
い
る
か
 

1
1
．
発
電
所
構
内
見
学
者
の
避
難
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か
 

1
2
．
報
道
班
へ
の
情
報
連
絡
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
 

1
3
．
発
電
所
構
内
見
学
者
へ
の
状
況
説
明
は
十
分
に
で
き
て
い
る
か
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別
紙
－
２
（
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/4

6）
 

○
対

策
実

施
機
能

消
防
（
消
防
班
 
本
部
要
員
）

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
消
防
班
の
立
ち
上
げ

・
各

要
員

が
自

分
の

役
割

を
認

識
し

て
活

動
す

る
こ

と
が
で
き
る

０
．
初
動
に
お
い
て
、
各
要
員
の
役
割
を
決
定
、
指
示
で
き
て
い
る
か

・
消
火
活
動
指
揮

・
火
災
状
況
の
把
握
が
で
き
る

１
．
火
災
状
況
（
火
災
源
、
火
災
規
模
、
延
焼
性
、
ハ
ロ
ン
消
火
設
備
の
作
動
状
況
等
）
を
現
地
消

防
隊
か
ら
収
集
で
き
て
い
る
か

２
．
地
震
発
生
時
に
は
、
火
災
発
生
状
況
の
現
場
確
認
、
消
火
設
備
（
ハ
ロ
ン
消
火
設
備
、
消
火

栓
、

消
防
水
利
等
）
の
健
全
性
確
認
を
現
地
消
防
隊
に
指
示
で
き
て
い
る
か

３
．
本
部
内
に
て
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
状
況
を
把
握
し
、
現
地
消
防
隊
に
車
両
の
ア
ク
セ
ス
経
路
の
指

示
が
で
き
て
い
る
か

・
放
射
性
物
質
の
放
出
有
無
を
把
握
が
で
き
る

４
．
火
災
源
の
把
握
等
か
ら
火
災
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
有
無
を
現
地
消
防
隊
か
ら
収
集
で
き

て
い
る
か

５
．
現
地
消
防
隊
で
は
放
射
性
物
質
の
放
出
を
確
認
で
き
な
い
場
合
、
本
部
内
で
モ
ニ
タ
指
示
等
の

情
報
収
集
を
行
い

、
放
射
性
物
質
の
放
出
状
況
を
確
認
で
き
て
い
る
か

・
有
効
な
消
火
方
法
の
検
討
が
で
き
る

６
．
消
火
活
動
に
必
要

と
な
る
進
入
・
避
難
の
経
路
を
現
地
消
防
隊
か
ら
収
集
で
き
て
い
る
か

７
．
有
効
な
消
火
手
段

の
決
定
、
水
利
選
定
等
が
現
地
消
防
隊
と
協
議
・
検
討
で
き
て
い
る
か

・
自
衛
消
防
隊
へ
の
消
火
活
動
の
指
示
が
で
き
る

８
．
現
地
指
揮
本
部
と

協
議
の
う
え
で
、
消
火
活
動
の
指
示
等
を
実
施
で
き
て
い
る
か

・
公
設
消
防
へ
の
通
報
が
で
き
る

９
．
公
設
消
防
へ
の
１

１
９
番
通
報
を
、
火
災
状
況
の
説
明
と
併
せ
て
実
施
で
き
て
い
る
か
 

・
火
災
情
報
の
共
有

・
本
部
内
お
よ
び
所
外
へ
情
報
発
信
で
き
る

1
0
．
事
務
系
総
括
へ
火
災
状
況
お
よ
び
消
火
活
動
の
状
況
を
報
告
で
き
て
い
る
か
 

1
1
．
情
報
共
有
ツ
ー
ル
（
N
o
t
e
s
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
）
に
て
情
報
発
信
で
き
て
い
る
か
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現
地
消
防
隊
（
消
防
連
絡
班
、
消
防
自
動
車
班
、
消
火
班

）

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

（
消
防
連
絡
班
）

・
消
防
班
と
の
情
報
連
携

・
現
地
消
防
隊
内
の
指
揮

・
公
設
消
防
と
の
連
携

・
火

災
現

場
等

の
現

場
情

報
を

消
防

班
と

連
携

で
き

る

・
消

防
班
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
現
地
消
防
隊
内
の
活

動
指
示
・
集
約
が
で
き
る

・
現
地
で
公
設
消
防
と
の
連
携
が
で
き
る

１
．
火
災
状
況
、
放
射

性
物
質
の
放
出
有
無
等
を
消
防
自
動
車
班
、
消
火
班
か
ら
情
報
収
集
し
、
消

防
班
に
連
携
で
き
て
い
る
か

２
．
消
防
班
と
の
協
議
等
を
踏
ま
え
、
消
防
自
動
車
班
、
消
火
班
に
活
動
・
情
報
収
集
の
指
示
が

で

き
て
い
る
か

３
．
現
地
で
公
設
消
防
と
連
携
し
、
必
要
な
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
消
火
活
動
（
消
防
自
動
車
班
、
消

火
班
へ
の
活
動
指
示
）
が
で
き
て
い
る
か

（
消
防
自
動
車
班
）

・
消
火
活
動

・
適

切
に
状
況
を
把
握
し
、
消
火
活
動
が
実
施
で
き
る

４
．
現
地
消
防
班
の
消
防
連
絡
班
、
消
火
班
と
情
報
連
携
が
で
き
て
い
る
か

５
．
火
災
状
況
（
火
災
源
、
火
災
規
模
、
延
焼
性
等
）
を
把
握
で
き
て
い
る
か

６
．
火
災
源
の
把
握
等
か
ら
火
災
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
有
無
を
把
握
で
き
て
い
る
か

７
．
消
火
活
動
に
必
要
と
な
る
進
入
・
避
難
経
路
を
把
握
で
き
て
い
る
か

８
．
消
火
設
備
（
ハ
ロ
ン
消
火
設
備
、
消
火
栓
、
水
利
等
）
の

健
全
性
を
把
握
し
、
有
効
な
消
火
手

段
の
検
討
が
で
き
て
い
る
か

９
．
現
地
で
公
設
消
防
と
連
携
し
、
必
要
な
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
消
火
活
動
が
で
き
て
い
る
か

（
消
火
班
）

・
消
火
活
動
の
補
助

・
消
防
自
動
車
班
の
消
火
活
動
の
補
助
が
で
き
る

1
0
．
消
防
連
絡
班
の
指

示
ま
た
は
消
防
自
動
車
班
の
応
援
要
請
を
受
け
、
連
携
し
た
活
動
が
で
き
て

い
る
か
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（
Ｂ

）
即

応
セ

ン
タ

ー
が

発
電

所
を

支
援

す
る

た
め

の
活

動
を

主
体

と
し

た
機

能
（

即
応

セ
ン

タ
ー

松
山

 
災

害
対

策
本

部
機

能
）

 

 

○
災

害
対

策
本
部

運
営
機

能
 

指
揮
本
部
（
１
／
２
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
松
山
原
子
力
本
部
連
絡
本
部
の
設
置

 

・
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
の
設
置

 

・
伊

方
発
電
所
か
ら
の
異
常
時
体
制
発
令
に
伴
い
、
松

山
原

子
力

本
部

連
絡

本
部

の
設

置
を

速
や

か
に

で

き
る

 

・
伊

方
発
電
所
か
ら
の
非
常
体
制
発
令
に
伴
い
、
災
害

対
策
本
部
（
松
山
）
の
設
置
を
速
や
か
に
で
き
る

 

１
．
原
子
力
本
部
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
異
常
体
制
発
令
の
報
告
を
受
け
、
速
や
か
に
情
報
連
絡

班
長
を
指
名
し
、
松
山
原
子
力
本
部
連
絡
本
部
の
設
置
お
よ
び
関
係
者
へ
の
連
絡
、
本
部
対
策

要
員
等
の
招
集
を
指
示
で
き
て
い
る
か

 

２
．
原
子
力
本
部
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
非
常
体
制
発
令
の
報
告
を
受
け
、
速
や
か
に
情
報
連
絡

班
長
を
指
名
し
、
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
の
設
置
お
よ
び
関
係
者
へ
の
連
絡
、
災
害
対
策
要

員
等
の
非
常
招
集
を
指
示
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
は
、
松
山
原
子
力
本
部
連
絡
本
部
体
制
か
ら

の
移
行
が
速
や
か
に
対
応
で
き
て
い
る
か

 

３
．
本
部
長
は
要
員
参
集
後
、
本
部
運
営
を
取
り
仕
切
る
総
括
お
よ
び
副
本
部
長
・
各
班
長
を
指
名

で
き
て
い
る
か

 

４
．
本
部
長
は
、
発
電

所
に
お
け
る
非
常
準
備
事
態
、
第
１
種
・
第
２
種
非
常
事
態
体
制
発
令
を
受

け
、
本
部
体
制
の
移
行
お
よ
び
移
行
時
間
を
速
や
か
に
発
令
で
き
て
い
る
か

 

５
．
本
部
長
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
に
て
開
催
さ
れ
る
１
０
条
確
認
会
議
お
よ
び
１
５
条
認
定
会
議
の
開
催
時

に
は
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
ブ
ー
ス
に
移
動
し
会
議
に
参
加
で
き
て
い
る
か

 

６
．
副
本
部
長
は
、
原

子
力
本
部
長
が
病
気
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
本
部
の
職
務
を
遂
行
で
き
な
い

場
合
、
「
災
害
対
策
本
部
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
優
先
順
位
に
基
づ
い
て
代
行
で
き
て
い
る
か

 

７
．
総
括
は
、
本
部
運
営
の
た
め
必
要
な
要
員
が
揃
っ
て
い
る
事
を
確
認
で
き
て
い
る
か

 

８
．
総
括
は
、
原
子
力

保
安
研
修
所
が
地
震
・
停
電
な
ど
で
被
災
し
た
場
合
、
原
子
力
保
安
研
修
所

の
施
設
状
況
確
認
を
総
務
班
に
指
示
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
本
部
運
営

の
維
持
が
可
能
で
あ
る
か
を
本
部
長
に
報
告
で
き
て
い
る
か

 

  

96



別
紙
－
２
（

27
/4

6）
 

 

指
揮
本
部
（
２
／
２
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
本
部
の
運
営

 

・
プ
ラ
ン
ト
状
況
把
握

 

・
事
象
収
束
に
向
け
た
本
部
判
断

 

 ＊
社
内
関
係
個
所
と
は
、
高
松
、
東
京
支
社
、
Ｏ

Ｆ
Ｃ
事
業
者
ブ
ー
ス
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
立
ち
上
げ
後
）
を

言
う
（
以
降
も
同
様
）

 

・
発
電
所
の
情
報
を
把
握
し
、
本
部
運
営
を
行
え
る

 

・
本
部
運
営
維
持
の
た
め
の
対
応
が
で
き
る

 

・
事

故
収

束
に

向
け

て
発

電
所

か
ら

本
部

判
断

の
要

請
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
が
で
き
る

 

・
１

０
条
確
認
会
議
、
１
５
条
認
定
会
議
へ
参
加
で
き

る
 

９
．
総
括
は
、
本
部
体

制
が
確
立
す
れ
ば
初
回
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
指
示
し
、
発
生
事
象

の
整
理
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
の
他
、
各
班
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
本
部
内
の
情
報
共
有
で

き
て
い
る
か
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
除
く
）
 

1
0
．
総
括
は
、
初
回
の

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
以
降
、
概
ね
１
時
間
間
隔
で
定
期
的
な
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

の
開
催
を
指
示
ま
た
は
発
電
所
が
開
催
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
へ
参
加
し
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
・

各
班
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
本
部
内
の
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
除
く
）
 

1
1
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
参
集
し
た
本
部
要
員
に
対
し
、
発
電
所
の
状
況
を
周
知
で
き
て
い
る
か
 

1
2
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
発
電
所
の
体
制
が
遷
移
し
た
際
、
本
部
長
に
報
告
で
き
て
い
る
か
 

1
3
．
各
班
長
は
、
ブ
リ

ー
フ
ィ
ン
グ
以
外
に
お
い
て
も
必
要
な
情
報
・
確
認
に
つ
い
て
本
部
内
へ
連

携
で
き
て
い
る
か
 

1
4
．
本
部
要
員
は
、
情

報
連
絡
班
長
に
よ
る
本
部
内
周
知
や
発
電
所
が
開
催
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

な
ど
の
重
要
な
情
報
共
有
の
場
面
に
お
い
て
、
会
話
を
控
え
情
報
連
絡
班
長
の
周
知
内
容
や
テ

レ
ビ
会
議
音
声
を
傾
聴
で
き
て
い
る
か
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
除
く
）
 

1
5
．
発
電
所
か
ら
事
故
収
束
に
向
け
た
本
部
判
断
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
本
部
内
で
議
論
し
判
断

で
き
て
い
る
か
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○
情

報
連

絡
機
能

 

所
内
対
応
（
情
報
連
絡
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
本
部
内
の
通
信
連
絡
設
備
の
立
ち
上
げ

 

・
情
報
連
絡
班
体
制
の
確
立

 

・
災

害
対

策
室

の
通

信
連

絡
設

備
の

立
ち

上
げ

が
速

や
か
に
で
き
る

 

・
情

報
連

絡
班

長
の

も
と

情
報

連
絡

班
体

制
に

つ
い

て
確
立
で
き
る

 

１
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
総
括
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
班
員
に
各
役
割
を
与
え
指
示
で
き
て
い
る
か

 

３
．
情
報
連
絡
班
は
、
６
階
に
あ
る
災
害
対
策
室
へ
の
参
集
指
示
か
ら
、
１
５
分
以
内
で
所
定
の
通

信
連
絡
設
備
の
立
ち
上
げ
が
完
了
で
き
て
い
る
か

 

・
社
内
関
係
箇
所
と
の
情
報
連
絡

 

・
情
報
収
集
、
確
認
、
整
理

 

・
適
切
な
情
報
収
集
、
整
理
を
行
い
、
遅
滞
な
く
社
内

関
係

個
所

お
よ

び
本

部
要

員
と

情
報

共
有

が
で

き

る
 

４
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
発
電
所
の

E
A

L
判
断
・

FA
X
情
報
に

つ
い
て
は
最
優
先
事
項
と
し
て
速

や
か
に
本
部
内
に
周
知
で
き
て
い
る
か

 

５
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
ト
ー
ン
リ
ン
ガ
や
テ
レ
ビ
会
議
お
よ
び
愛
媛
県
庁
派
遣
者
か
ら
の
情
報
に

つ
い
て
、
適
切
に
社
内
関
係
個
所
お
よ
び
本
部
要
員
へ
連
携
で
き
て
い
る
か

 

６
．
情
報
連
絡
班
は
、
ト
ー
ン
リ
ン
ガ
に
て
発
電
所
の
発
生
事
象
な
ら
び
に
社
内
関
係
個
所
と
の
情

報
を
正
確
に
把
握
し
、
情
報
連
絡
班
長
へ
連
絡
で
き
て
い
る
か

 

７
．
情
報
連
絡
班
は
、
発
電
所
が
入
力
す
る
時
系
列
シ
ス
テ
ム
の
内
容
つ
い
て
必
要
事
項
（
Ｅ
Ａ
Ｌ

判
断
・
プ
ラ
ン
ト
状
況
・
戦
略
な
ど
）
の
入
力
漏
れ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班

へ
情
報
共
有
す
べ
き
事
項
に
関
し
て
取
捨
選
択
し
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
に
入
力
で
き
て
い
る
か

 

 所
外
対
応
（
情
報
連
絡
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
愛
媛
県
庁
派
遣
者
と
の
情
報
連
絡

 
・
愛
媛
県
庁
派
遣
者
か
ら
の
情
報
に
つ
い
て
、
遅
滞
な

く
社

内
関

係
個

所
お

よ
び

本
部

要
員

と
情

報
共

有

が
で
き
る

 

８
．
情
報
連
絡
班
は
、
愛
媛
県
庁
派
遣
者
か
ら
時
系
列
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
連
携
さ
れ
た
情
報
に
つ
い

て
、
本
部
内
周
知
が
必
要
な
も
の
を
整
理
し
情
報
連
絡
班
長
へ
連
絡
で
き
て
い
る
か
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○
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応
機

能

Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
（
１
／
２
）

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
体
制
の
確
立

・
非

常
準

備
体

制
発

令
に

よ
っ

て
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

ブ
ー

ス
の

通
信

連
絡

設
備

の
立

ち
上

げ
が

速
や

か
に

で

き
る

・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応

班
総

括
の

も
と

Ｅ
Ｒ

Ｃ
対

応
班

体
制

に
つ
い
て
確
立
で
き
る

１
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
総
括
は
、
本
部
長
の
非
常
準
備
体
制
発
令
に
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
活
動
開
始
指
示
を
も

っ
て
、
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
の
参
集
を
指
示
で
き
て
い
る
か

 
（
事
象
に
よ
っ
て
、
非
常
準
備
体
制
発
令
前
の
活
動
開
始
も
可
）

２
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
総
括
は
、
各
班
か
ら
参
集
し
た
要
員
に
つ
い
て
、
各
役
割
を
与
え
指
示
で
き
て

い
る
か

３
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
、
参
集
指
示
か
ら
１
５
分
以
内
で
所
定
の
通
信
連
絡
設
備
の
立
ち
上
げ
が
完

了
で
き
て
い
る
か

４
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
（

リ
エ
ゾ
ン
対
応
窓
口
）
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン
担
当
者
の
連
絡
先
を
確
認
で

き
て
い
る
か

・
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応

・
事

故
の
進
展
予
測
に
つ
い
て
、
必
要
な
情
報
を
整
理

し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
へ
積
極
的
な
情
報
提
供
が
で
き
る

・
Ｃ

Ｏ
Ｐ
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
フ
ロ
ー
を
活
用
し
た
説
明
が

で
き
る

・
戦
略
の
流
れ
（
フ
ロ
ー
図
）
の

説
明
に
お
い
て
、
活

動
時
間
を
織
り
込
ん
だ
説
明
が
で
き
る

・
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン
と
の
情
報
連
携
が
で
き
る

５
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
総
括
は
、
各
班
か
ら
の
情
報
に
つ
い
て
総
括
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（
ス
ピ
ー
カ

）

に
対
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
へ
の
説
明
を
指
示
で
き
て
い
る
か
（
１
０
条
確
認
会
議
・
１
５
条
認
定
会
議

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ヒ
ッ
ト
と
な
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
は
最
優
先
に
連
携
）

６
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
総
括
は
、
１
０
条
確
認
会
議
お
よ
び
１
５
条
認
定
会
議
に
お
い
て
、
本
部
長
へ

会
議
開
催
の
案
内
を
実
施
し
、
会
議
へ
の
出
席
を
依
頼
で
き
て
い
る
か

７
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（
ス
ピ
ー
カ
）
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
を
開
始
す
る
際
に
所
属
・
氏
名
を
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
相
互
の
Ｉ
Ｐ
電
話
・
衛
星
電
話
の
番
号
を
確
認
で
き
て
い
る
か

８
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（

ス
ピ
ー
カ
）
は
、
事
実
お
よ
び
現
時
点
で
実
施
し
て
い
る
事
項
だ
け
を
説
明

し
、
推
測
や
憶
測
を
安
易
に
発
言
し
て
い
な
い
か

９
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（
ス
ピ
ー
カ
）
は
、
説
明
時
に
書
画
装
置
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
用
い
て
、
分
か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
て
い
る
か
 

1
0
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（

ス
ピ
ー
カ
）
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
的
確
な

回
答
が
で
き
て
い
る
か
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Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
（
２
／
２
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

（
続
き
）

 
（
続
き
）

 
1
1
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（
ス
ピ
ー
カ
）
は
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
事
象
発
生
を
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
へ
説
明
す
る
際
、

Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
フ
ロ
ー
を
用
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
て
い
る
か
 

1
2
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（

ス
ピ
ー
カ
）
は
、
複
数

の
Ｅ
Ａ
Ｌ
事
象
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
優

先
順
位
を
考
慮
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
へ
の
説
明
が
適
切
に
対
応
で
き
て

い
る
か
（
１
０
条

確
認
会
議
・
１
５
条
認
定
会
議
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ヒ
ッ
ト
と
な
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
は
最

優
先
に
連
携
）
 

1
3
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
説
明
者
（
ス
ピ
ー
カ
）
は
、
戦
略

の
流
れ
（
フ
ロ
ー
図
）
の
説
明
を
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト

班
へ
す
る
際
、
活
動
時
間
を
織
り
込
ん
だ
説
明
が
で
き
て
い
る
か
 

1
4
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
、
各
班
か
ら
の
情
報
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
、
情
報
連
絡
メ
モ
な
ど
）
ま
た
は
時
系
列
シ

ス
テ
ム
な
ど
か
ら
情
報
を
入
手
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
総
括
へ
の
情
報
連
携
が
で
き
て
い
る
か
 

1
5
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は

、
時
系
列
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
Ｅ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
質
問
お
よ
び
回
答
を
整
理

で
き
て
い
る
か
 

1
6
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン
に
対
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
説
明
者
（
ス
ピ
ー
カ
）
が

説
明
し
た
資
料
を
速
や
か
に
情
報
連
携
し
対
応
で
き
て
い
る
か
 

1
7
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
や
リ
エ
ゾ
ン
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
質
問
対
応
メ
モ
を
作
成

し
、
松
山
本
部
各
班
へ
内
容
を
連
携
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
質
問
対
応
メ
モ
の
処
理
状
況

に
つ
い
て
情
報
管
理
で
き
て
い
る
か
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紙
－
２
（

31
/4

6）
 

○
対

策
実

施
機
能

 

調
査
・
復
旧
（
調
査
復
旧
班
）

 

活
 

動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
本
部
内
の
運
営
に
必
要
は
機
器
の
立
ち
上
げ

 

・
情
報
連
絡
班
体
制
の
確
立

 

・
災

害
対

策
室

の
運

営
に

必
要

な
機

器
の

立
ち

上
げ

が
で
き
る

 

・
調

査
復

旧
班

長
の

も
と

調
査

復
旧

班
体

制
に

つ
い

て
確
立
で
き
る

 

１
．
調
査
復
旧
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
総
括
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
調
査
復
旧
班
長
は
、
班
員
に
各
役
割
を
与
え
指
示
で
き
て
い
る
か

 

３
．
調
査
復
旧
班
は
、
６
階
に
あ
る
災
害
対
策
室
へ
の
参
集
指
示
か
ら
、
１
５
分
以
内
に
必
要
な
機

器
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
，
Ｔ
Ｓ
Ｃ
，
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
，
電
子
黒
板
）
の
立
ち
上
げ
が
完
了
で
き
て
い
る
か

 

４
．
調
査
復
旧
班
は
、
発
電
所
、
災
害
対
策
本
部
（
高
松
）
の
調
査
復
旧
班
の
窓
口
お
よ
び
連
絡
先

を
確
認
で
き
て
い
る
か

 

・
本
部
内
要
員
と
の
情
報
連
絡

 

・
情
報
収
集
、
確
認
、
整
理

 

・
伊
方
発
電
所
へ
の
助
言
・
支
援

 

・
事
象
に
関
す
る
状
況
が
把
握
で
き
る

 

・
原

子
力

災
害

の
発

生
ま

た
は

拡
大

の
防

止
の

た
め

に
必
要
な
措
置
の
支
援
が
で
き
る

 

５
．
調
査
復
旧
班
は
、
作
成
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
お
よ
び
発
電
所
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
係
る
情
報
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
な
ど
）
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
、
Ｔ
Ｓ
Ｃ
な
ど
を
活
用
し
て
、
速
や
か
に
本
部
内

に

情
報
共
有
で
き
て
い
る
か
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
、
情
報
連
絡
メ
モ
に
よ
る
連

携
）
 

６
．
調
査
復
旧
班
は
、
発
電
所
か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
係
る
情
報
を
確
認
し
、
事
故
の
状
況
お
よ

び
影
響
範
囲
を
適
切
に
評
価
で
き
て
い
る
か
 

７
．
調
査
復
旧
班
は
、
事
象
進
展
予
測
等
に
基
づ
い
て
、
異
常
拡
大
防
止
対
策
を
適
切
に
把
握
、
評

価
で
き
て
い
る
か
 

８
．
調
査
復
旧
班
は
、
収
集
さ
れ
た
発
電
所
の
情
報
を
本
部
内
で
共
有
す
る
た
め
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
等
が
活
用
で
き
て
い
る
か
 

９
．
調
査
復
旧
班
は
、
伊
方
発
電
所
の
対
応
に
つ
い
て
評
価
し
、
必
要
に
よ
り
助
言
お
よ
び
支
援
が

で
き
て
い
る
か
 

1
0
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
か
ら
連
携
さ
れ
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
迅
速
に
質
問
回
答
の
処
理

（
発
電
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
）
が
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
発
電
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を
付
け
て
回
答
を
要
求
で
き
て
い
る
か
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紙
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技
術
支
援
（
技
術
支
援
班
）

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
技
術
支
援
班
体
制
の
確
立

・
技

術
支

援
班

長
の

も
と

技
術

支
援

班
体

制
に

つ
い

て
確
立
で
き
る

１
．
技
術
支
援
班
長
は

、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
総
括
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

２
．
技
術
支
援
班
長
は

、
班
員
に
各
役
割
を
与
え
指
示
で
き
て
い
る
か

３
．
技
術
支
援
班
は
、
発
電
所
、
災
害
対
策
本
部
（
高
松
）
の

技
術
支
援
班
の
窓
口
お
よ
び
連
絡
先

を
確
認
で
き
て
い

る
か

・
放
射
線
被
害
状
況
の
情
報
収
集

・
発

電
所

で
測

定
し

た
放

射
線

量
の

結
果

を
集

約
で

き
る

・
発

電
所

に
お

け
る

周
辺

区
域

で
の

放
射

線
被

害
状

況
の
情
報
収
集
を
実
施
す
る

４
．
技
術
支
援
班
長
は
、
作
成
し
た
資
料
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
指
揮
本
部
等
へ
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
わ
か

り
や
す
い
説
明
が
で
き
て
い
る
か

５
．
技
術
支
援
班
長
は
、
事
故
状
況
お
よ
び
放
射
線
被
害
状
況
・
Ｓ
Ｆ
Ｐ
の
情

報
に
つ
い
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ

な
ど
を
作
成
し
、
適
切
に
本
部
内
へ
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
に
つ
い
て
は

Ｃ
Ｏ
Ｐ
、
情
報
連

絡
メ
モ
に
よ
る
連
携
）

６
．
技
術
支
援
班
は
、

発
生
事
象
を
正
確
に
確
認
し
、
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か

７
．
技
術
支
援
班
は
、
環
境
モ
ニ
タ
情
報
を
入
手
し
、
放
射
線
に
よ
る
被
害
状
況
を
適
切
に
把
握
で

き
て
い
る
か

８
．
技
術
支
援
班
は
、
収
集
さ
れ
た
発
電
所
の
情
報
を
本
部
内
で
共
有
す
る
た
め
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
等
が
活
用
で
き

て
い
る
か

９
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
か
ら
連
携
さ
れ
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
迅
速
に
質
問
回
答
の
処
理

（
発
電
所
へ
の
問

い
合
わ
せ
等
）
が
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
発
電
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要

な
も
の
に
つ
い
て

は
、
優
先
順
位
を
付
け
て
回
答
を
要
求
で
き
て
い
る
か

102



別
紙
－
２
（

33
/4

6）
 

○
広

報
機

能
 

報
道
班
（
１
／
２

）
 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
報
道
班
体
制
の
確
立

 
・

報
道

班
長

の
も

と
報

道
班

体
制

に
つ

い
て

確
立

で

き
る

 

１
．
報
道
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
総
括
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
報
道
班
長
は
、
班
員
に
各
役
割
を
与
え
指
示
で
き
て
い
る
か

 

３
．
報
道
班
は
、
発
電
所
、
災
害
対
策
本
部
（
高
松
）
の
報
道
班
の
窓
口
お
よ
び
連
絡
先
を
確
認
で

き
て
い
る
か

 

・
プ
レ
ス
文
の
作
成

 

・
発
電
所
、
災
害
対
策
本
部
（
高
松
）
の
報
道
班

と
の
情
報
連
携

 

・
リ
エ
ゾ
ン
（
東
京
）
へ
の
情
報
提
供

 

・
原

子
力

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

お
け

る
災

害
状

況
等
に
関
す
る
広
報
対
応
が
で
き
る

 

・
必

要
な
プ
レ
ス
資
料
（
Ｑ
＆
Ａ
含
む
）
の
作
成
を
関

係
各
所
へ
依
頼
し
集
約
で
き
る

 

４
．
報
道
班
長
は
、
プ
レ
ス
資
料
に
つ
い
て
は
、
指
揮
本
部
に
内
容
の
了
承
を
得
て
い
る
か

 

５
．
報
道
班
長
は
、
プ
レ
ス
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
状
況
等
を
、
社
内
関
係
個
所
に
適
切
に
報
告
で
き

て
い
る
か

 

６
．
報
道
班
は
、
プ
レ
ス
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
に
本
部
内
お
よ
び
Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン
へ

情
報
共
有
で
き
て
い
る
か
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
に
つ
い
て
は
情
報
連
絡
メ
モ
に
よ
る
連
携
）

 

７
．
報
道
班
は
、
プ
レ
ス
文
お
よ
び
Ｑ
Ａ
に
つ
い
て
、
事
象
変
化
の
都
度
、
関
係
者
と
協
力
し
な
が

ら
作
成
で
き
て
い
る
か

 

８
．
報
道
班
は
、
通
報
事
象
や
社
会
的
関
心
事
項
な
ど
災
害
状
況
に
関
す
る
プ
レ
ス
資
料
を
速
や
か

に
作
成
で
き
て
い
る
か

 

９
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
か
ら
連
携
さ
れ
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
迅
速
に
質
問
回
答
の
処
理

（
発
電
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
）
が
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
発
電
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を
付
け
て
回
答
を
要
求
で
き
て
い
る
か

 

・
プ
レ
ス
対
応

 
・
プ
レ
ス
資
料
を
マ
ス
コ
ミ
に
説
明
し
、
プ
レ
ス
Ｑ
Ａ

に
つ
い
て
も
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
る

 

８
．
愛
媛
県
庁
派
遣
者

は
、
プ
レ
ス
会
見
開
始
ま
で
の
間
、
現
地
で
プ
ラ
ン
ト
状
況
を
把
握
・
共
有

で
き
て
い
る
か
 

９
．
愛
媛
県
庁
派
遣
者
は
、
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
最
新
の
情

報
を
共
有
で
き
て
い
る
か
 

1
0
．
愛
媛
県
庁
派
遣
プ
レ
ス
発
表
者
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
要
点
を
ま
と
め
て
説
明

で
き
て
い
る
か
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報
道
班
（
２
／
２
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

（
続
き
）

 
（
続
き
）

 
1
1
．
愛
媛
県
庁
派
遣
プ
レ
ス
発
表
者
は
、
プ
レ
ス
中
に
新
し
い
情
報
が
入
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

落
ち
着
い
て
説
明
で
き
て
い
る
か
 

1
2
．
愛
媛
県
庁
派
遣
プ
レ
ス
発
表
者
は
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
適
切
な
対
応
が
で
き

て
い
る
か
 

1
3
．
報
道
班
は
、
本
店
と
連
携
し
プ
レ
ス
資
料
の
Ｈ
Ｐ
連
携
が
で
き
て
い
る
か
 

 ○
ロ

ジ
ス

テ
ィ
ク

ス
機
能

 

総
務
班
（
１
／
２
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
総
務
班
体
制
の
確
立

 
・

総
務

班
長

の
も

と
総

務
班

体
制

に
つ

い
て

確
立

で

き
る

 

１
．
総
務
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
総
括
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
総
務
班
長
は
、
班
員
に
各
役
割
を
与
え
指
示
で
き
て
い
る
か

 

３
．
総
務
班
は
、
発
電
所
、
災
害
対
策
本
部
（
高
松
）
の
総
務
班
の
窓
口
お
よ
び
連
絡
先
を
確
認
で

き
て
い
る
か

 

・
本
部
運
営
の
維
持

 

・
情
報
収
集
、
確
認
、
整
理

 

・
本
部
の
運
営
維
持
に
つ
い
て
対
応
で
き
る

 
４
．
総
務
班
長
は
、
作

成
し
た
資
料
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
指
揮
本
部
等
へ
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
て
い
る
か

 

５
．
総
務
班
は
、
発
電

所
の
避
難
状
況
や
傷
病
者
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
適
切
に
本
部
内
へ
情
報
共

有
で
き
て
い
る
か
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
に
つ
い
て
は
情
報
連
絡
メ
モ
に
よ
る
連
携
）

 

５
．
総
務
班
は
、
原
子

力
保
安
研
修
所
が
地
震
・
停
電
な
ど
で
被
災
し
た
場
合
、
総
括
の
指
示
の
も

と
原
子
力
保
安
研
修
所
の
施
設
状
況
を
把
握
し
対
応
で
き
て
い
る
か

 

６
．
総
務
班
は
、
本
部
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
，
コ
ピ
ー
等
の
配
布
、
事
務
用
品
の
補
充
な

ど
、
適
切
に
実
施
で
き
て
い
る
か
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総
務
班
（
２
／
２
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

（
続
き
）

 
（
続
き
）

 
７
．
総
務
班
は
、
発
電

所
の
状
況
を
確
認
し
、
本
部
の
運
営
維
持
に
必
要
な
食
糧
、
宿
泊
な
ど
の

手

配
が
実
施
で
き
て
い
る
か

 

８
．
総
務
班
は
、
災
害
対
策
本
部
（
高
松
）
と
調
整
し
、
後
方
支
援
拠
点
活
動
に
必
要
な
要
員
の
食

糧
、
宿
泊
な
ど
の
手
配
が
実
施
で
き
て
い
る
か

 

９
．
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
班
か
ら
連
携
さ
れ
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
迅
速
に
質
問
回
答
の
処

理
（
発
電
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
）
が
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
発
電
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を
付
け
て
回
答
を
要
求
で
き
て
い
る
か

 

・
原
子
力
災
害
医
療
の
措
置

 
・
負
傷
者
等
の
救
助
、
そ
の
他
の
原
子
力
災
害
医
療

に
関
す
る
措
置
を
実
施
で
き
る

 

1
0
．
発
電
所
総
務
班
の
支
援
と
し
て
、
負
傷
者
の
救
助
、
そ
の
他
の
原
子
力
災
害
医
療
に
関
す
る
措

置
を
実
施
で
き
て
い
る
か
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（
Ｂ

）
即

応
セ

ン
タ

ー
が

発
電

所
を

支
援

す
る

た
め

の
活

動
を

主
体

と
し

た
機

能
（

即
応

セ
ン

タ
ー

高
松

 
災

害
対

策
本

部
機

能
）

○
本

部
運

営
機
能

（
事
務

局
長
）

活
 

動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
異
常
事
象
発
生
時
に
お
け
る
社
長
、
原
子
力

本
部
長
へ
の
報
告

・
社
長
に
よ
る
非
常
体
制
発
令
、
体
制
区
分
変

更
指
示
時
に
お
け
る
、
社
内
関
係
箇
所
へ
の

指
示
伝
達

・
異
常
事
象
発
生
時
に
お
け
る
社
長
、
原
子
力
本
部

長
へ
の
報
告
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

・
社
長
に
よ
る
非
常
体
制
発
令
、
体
制
区
分
変
更
指

示
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
社
内
関
係
箇
所
へ
の

指
示
伝
達
を
適
切
に
実
施
で
き
る

１
．
 事

務
局
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
非
常
体
制
の
発
令
の
報
告
を
受
け
た
場
合
、
速
や
か
に
情
報

連
絡
班
長
へ
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
お
よ
び
関
係
各
部
長
へ
の
連
絡
、
災
害
対
策
要
員
等
の

非
常
招
集
を
指

示
で
き
て
い
る
か
 

２
．
異
常
事
象
発
生
時
に
お
け
る
社
長
、
原
子
力
本
部
長
へ
の
報
告
が
迅
速
に
実
施
で
き
て
い
る

か
 
 

３
．
非
常
体
制
発
令
、
体
制
区
分
変
更
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
社
内
関
係
箇
所
へ
の
指
示

伝
達
を
適
切
に
実
施
で
き
て
い
る
か
 

・
第
１
種
非
常
事
態
発
生
時
に
お
け
る
他
の
原

子
力
事
業
者
へ
の
協
力
要
請
の
指
示

・
発
電
所
災
害
対
策
本
部
か
ら
要
請
が
あ
っ
た

場
合
に
お
け
る
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
要
請
の
指
示

・
第
１
種
非
常
事
態
発
生
時
に
お
け
る
他
の
原
子
力

事
業
者
へ
の
協
力
要
請
の
指
示
を
適
切
に
実
施
で

き
る

・
発
電
所
災
害
対
策
本
部
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
お
け
る
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
協
力
要
請
の
指
示
を
適
切
に
実
施
で
き
る

４
．
第
１
種
非
常
事
態
発
生
時
に
お
け
る
他
の
原
子
力
事
業
者
へ
の
協
力
要
請
の
指
示
を
適
切
に

実
施
で
き
て
い
る
か
 

５
．
発
電
所
災
害
対
策
本
部
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
協
力
要
請
の
指
示
を
適
切
に
実
施
で
き
て
い
る
か
 

106



別
紙
－
２
（

37
/4

6）
 

○
情

報
連

絡
機
能

 

所
内
・
所
外
対
応
（
情
報
連
絡
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
災
害
対
策
本
部
の
設
置
 

・
災
害
対
策
本
部
指
令
の
伝
達
 

・
各
災
害
対
策
本
部
と
の
情
報
連
絡
 

・
各
班
情
報
の
収
集
 

・
社
内
関
係
個
所
と
の
情
報
連
携

 

・
情

報
連

絡
班

長
の

も
と

情
報

連
絡

班
体

制
に

つ
い

て
確
立
で
き
る

 

・
非

常
体
制
の
発
令
か
ら
１
５
分
以
内
に
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
で
き
る
 

・
事

務
局
長
の
指
示
、
発
電
所
か
ら
の
要
請
等
に
つ

い
て
関
係
箇
所
へ
の
伝
達
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
社

内
関
係
個
所
と
の
情
報
連
携
が
十
分
に
で
き
る

 

１
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
お
よ
び
各
班
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
事
務
局
長
へ
報

告
で
き
て
い
る

か
 

２
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
事
務
局
長
よ
り
災
害
対
策
本
部
の
設
置
の
指
示
を
受
け
た
場
合
に
は
１
５

分
以
内
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
で
き
て
い
る
か
 

３
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
事
務
局
長
よ
り
非
常
体
制
区
分
の
変
更
、
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援

拠
点
の
立
ち
上
げ
準
備
を
開
始
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
た
場
合
、
必
要
な
措
置
を
実
施
で
き
て

い
る
か
 

４
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
事
務
局
長
よ
り
非
常
体
制
発
令
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、
各
班
長
へ
災

害
対
策
要
員
等
の
非
常
招
集
を
指
示
で
き
て
い
る
か
 

５
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
事
務
局
長
よ
り
非
常
体
制
発
令
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、
本
店
非
常
災

害
対
策
室
に
災
害
対
策
本
部
の
資
機
材
等
を
設
置
で
き
て
い
る
か
 

６
．
情
報
連
絡
班
は
、
発
電
所
情
報
連
絡
班
の
支
援
と
し
て
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
事
象
に
関
す
る
情
報
の
整
理
お
よ
び
内
閣
総
理
大
臣
、
原
子
力
規
制
委
員
会
、
関
係
地
方

公
共
団
体
の
長
、
そ
の
他
関
係
者
と
の
連
絡
を
調
整
で
き
て
い
る
か
 

７
．
情
報
連
絡
班
は
、
事
務
局
長
か
ら
指
示
さ
れ
た
事
項
を
、
適
切
に
情
報
連
絡
班
員
お
よ
び
他
班

へ
連
携
で
き
て
い
る
か
 

８
．
情
報
連
絡
班
は
、
必
要
な
情
報
を
整
理
す
る
た
め
に
資
料
等
を
集
約
し
、
情
報
が
輻
輳
し
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
る
か
 

９
．
情
報
連
絡
班
は
、
各
班
の
連
絡
窓
口
の
電
話
番
号
を
と
り
ま
と
め
て
、
各
拠
点
に
周
知
で
き
て

い
る
か
 

1
0
．
情
報
連
絡
班
は

、
報
道
班
長
へ
、
報
道
用
の
資
料
を
整
理
し
連
携
で
き
て
い
る
か
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活
 
動
 
項
 
目
 

達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目
 

 

（
続

き
）

 
1
1
．
情
報
連
絡
班
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
お
よ
び
報
道
機
関
以
外
の
関
係
機
関
（
電
事
連
、
他
電
力
、
Ｗ
Ａ
Ｎ

Ｏ
等
）
へ
の
情
報
に
つ
い
て
も
整
理
し
、
必
要
な
情
報
の
み
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
て
連
携
す
る
よ
う
努

め
て
い
る
か
 

1
2
．
情
報
連
絡
班
は
、
発
電
所
が
行
う
応
急
措
置
に
係
る
法
令
上
の
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に

必
要
な
資
料
を
作
成
で
き
て
い
る
か
 

1
3
．
情
報
連
絡
班
は
、
原
子
力
防
災
管
理
者
か
ら
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

要
請
の
連
絡
を

受
け
た
場
合
に
は
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
に
支
援
を
要
請
で

き
て
い
る
か
 

1
4
．
情
報
連
絡
班
は
、
発
電
所
か
ら
通
報
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
各
種
情
報
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
け
ば
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

コ
ピ
ー
お
よ
び

災
害
対
策
本
部
要
員
へ
配
布
し
、
災
害
対
策
本
部
要
員
間
の
情
報
共
有
化
を
図

っ
て
い
る
か
 

1
5
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
マ
イ
ク
で
そ
の
内
容
を
読
み
上
げ
、
早
期
の
情
報
共
有

化
を
図
っ
て
い
る
か
 

・
美
浜
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
報
連

絡
 

・
美
浜
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
要

請
 

・
美
浜
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
と
、
輸
送
手

段
、
輸
送
経
路
等
に
関
す
る
調
整
 

・
第

１
種

非
常

事
態

ま
た

は
第

２
種

非
常

事
態

発
生

時
に

お
け

る
美

浜
緊

急
事

態
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
通

報
連

絡
が
迅
速
か
つ
適
切
に
で
き
る

 

・
発

電
所

か
ら

美
浜

緊
急

事
態

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

協
力

要
請

が
あ

っ
た

場
合

に
お

け
る

美
浜

緊
急

事
態

支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
要
請
が
適
切
に
で
き
る

 

・
美

浜
緊

急
事

態
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

派
遣

に
つ

い
て

、
美
浜
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
連
携

が
適

切
に
で
き
る

 

1
6
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
第
１
種
非
常
事
態
の
発
生
に
つ
い
て
通
報
が
行
わ
れ
た
場
合
、
美
浜
原
子

力
緊

急
事

態
支

援
セ

ン
タ

ー
に

原
災

法
１

０
条

基
づ

く
通

報
を

実
施

し
た

旨
を

情
報

連
絡

で

き
て
い
る
か
 

1
7
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
第
２
種
非
常
事
態
の
発
生
に
つ
い
て
通
報
が
行
わ
れ
た
場
合
、
美
浜
原
子

力
緊

急
事

態
支

援
セ

ン
タ

ー
に

原
災

法
１

５
条

基
づ

く
報

告
の

実
施

し
た

旨
を

情
報

連
絡

で

き
て
い
る
か
 

1
8
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
発
電
所
に
支
援
の
要
否
を
確
認
し
、
発
電
所
か
ら
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態

支
援
セ
ン
タ
ー

の
支
援
要
請
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
支
援
要
請
が

で
き
て
い
る
か
 

1
9
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
対
策
本
部
に
、
原

子
力
災
害
の
発

生
状
況
、
当
社
の
連
絡
先
（
災
害
対
策
本
部
お
よ
び
支
援
拠
点
）
お
よ
び
今
後

の
進
展
予
測
等

に
つ
い
て
、
適
宜
情
報
を
連
携
で
き
て
い
る
か
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活
 
動
 
項
 
目
 

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目
 

・
後
方
支
援
拠
点
へ
の
情
報
連
携

2
0
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
支
援
拠
点
統
括
責
任
者
に
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
に
支

援
要
請
し
た
旨
を
連
絡
で
き
て
い
る
か
 

2
1
．
情
報
連
絡
班
長
は
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
派
遣
要
員
へ
必
要
な
情
報
を
連
絡

で
き
て
い
る
か
 

○
Ｅ

Ｒ
Ｃ

対
応
機

能
（
Ｅ

Ｒ
Ｃ
班

）

活
 
動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

・
Ｅ
Ｒ
Ｃ
へ
の
情
報
連
携
支
援

・
状
況
に
応
じ
、
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
に
お
け
る

Ｅ
Ｒ

Ｃ
へ

の
情

報
連

携
の

支
援

を
適

切
に

実
施

で

き
る

・
情
報
連
絡
班
は
必
要
に
応
じ
、
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
に
お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ｃ
へ
の
情
報
連
携
の
支

援
が
で
き
て
い
る
か
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 ○
対

策
実

施
機
能

 

調
査
・
復
旧
（
調
査
復
旧
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
事
故
状
況
の
把
握
 

・
電
力
系
統
の
運
用
、
需
給
調
整
 

・
復
旧
資
機
材
の
緊
急
調
達
輸
送
 

・
メ
ー
カ
ー
へ
の
協
力
要
請

 

・
本
部
内
要
員
と
の
情
報
連
絡

 

・
情
報
収
集
、
確
認
、
整
理

 

・
伊
方
発
電
所
へ
の
助
言
・
支
援

 

  

・
調

査
復

旧
班

長
の

も
と

調
査

復
旧

班
体

制
に

つ
い

て
確
立
で
き
る

 

・
事
故
状
況
の
把
握
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
系
統
運
用
部
と
調
整
し
、
外
部
電
源
の
状
況
の
確

認
お
よ
び
復
旧
の
調
整
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
必
要
な
資
機
材
、
物
資
の
輸
送
調
達
依
頼
を
適
切

に
実
施
で
き
る
 

・
メ
ー
カ
ー
へ
協
力
要
請
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
事
象
に
関
す
る
状
況
が
把
握
で
き
る

 

・
原

子
力

災
害

の
発

生
ま

た
は

拡
大

の
防

止
の

た
め

に
必
要
な
措
置
の
支
援
が
で
き
る

 

１
．
調
査
復
旧
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
情
報
連
絡
班
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
調
査
復
旧
班
は
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
お
よ
び
発
電
所
調
査
復
旧
班
、
発
電
所
運
転
班
の
支

援
と
し
て
、
以
下
の
項
目
が
実
施
で
き
て
い
る
か
 

・
事
象
に
関
す
る
状
況
の
把
握
 

・
原
子
力
災
害
の
発
生
ま
た
は
拡
大
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
支
援
 

・
防
災
に
関
す
る
施
設
ま
た
は
設
備
の
整
備
お
よ
び
点
検
な
ら
び
に
応
急
の
復
旧
 

３
．
調
査
復
旧
班
は
発
電
所
で
行
う
応
急
措
置
の
状
況
を
適
切
に
後
追
い
し
、
事
態
の
状
況
を
評
価

の
う
え
、
情
報
連
絡
班
長
（
松
山
）
へ
連
携
で
き
て
い
る
か
 

４
．

調
査

復
旧

班
は

災
害

対
策

本
部

（
松

山
）
、

原
子

力
防

災
管

理
者

や
発

電
所

調
査

復
旧

班
長

か

ら
応
急
措
置
の
助
言
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
対
策
を
立
案
し
、
発
電
所
へ
連
携
で
き
て
い

る
か
 

５
．
調
査
復
旧
班
は
必
要
に
応
じ
て
系
統
運
用
部
と
調
整
し
、
外
部
電
源
の
状
況
の
確
認
お
よ
び
復

旧
の
調
整
を
適
切
に
実
施
で
き
て
い
る
か
 

６
．
調
査
復
旧
班
は
必
要
に
応
じ
て
メ
ー
カ
ー
へ
の
協
力
要
請
、
到
着
状
況
の
報
告
を
実
施
で
き
て

い
る
か
 

７
．
調
査
復
旧
班
は
発
電
所
が
行
う
応
急
措
置
に
必
要
な
資
機
材
を
総
務
班
長
と
協
調
し
な
が
ら
適

切
に
手
配
で
き
て
い
る
か
 

８
．
調
査
復
旧
班
は
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
等
で
行
う
事
象
進
展
予
測
の
評
価
活
動
を
支
援
す
る

た
め
有
効
性
評
価
の
解
析
結
果
等
の
情
報
提
供
を
適
宜
行
い
、
事
象
進
展
予
測
の
評
価
結
果
か

ら
、
原
子
力
災
害
の
拡
大
の
防
止
の
た
め
特
に
必
要
な
場
合
は
、
事
務
局
長
と
協
議
の
上
、
必

要
な
措
置
を
原
子
力
防
災
管
理
者
ま
た
は
発
電
所
調
査
復
旧
班
長
へ
指
示
で
き
て
い
る
か
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活
 

動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

 
 

９
．
調
査
復
旧
班
は
各

班
か
ら
情
報
連
絡
班
に
依
頼
し
た
事
項
や
そ
の
回
答
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
載
す
る
な
ど
に
よ
り
、
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
か
 

1
0
．
調
査
復
旧
班
は
プ

ラ
ン
ト
状
態
（
事
故
状
況
）
を
確
認
し
、
系
統
図
等
に
必
要
な
情
報
を
記
入

す
る
な
ど
し
、
適
切
に
情
報
の
共
有
化
を
実
施
で
き
て
い
る
か
 

1
1
．
調
査
復
旧
班
は
状

況
把
握
に
基
づ
く
、
必
要
な
関
係
資
料
を
収
集
・
整
理
で
き
て
い
る
か
（
設

計
図
書
、
規
格
・
基
準
、
工
事
記
録
等
）
 

1
2
．
調
査
復
旧
班
は
法
定
報
告
が
必
要
な
場
合
は
、
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る

等
の
対
応
が
で
き
て
い
る
か
 

1
3
．
調
査
復
旧
班
は
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
者
ブ
ー
ス
よ
り
情
報
共
有
会
議
用
の
資
料
作
成
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
要
な
資
料
を
作
成
等
の
対
応
が
で
き
て
い
る
か
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技
術
支
援
（
技
術
支
援
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
技
術
支
援
班
体
制
の
確
立

 

・
放
射
線
被
害
状
況
の
把
握
 

・
放
射
線
管
理
の
総
括
 

・
他

の
原

子
力

事
業

者
へ

の
情

報
連

携
お

よ
び

協
力
要
請

 

  

・
技

術
支

援
班

長
の

も
と

技
術

支
援

班
体

制
に

つ
い

て
確
立
で
き
る

 

・
放
射
線
被
害
状
況
の
把
握
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
伊
方
発
電
所
災
害
対
策
本
部
、
災
害
対
策
本
部

（
松
山
）
等
の
放
射
線
管
理
活
動
の
支
援
を
適
切

に
実
施
で
き
る
 

・
非
常
準
備
事
態
発
生
時
に
お
け
る
他
の
原
子
力
事

業
者
へ
の
情
報
連
絡
を
迅
速
に
実
施
で
き
る
 

・
非
常
事
態
発
生
時
に
お
け
る
他
の
原
子
力
事
業
者

へ
の
協
力
要
請
を
迅
速
に
実
施
で
き
る
 

・
他

の
原

子
力

事
業

者
へ

の
協

力
要

請
の

状
況

に
つ

い
て
、
災
害
対
策
本
部
内
に
お
け
る
情
報
連
携
を
適
切

に
実
施
で
き
る

 

１
．
技
術
支
援
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
情
報
連
絡
班
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
技
術
支
援
班
は
発
電
所
技
術
支
援
班
の
支
援
と
し
て
、
放
射
線
被
害
状
況
の
把
握
を
行
っ
て
い

る
か
 

３
．
技
術
支
援
班
は
発
電
所
で
測
定
し
た
放
射
線
量
の
結
果
を
収
集
で
き
て
い
る
か
 

４
．
技
術
支
援
班
は
発
電
所
に
お
け
る
応
急
措
置
に
携
わ
る
要
員
の
被
ば
く
線
量
を
集
約
し
、
必
要

に
応
じ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
の
報
告
等
に
係
る
資
料
を
作
成
の
上
、
情
報
連
絡
班
長
へ
連

携
で
き
て
い
る
か
 

５
．
技
術
支
援
班
は
発
電
所
に
お
け
る
周
辺
区
域
で
の
放
射
線
被
害
状
況
の
情
報
収
集
が
で
き
て
い

る
か
 

６
．
技
術
支
援
班
は
発
電
所
技
術
支
援
班
か
ら
依
頼
を
受
け
た
場
合
、
伊
方
発
電
所
に
お
け
る
個
人

線
量
の
集
計
業
務
を
実
施
で
き
て
い
る
か
 

７
．
技
術
支
援
班
は
発
電
所
技
術
支
援
班
か
ら
依
頼
を
受
け
た
場
合
、
伊
方
発
電
所
に
お
け
る
放
射

線
作
業
届
に
関
す
る
業
務
を
実
施
で
き
て
い
る
か
 

８
．

技
術

支
援

班
は

非
常

準
備

事
態

の
発

生
に

つ
い

て
通

報
が

行
わ

れ
た

場
合

、
「

原
子

力
災

害
時

に
お
け
る
原
子
力
事
業
者
間
協
力
協
定
に
基
づ
き
、
す
み
や
か
に
他
の
原
子
力
事
業
者
へ
警
戒

事
態
に
該
当
す
る
事
象
が
発
生
し
た
旨
の
連
絡
が
で
き
て
い
る
か
 

９
．
技
術
支
援
班
は
第
１
種
非
常
事
態
ま
た
は
第
２
種
非
常
事
態
の
発
生
に
つ
い
て
通
報
が
行
わ
れ

た
場
合
、
事
業
者
間
協
力
協
定
に
基
づ
き
、
た
だ
ち
に
他
の
原
子
力
事
業
者
へ
原
災
法
第
１
０

条
に
基
づ
く
通
報
を
実
施
し
た
旨
の
連
が
で
き
て
い
る
か
 

1
0
．
技
術
支
援
班
は
事
務
局
長
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
協
力
要
員
の
派
遣
お
よ
び
資
機
材
の

貸
与
に
係
る
協
力
要
請
が
実
施
で
き
て
い
た
か
 

1
1
．
技
術
支
援
班
は
他
の
原
子
力
事
業
者
か
ら
の
協
力
要
員
が
待
機
す
る
た
め
の
宿
泊
施
設
の
手
配

を
総
務
班
長
へ
依
頼
で
き
て
い
た
か
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 ○
広

報
機

能
（
報

道
班
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
報
道
班
体
制
の
確
立

 

・
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
 

該
事
象
に
関
す
る
広
報
の
総
括
 

・
プ
レ
ス
文
お
よ
び
Ｑ
Ａ
の
作
成
 

・
ト
ッ
プ
説
明
資
料
の
作
成
 

・
プ
レ
ス
文
の
当
社
模
擬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
 

掲
載

 

・
プ
レ
ス
対
応

 

  

・
報

道
班

長
の

も
と

報
道

班
体

制
に

つ
い

て
確

立
で

き
る

 

・
災
害
対
策
本
部
（
松
山
）
に
お
け
る
広
報
活
動
の

支
援
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
プ
レ
ス
文
お
よ
び
Ｑ
Ａ
の
作
成
支
援
を
適
切
に
実

施
で
き
る
 

・
上
層
部
へ
の
説
明
資
料
の
作
成
お
よ
び
資
料
連
携

を
適
切
か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
る
 

・
作

成
し

た
プ

レ
ス

文
を

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
模

擬
）
に
適
切
か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
る
 

・
プ

レ
ス
資
料
を
マ
ス
コ
ミ
に
説
明
し
、
プ
レ
ス
Ｑ
Ａ

に
つ
い
て
も
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
る

 

１
．
報
道
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
情
報
連
絡
班
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
報
道
班
は
発
電
所

報
道
班
の
支
援
と
し
て
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
事
象
に

関
す
る
広
報
活
動
が
実
施
で
き
て
い
る
か
 

３
．
報
道
班
は
必
要
な
プ
レ
ス
資
料
（
Ｑ
＆
Ａ
含
む
）
の
作
成
を
関
係
箇
所
へ
依
頼
し
、
集
約
で
き

て
い
る
か
 

４
．
報
道
班
は
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
必
要
な
情
報

を
適
宜
伝
え
て
い
る
か
 

５
．
報
道
班
は
一
斉
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
、
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
東
京
セ
ン
タ
ー
よ
り
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

必
要
な
情
報
を
伝
え
る
な
ど
の
対
応
を
実
施
で
き
て
い
る
か
 

６
．
報
道
班
は
災
害
対

応
の
状
況
に
つ
い
て
、
上
層
部
へ
の
説
明
資
料
の
作
成
お
よ
び
資
料
連
携
を

適
切
か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
て
い
る
か
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○
ロ

ジ
ス

テ
ィ
ク

ス
機
能

 

総
務
（
総
務
班
）

 

活
 

動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
総
務
班
体
制
の
確
立

 

・
災
害
救
助
、
緊
急
被
ば
く
医
療
の
総
括
、
労

務
関
係
事
項
の
総
括
 

・
本
店
建
物
の
警
備
 

・
宿
舎
、
給
食
等
の
手
配
調
達

 

・
原
子
力
災
害
医
療
の
措
置

 

・
総

務
班

長
の

も
と

総
務

班
体

制
に

つ
い

て
確

立
で

き
る

 

・
伊
方
発
電
所
に
お
け
る
人
的
被
害
状
況
の
把
握
を

適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
本
店
建
物
の
警
備
の
指
示
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
社
内
、
社
外
応
援
者
の
宿
泊
施
設
、
給
食
等
の
手
配
、

調
整
を
適
切
に
実
施
で
き
る
 

・
負
傷
者
等
の
救
助
、
そ
の
他
の
原
子
力
災
害
医
療
に

関
す
る
措
置
を
実
施
で
き
る

 

１
．
総
務
班
長
は
、
班
員
の
参
集
状
況
を
確
認
し
、
情
報
連
絡
班
へ
報
告
で
き
て
い
る
か

 

２
．
総
務
班
は
発
電
所
総
務
班
の
支
援
と
し
て
、
負
傷
者
等
の
救
助
、
そ
の
他
の
緊
急
被
ば
く
医
療

に
関
す
る
措
置
を
実
施
で
き
て
い
る
か
 

３
．
総
務
班
は
本
店
建
物
の
警
備
状
況
を
確
認
で
き
て
い
る
か
 

４
．
総
務
班
は
支
援
拠
点
に
お
け
る
活
動
を
補
完
す
る
た
め
、
移
動
手
段
・
宿
泊
場
所
の
確
保
等
、

ロ
ジ
に
係
る
事
項
を
総
括
で
き
て
い
る
か
 

５
．
総
務
班
は
四
国
内
の
交
通
状
況
に
つ
い
て
整
理
で
き
て
い
る
か
 

６
．
総
務
班
は
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
携
さ
れ
る
情
報
（
情
報
共
有
会
議
で
の
資
料
等
）
を

整
理
し
、
関
係
者
に
周
知
で
き
て
い
る
か
 

７
．
総
務
班
は
被
災
者
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
が
で
き
て
い
る
か

 

 ○
後

方
支

援
機
能

（
後
方

支
援
拠

点
）

 

活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

・
後
方
支
援
拠
点
の
立
ち
上
げ

 

・
事

業
者

間
協

力
協

定
に

基
づ

く
先

遣
隊

と
の

連
携

 

 

・
後
方
支
援
拠
点
の
体
制
に
つ
い
て
確
立
で
き
る

 

・
後
方
支
援
拠
点
の
設
営
の
た
め
、
松
山
へ
移
動

（
移
動
自
体
は
模
擬
）
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
情

報
連
絡
班
お
よ
び
総
務
班
と
の
情
報
連
携
を
適
切

に
実
施
で
き
る
 

・
事

業
者
間
協
力
協
定
に
基
づ
き
、
幹
事
会
社
よ
り
派

遣
さ

れ
る

先
遣

隊
へ

の
情

報
提

供
を

適
切

に
実

施

で
き
る

 

１
．
支
援
拠
点
に
派
遣
さ
れ
る
統
括
責
任
者
は
、
伊
方
発
電
所
で
の
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
実
施

の
た
め
、
物
資
の
輸
送
、
要
員
の
派
遣
、
輸
送
に
付
随
す
る
放
射
線
管
理
、
入
退
域
管
理
な

ど

の
支
援
が
で
き
て

い
る
か
 

２
．
支
援
拠
点
統
括

責
任
者
は
、
下
記
事
項
を
、
支
援
拠
点
へ
移
動
中
の
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
連

絡
で
き
て
い
る
か
 

・
発
電
所
の
災
害
状
況
 

・
支
援
拠
点
お
よ
び
発
電
所
へ
の
移
動
経
路
の
状
況
 

・
発
電
所
周
辺
の
天
候
 

・
支
援
拠
点
、
活
動
エ
リ
ア
の
設
置
場
所
お
よ
び
活
動
状
況
 

・
そ
の
他
、
必
要
な
事
項
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活
 
動
 
項
 
目

 
達
 
成
 
目
 
標

 
評
 
価
 
項
 
目

 

 
 

３
．
事
業
者
間
協
力
協
定
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
た
先
遣
隊
（
中
国
電
力
）
へ
の
情
報
提
供
は
適
切
に

実
施
で
き
て
い
る
か
 

４
．
支
援
拠
点
統
括
責
任
者
は
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
派
遣
要
員
の
受
入
体
制
（
食

糧
、
宿
泊
施
設
準
備
等
）
の
準
備
を
行
い
、
発
電
所
の
災
害
対
策
本
部
調
査
復
旧
班
長
と
連
携

し
な

が
ら

美
浜

原
子

力
緊

急
事

態
支

援
セ

ン
タ

ー
の

現
地

入
り

に
必

要
な

手
続

き
を

実
施

で

き
て
い
る
か
 

５
．
支
援
拠
点
統
括
責
任
者
は
、
発
電
所
調
査
復
旧
班
長
に
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ

ー
派
遣
要
員
の
受
入
に
関
す
る
以
下
の
事
項
を
確
認
で
き
て
い
る
か
 

・
受
入
予
定
日
時
 

・
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
の
発
電
所
入
構
手
順
 

・
発
電
所
内
で
の
作
業
内
容
の
概
要
 

・
発
電
所
内
で
の
連
絡
手
段
 

・
そ
の
他
、
必
要
な
事
項
 

６
．
支
援
統
括
責
任
者
は
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
派
遣
要
員
の
受
入
に
関
す
る
 

情
報
に
つ
い
て
、
情
報
連
絡
班
長
へ
連
絡
で
き
て
い
る
か
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（
Ｃ

）
周

辺
住

民
へ

の
対

応
を

支
援

す
る

活
動

を
主

体
と

し
た

機
能

（
伊

方
P

S
、

即
応

セ
ン

タ
ー

松
山

、
高

松
）

 

○
広

報
機

能
（
広

報
班
）

活
 

動
 
項
 
目

達
 
成
 
目
 
標

評
 
価
 
項
 
目

（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
広
報
機
能
と
同
様

（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
広
報
機
能
と
同
様

（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
広
報

機
能
と
同
様

116



別紙－３

1 発生事象を正確に確認し、異常事態を判断できているか

2 社内関係個所への連絡を遅滞なく実施できているか

3 一斉連絡装置にて、速やかに所員の召集ができているか

4 通報連絡ＦＡＸの様式・内容は適切か

5 通報連絡ＦＡＸの送信モードは適切か

6 通報連絡ＦＡＸの発信は３０分以内に実施できているか

10 プラント停止後の通報ＦＡＸを作成した場合は、様式・内容は適切か。

1 発生事象を正確に確認し、非常準備事態を判断できているか

2 当直が判断したＥＡＬチェックリストを再確認しているか

4 本店連絡当番者へ非常準備事態の発生を連絡できているか

5 通報連絡ＦＡＸの様式・内容は適切か。

6 通報連絡ＦＡＸの送信モードは適切か

7 通報連絡ＦＡＸの発信は、１５分以内に実施できているか

1 発生事象を正確に確認し、非常事態を判断できているか

2 当直が判断したＥＡＬチェックリストを再確認しているか

4 本店連絡当番者へ非常事態の発生を連絡できているか

5 通報連絡ＦＡＸの様式・内容は適切か

6 通報連絡ＦＡＸの送信モードは適切か

7 通報連絡ＦＡＸの発信は、１５分以内に実施できているか

通報連絡ＦＡＸ送信後、社外関係機関に対して着信確認を遅滞なく
実施できているか

8

通報連絡ＦＡＸ送信後、一斉連絡装置による音声メッセージの発信
を遅滞なく実施できているか

9

通報連絡ＦＡＸ送信後、社外関係機関に対して着信確認を遅滞なく
実施できているか

通報連絡ＦＡＸ送信後、一斉連絡装置による音声メッセージの発信
を遅滞なく実施できているか

通報連絡ＦＡＸ送信後、ＦＡＸ送信の配送結果を確認し、配送できな
かった宛先がある場合は再送信等の適切な対応ができているか

7

8

9

平成３０年度上期　通報連絡訓練　傾向分析結果

通報連絡ＦＡＸ送信後、一斉連絡装置による音声メッセージの発信
を遅滞なく実施できているか

通報連絡ＦＡＸ送信後、ＦＡＸ送信の配送結果を確認し、配送できな
かった宛先がある場合は再送信等の適切な対応ができているか

9

10

評価項目

8

通報連絡ＦＡＸ送信後、ＦＡＸ送信の配送結果を確認し、配送できな
かった宛先がある場合は再送信等の適切な対応ができているか

10

評価項目

非常事態発生を原子力防災管理者に連絡し、非常事態通報を実施
する旨の了承を得ているか

3

通報連絡ＦＡＸ送信後、社外関係機関に対して着信確認を遅滞なく
実施できているか

評価項目

非常準備事態発生を原子力防災管理者に連絡し、警戒事態該当事
象発生連絡を実施する旨の了承を得ているか

3

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

評価項目

【異常時発生通報】

結果

改善要

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

評価項目

【警戒事態該当事象連絡】

結果

改善要

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

評価項目

【特定事象発生通報】

結果

改善要

【考察】

集約した実績と少ない（６班）ことから、「傾向」として一概に言えないが、以下に気づき事項を示す。

・発生事象による通報連絡の判断は確実に実施できている。

・通報連絡に要した時間は、全て目標を満足している。

・初動となった「異常事態」の対応で改善事項が多く、回数を重ねるにつれて少なくなっている。⇒対応に慣れてくるからか？

・昨年度、ほとんどできていなかった”項目９．ＦＡＸ送信配送結果の確認”については、今年度より手順書の要領を追加した結果、確実に

対応することができている。⇒手順書の有効性を確認

・ＦＡＸの内容が不適切（記載抜けや記載誤り）に改善事項が多い。⇒ＦＡＸ文作成に慣れていないのが要因か？

以上より、今後も手順書の充実を図りつつ、その活用を定着させること、および実際に訓練シナリオ等を用いてＦＡＸ文を作成してもらう等を

実施していくこととしたい。なお、通報訓練の結果は継続して蓄積し、傾向を分析する。
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